




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　絹の手て袋ぶくろに包まれた手が盤ばん上の白い《竜りゆう騎き士し》の駒こまをつまみ上げ、黒い《大神官》の駒の方へと近づけていく。

「待っ」

「待ったはなしだよ、ハーヴェイ」

　こつ、と硬かたい音が響ひびき、白の《竜騎士》が黒の《大神官》を無情に退けた。かっさらうように取り除かれた白い《竜騎士》を何食わぬ顔で手元へ置く相手に舌打ちをしたくなって、ハーヴェイはぐっとこらえた。親友とはいえ王太子を相手に失礼な真ま似ねはできない。

　それに、いまだかつてライオネル・ミルド・ヴァンレインに勝てた試ためしはない。全戦全敗だ。だからといって、負けても平気でいられるかというと話は別だ。負まけず嫌ぎらいでなければ竜騎士団長はつとまらない。

（いつか負かす……って毎回思ってるんだけど、まあ、無理だろうな）

　幼い頃ころからの友人である二人は、王太子の居室で戦術盤を楽しんでいた。

　いや、楽しんでいるのはライオネルだけかもしれない。ハーヴェイは苦戦を強しいられており、まったく面おも白しろくなかった。

「君の番だよ？」

「……わかっています」

　ハーヴェイは小さな戦場に目を落とす。

　侵しん攻こうしてきた白の《竜騎士》の斜ななめ二マス先には自分の《王》が鎮ちん座ざしており、周囲にはまだ《鯨げい竜りゆう》と《魔ま術じゆつ師し》が待機しているが正直心こころ許もとなかった。

（ここは《鯨竜》を右に……いや、殿でん下かの《鯨竜》の攻こう撃げき範はん囲い内か。とすると……）

　指先で唇くちびるを擦すりながら悩なやむ親友をライオネルはグラスに注いだラム酒をちびちびとやりながらしばらく眺ながめていたが、ふと思い出したように口を開いた。

「そうそう、近々お隣となりから客人が来ることになったよ」

　このタイミングで大事な話を振ふってくるのは別に嫌いやがらせではない。単純に、人をびっくりさせるのが好きな性分なのだ。

　ハーヴェイは思考を妨ぼう害がいされてむっとしつつも、王都及および王宮警護の任を預かる者としていちおう聞き返した。

「誰だれです？」

「エリオット王子」

《魔術師》の駒に伸のばしかけた手を思わず引ひっ込こめる。

「……レイブラの王太子ですか？」

「うん、そう」

　こともなげに言ってくる。

　ライオネルは一週間前にレイブラの第四王女シャーロットと婚こん礼れいを挙げたばかりだ。

　ヴァンレイン王家では他国から花はな嫁よめや花はな婿むこを迎むかえる場合、結けつ婚こん式しきに相手の国の人間を招待しない決まりがある。

　かつてヴァンレインの王がオルダートの王女と政略結婚をしようとしたとき、花嫁の母国からの参列者に暗殺未遂事件を起こされた歴史があるからだ。当然、結婚は取りやめとなり、以降、ヴァンレインとオルダートはたびたび戦争を繰くり広ひろげている。

　だから、シャーロットとの婚礼が無事に終わったいま、彼かの女じよの関係者が結婚を祝いに訪おとずれるのは予想の範囲内なのだが、ハーヴェイはすっかり失念していた。

（最近いろいろあったもんなあ）

　先々代竜騎士団長のブライアンが紹しよう介かいしてきた〝ノーラ〟を雇やとったことからはじまった数々の出来事を追想しそうになって、我に返る。物思いにひたっている場合ではない。

〝ノーラ〟の本名はリオノーラ・アデル・レイブラ。

　レイブラの第二王女でありシャーロットの同腹の姉、エリオットの異母妹にあたる。

　しかも彼女はわけあって竜騎士団で自分付きの騎士見習いになっている。

（さすがに出くわしたら、ばれるよな？）

　エリオットとリオノーラが王宮内でばったり出くわすような事態になったら、当然ばれるだろうし、国に連れ戻もどされることになるだろう。

　ハーヴェイもいつか彼女をレイブラへ帰してやりたいと思っているのだが、いまはそばから離はなれさせられない深い事情があった。

「いつですか？」

「来週」

「……ずいぶん急ですね」

「そう？　こんなもんじゃないかな。何か問題でも？」

　ライオネルは吞のん気きにラム酒をすすっている。もっとも彼かれののんびりした態度は演技の可能性もあるが、ハーヴェイにはそれを見み抜ぬくだけの余よ裕ゆうがなかった。

「いえ、王太子妃ひ殿でん下かとたいそう仲が悪かったと聞いていましたので、特別な警備体制を敷しく必要があるかと思いまして」

「よく知っているね。例の見習いの子から聞いたの？」

「……ええ、まあ」

　リオノーラはシャーロットの友人ということになっている。

　もともと彼女は身分を隠かくしていた頃からシャーロットのファンとして有名になっていたので、ハーヴェイは二人が密会して正体がばれる前にとおおっぴらに二人を出会わせて友人にさせた。だからリオノーラがシャーロットからいじめっ子だった兄の話を聞いて、ハーヴェイに話したとライオネルは思ったようだ。

（それよりも、ノーラをエリオット王子の目から隠さないと）

　ハーヴェイの頭からは、既すでに戦術盤の存在など消きえ失うせていた。

　研修と称しようして、ノーラを第だい二に竜りゆう騎き隊たいの駐ちゆう屯とん地であるデセネグ要よう塞さいに預けるか。いや、アクセルの件がある以上、自分も行かなければならなくなる。竜騎士団長兼けん第一竜騎隊長が隊を離れるのは不自然だ。自分とリオノーラの二人が一度に王宮から離れても違い和わ感かんがない、そんな事情を作り上げる必要がある。

　こうしてはいられない、と椅い子すから立ち上がる。ライオネルがおっとと片方の眉まゆを跳はね上げて視線を送ってきた。

「おや、悪名高き竜騎士団長様が敵前逃とう亡ぼうかい？」

「戦略的撤てつ退たいですよ。明日勝つために、今日は負けを認める潔さも時には必要です」

　きりっと真顔を作ってもっともらしく言ってみせる。もちろん冗じよう談だんだ。ライオネルもそれはわかっているから白い歯を見せて苦く笑しようした。

「私に勝てるなんて思ってもいないくせに。どうせ何か忘れ物を思い出したんだろう」

「実は今日までに決裁しなければならない書類があったような気がしてきまして」

「そんなことばっかりやっていると、カルロに愛あい想そを尽つかされるよ」

「とっくに尽かされてます」

　では、と一礼して、ハーヴェイは部屋を後にした。廊ろう下かを進む足取りは、王子の居室から離れれば離れるほど加速していった。

（とにかく、ノーラをエリオット王子の目の届かないところにやらないと──）

　その考えにふと違和感を覚えて、足が止まる。

　なぜ、リオノーラを隠さなければならないのだろう。

　もちろんアクセルとの契けい約やくがあるからだが、かの竜が二重契約をけしかけてきたのはハーヴェイの身に降りかかった空の呪のろいをリオノーラに解かせるためだ。

　呪いが解けたいまでもアクセルが契約を続けようとする意味はわからないが、リオノーラが本国に強制送そう還かんされたら、諦めるのではないだろうか。

（それに、エリオット王子に見つかった方があの子のためなんじゃないか？）

　彼女は一国の王女だ。異国で竜騎士見習いとして生傷の絶えない生活を送るより、自国の王宮に戻り、蝶ちようよ花よと大切にされながら暮らした方がいいに決まっている。

　そう、理性は訴うつたえてきている。

　だがなぜか、本能が首を横に振り続けていた。リオノーラを帰したくない、と。

「……まいったな」

　ハーヴェイは近くの壁かべに寄りかかると、くしゃりと髪かみを搔かき上あげた。

「この俺おれが、判断に迷うなんてさ」
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「それでね、団長ったらひどいのよ。気分転てん換かんとか言って風の強い日に窓を開けるものだから、書類が全部飛んじゃって。わたしに書類整理を押しつけて逃にげちゃうし……終わった後にブラウニーを差し入れしてくれたのは嬉うれしかったけれど。団長ってやっぱり団長っていうか、飴あめと鞭むちの使い分けがうまいのよね。悪びれもせずに、ありがと、とか言われちゃうと、悔くやしいけど頑がん張ばれちゃうっていうか……ってシャーリー、聞いてる？」

「聞いておりますわ。うんざりしていただけです」

　リオノーラの問いに、王太子妃シャーロットは白いクロスを掛かけた円えん卓たくの向こうで金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美び貌ぼうをむすっとさせ、カップをソーサーに置いた。

　今日はひさしぶりの休日で、王宮の庭園にある四阿あずまやで姉し妹まい水入らずの時間を過ごしていた。貴重で、かつ至福のひとときだというのに、どういうわけか妹の機き嫌げんをそこねてしまったらしく、リオノーラは戸と惑まどった。小首を傾かしげると、丁寧に編み込んだ紅茶色の髪がふわりと揺れる。

「ごめんなさい、つまらない話だった？」

「ええ、まったく、面白くなかったですわ。お姉様ったら、さっきからボルドウィン伯はく爵しやくの話ばっかりではありませんの！」

「えっ、そう？　そんなつもりはなかったんだけど、ちょっと愚ぐ痴ちっぽくなっちゃってたかな……」

「愚痴というよりノロケに近いですわ」

　最愛の妹から一刀両断されても、リオノーラにはぴんとこず、菫すみれ色いろの双そう眸ぼうをぱちくりさせた。

「ノロケ？　どこが？」

「最初から最後までノロケですわ。お姉様、ボルドウィン伯爵にすっかり手て懐なずけられているではありませんの！　しっかりしてくださいませ！」

「そうかしら……」

「自覚がないのが余計に心配ですわ」

　妹が怒おこっている理由がわからない。

　リオノーラからしてみれば、近きん況きようを報告しているだけだ。竜騎士団長であるハーヴェイに師事している以上、彼の話題が出るのはいたしかたないと思っている。

　なのに、どうしてこんな反応をされるのだろうかと首をひねっていると、少し離れたところで待機していたはずの侍じ女じよがおそるおそる近づいてきた。

「失礼します。あの、お客様がいらしているのですが」

「わたくしはいま、大切なお友だちとお話ししておりますの。帰っていただいて」

「ですが……」

「──悪いねぇ。不ぶ躾しつけなのはわかってるんだけど、ちょっと混ぜてくれないかな？」

　侍女の後ろからひょっこりと顔を出したのは、短い黒くろ髪かみの青年だった。

　細身で鍛きたえ上あげられた体格を竜騎士団の隊服に包み、上着をだらしなく肩かたに引っかけているが、それが不思議とさまになっている。

　整った顔立ちながら、藍あい色いろの眼まな差ざしには悪童じみた稚ち気きが宿っており、初対面であっても警けい戒かい心を緩ゆるめさせてしまうほどの親しみやすさを生んでいる。

　リオノーラは思わず彼の名、いや役職を叫さけんだ。

「団長！」

「ボルドウィン伯爵！」

　竜騎士団長にしてボルドウィン伯爵、そして〝竜殺しのハーヴェイ〟の悪名を国内外に轟とどろかせる彼は、リオノーラと目を合わせると軽けい薄はくそうに手を振ってみせた。

　侍女が頰ほおを赤らめながら視線を送っているが、気にした素そ振ぶりもない。竜殺しという大罪を犯おかした彼は同時に救国の英えい雄ゆうでもあり、国内、特に女性からの人気が高い。

　もっとも、先週王太子ライオネルと婚礼を挙げたばかりのシャーロットには関係のない話だった。なぜか嫌そうに目元をひくつかせて、扇おうぎを広げて口元を隠す。

「今日はどうなさいましたの？　多た忙ぼうを極きわめてらっしゃるはずの伯爵がわざわざこんなところにいらっしゃるなんて」

「いやあ、あまり大きな声では言えないんだけどね。エリオット王子がお越こしになる前に、警備の件でちょっと相談したいことがあって」

　何気なさを装よそおって告げられた言葉に、リオノーラは飛び上がりそうになった。

（エリオットお兄様がお越しになる!?）

　はっとしてシャーロットの方を見ると、彼女も目を剝むいて口を茫ぼう然ぜんと開けていた。気持ちは同じらしい。ややあって我に返ると、ぴしゃりと閉じた扇を侍女に向けて告げた。

「人払ばらいを」

「かしこまりましたっ！」

　侍女は二つ返事で了りよう解かいすると、一礼して四阿から離れていった。彼女の後ろ姿がだいぶ遠くなってから、リオノーラはハーヴェイに訊たずねた。

「どういうことですか!?　お兄様がいらっしゃるなんて、聞いていません！」

「俺もついさっき殿下から聞かされたばかりだよ。慣例に基もとづいて、王太子妃殿下の婚姻を祝いにくるらしい」

　話を聞くなり、シャーロットが厳しい顔を向けてきた。

「お姉様、お逃げください。お兄様はこのわたくしが差さし違ちがえてでも止めてみせます！」

「はいそこ、物ぶつ騒そうなことを言わないように。思ってもいいから俺の前では言わないで」

　出会いが出会いだっただけに、ハーヴェイは仕える主の妃に対しても遠慮がない。

　リオノーラは混乱する思考をなだめるように頭を押さえた。

　ヴァンレインの慣例については知っている。〝ノーラ〟として王宮に潜せん入にゆうする前は、エリオットに頼たのみ込こんで自分もシャーロットの婚礼を祝いにヴァンレインへ同行させてもらうつもりでいたからだ。ただ、あれからいろいろありすぎてすっかり忘れていた。

「あの、団長……お兄様の滞たい在ざい中だけでもお暇いとまをいただくことはできないでしょうか。そうしたら、わたしはどこか適当なところでおとなしくしていようと思うんですけれど」

「適当なところって、アクセルを連れて？　俺の契約竜ってことになってるのに？」

「……絶対怪あやしいですよね」

　大きな声では言えないが、リオノーラはハーヴェイとともに翼よく竜りゆうアクセルと二重契約を結んでいる。ハーヴェイが竜騎士として騎き乗じようする権利を得る代わりに、リオノーラがアクセルに魔ま力りよくを提供するという不平等な契約だ。

　これはハーヴェイを蝕むしばんでいた呪いを解くための緊きん急きゆう処置だったはずだが、いざ呪いが解けたいまでもアクセルはなぜか契約を解除しようとしない。

　表向きはハーヴェイが単身でアクセルと契約していることになっているので、リオノーラの休きゆう暇かに彼の竜がついていくのは不自然だ。

「お姉様とアクセルだけで王都を離れると怪しまれるのでしたら、みんなまとめて離れればよろしいのではなくて？」

　シャーロットが何を悩むことがあるのかと言わんばかりに口を出してきた。

「あのねえ王太子妃殿下、俺たちは仮にも王都と王宮の守護を預かって……」

「それですよ！」

　ハーヴェイの反論に被かぶせ気味に声を張りあげながら、リオノーラは騎士の制服の懐ふところから小さく分厚い帳面を取り出した。

「それって、どれ？　ていうか、何その本」

「これはカルロさんからいただいた『竜騎士ハンドブック』……竜騎士に関係するありとあらゆることが書かれた教本です。ちなみにカルロさんのお手製らしいです」

「あいつ本当に筆まめ先生だよね……」

　副官であるカルロの別名をあきれ顔でつぶやく。

「ちょっと待っててください……ほら、ありました！　ここです！」

　リオノーラは目当ての記述を見つけると、ハーヴェイたちに見せつけるようにページを開いて突つき出だし、該がい当とうの部分を指で差してみせた。

「『竜騎士団では定期的に山さん岳がく訓練を行う』って書いてあります。『空気の薄うすい山頂や上空での長時間にわたる戦せん闘とうに耐たえられるように肺を鍛きたえるのが目的』って……でもこれ、しばらくは行っていないですよね？」

「まあ、な。隊を指揮する俺に契約竜がいなかったからね」

「でしたら、アクセルと契約したいま、実じつ施しするのは不自然ではないと思います」

「確かに……なかなか冴さえてるじゃないか」

　ハーヴェイはにやりと笑うと、わしゃわしゃと頭を無造作に撫なでてきた。荒あらっぽいようでいて手つきが優やさしいせいでくすぐったく、リオノーラは首をすくめた。

「シャーリーのおかげですよ。ヒントをくれたから……ねえ、シャーリー？」

　と苦笑しながら見ると、シャーロットが不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せてこちらを眺めていた。感情を押おし殺ころしたような眼差しが少々冷たい気がするのはなぜだろうか。

「いいえ。わたくしは素人しろうとの思いつきを述べたにすぎませんわ。思いついたのはお姉様が日ひ頃ごろから職務に忠実だったからでしょう。ですが、お姉様のお役に立てたのでしたら、妹冥みよう利りに尽きるというものですわ」

「シャーリーったらなんて慎つつましくて優しい子なの……！」

　妹のいつもと違ちがう様子もなんのその、リオノーラは笑え顔がおで飛びついて両手を合わせた。シャーロットも一転、嬉しそうな笑えみを浮うかべて、きれいに整えられた指先を絡からめてくる。細かい所作の何もかもが愛おしくて、ついつい頰がだらしなく緩んでしまう。

「はいはい、そのへんにしておいてね」

　解散、とばかりに手を叩たたいてくるハーヴェイを怪け訝げんに振ふり仰あおぐと、彼は良案を得たばかりのわりにはなぜかふて腐くされたような顔をしていた。

「どうかしたのですか？」

「なんだろうね……あんたたちのそれは何度も見ているはずなのに、ちょっとイラッとしちゃった」

「？　あの、何かお気に障さわりましたら申し訳ないです」

「ノーラちゃんが悪いわけじゃないから、いいんだけどね」

「それは、わたくしが悪いという意味と受け取ればよろしいのかしら？」

　シャーロットが棘とげのある言い方をして、ばっと広げた扇で口元を隠し、挑ちよう発はつ的な眼差しを送る。それをハーヴェイは真っ正面から受け止めてにこりと微ほほ笑えんだ。

「やだなあ。仮にも王太子妃殿下を悪し様に言うような真似はしないって」

　ぱたぱたと手を振って否定するさまは軽薄だが、いつもと様子が違う。

　なぜか、リオノーラにはシャーロットとハーヴェイの間に剣けん戟げきの火花が飛び散っているような気がしてならなかった。
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　真夏のわりにひんやりした山の空気に、荒あらい息づかいと地面を蹴ける足音が響ひびく。

　体に負ふ荷かをかけるための重たい背はい囊のうを背負って山道を登っていく竜りゆう騎き士したちを、契けい約やく竜たちが空から心配そうに、あるいは吞のん気きそうに見守りながら、追おい抜ぬいたり戻もどってきたりと自由に飛び回っている。

（きれいな生き物）

　はぁ、はぁ、と荒い呼吸をする先せん輩ぱい竜騎士たちを余よ所そに、リオノーラは空を見上げてこめかみの汗あせを訓練着の袖そでで拭ぬぐった。

　逆光の中、翼つばさを大きく広げ腹を見せながら気持ちよさそうに青空をよぎっていく竜は本当に美しい。神の使いと言われるのも納なつ得とくだ。彼かれらの姿に思わず見とれれば、山登りの疲ひ労ろうや息苦しさも少しやわらぐ気がするから不思議だ。

（空もきれい。吸すい込こまれそう）

　そう思うのは空が近いからかもしれない。肩かた越ごしに振ふり向むいて見下ろせば、麓ふもとの村々の屋根が麦粒つぶほどに小さく見える。

　などと思っていたら、その麦粒がぼやけて見えはじめた。世界がぐらつく。

（あれ？）

　と思ったときには、視界を地面が覆おおい尽つくしていた。何が起きたのかわからない。

「うわー、ノーラ！」

「ノーラが倒たおれた！」

　竜騎士たちの声で、自分の置かれた状じよう況きようを把は握あくする。いつの間にか倒れていたらしい。

「すいません、大だい丈じよう夫ぶです」

　手をついて起き上がろうとするが、なぜか手に力が入らない。おまけに妙みように瞼まぶたが重くなってきた。眠ねむい。ここで寝ねてもいいだろうか。

「おい、しっかりしろ！」

　頰ほおを軽くぺちりと叩たたかれてはっと目を開けると、亜あ麻ま色の髪かみを後ろで結ゆった青年が秀しゆう麗れいな顔を心配そうに曇くもらせてこちらを覗のぞき込こんでいた。

「僕ぼくがわかるか？」

「ジェレミア先輩……」

　リオノーラは彼の名をつぶやいた。

　ジェレミア・エイク・ヴァンレイン。この国の第二王子にして竜騎士という異色の経歴の持ち主だ。

　ちなみに彼とは親しん戚せき関係にあり、幼い頃ころに一度会っているのだが、昔の姿と結びつかないのか単純に顔を覚えていないのか、いまのところリオノーラの正体はばれていない。

「高山病だな。このあたりは地上と比べてだいぶ空気が薄うすい。初めてのくせに無理をするからこうなるんだ」

　教育係を買って出てくれることの多いジェレミアにこれ以上迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。他の竜騎士たちの足も止まってしまっている。

「すみません。もう大丈夫ですから、続けて……」

　そこまで言いかけたとき、上を行く竜騎士たちの間を抜ぬけて、先頭を走っていたはずのハーヴェイがすっ飛んできた。彼も汗をかき放熱で頰を上気させているものの、他の竜騎士ほど息を乱した様子はない。

　が、他の竜騎士たちと比べ物にならないほど取り乱していた。

　切せつ迫ぱくした様子で駆かけ寄よってきたかと思えば、がばっと抱だき上あげられる。いきなりのお姫ひめ様抱っこに、リオノーラは驚おどろきすぎて抵てい抗こうできなかった。
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「団長!?」

「大丈夫か？　顔色が悪いな。すぐに涼すずしいところで休んだ方がいい──おいおまえら、俺おれはノーラをテントに運んでくるから、そっちは続けといてくれ！」

「お、おう……」

　ジェレミアをはじめとする竜騎士たちが、ハーヴェイの反応に及および腰ごしになる。リオノーラは遅おくれてやってきた恥はずかしさに、慌あわてて彼の胸むな元もとを押おして抵抗した。それに訓練初日で脱だつ落らくなどしたくはない。

「わ、わたしはもう平気ですから……」

「そんなわけがあるか！」

　必死の抗こう弁べんも、一いつ喝かつで消し飛ばされる。

「こんなにへろへろになっておいて。自分のペースで登っていいって言っといたのに、無理しちゃって。女の子のくせに最初から筋肉野や郎ろうどもと同じに登れるわけないだろ。それに空気の薄さに慣れるのが目的なんだから、徐じよ々じよに慣らしていければいいんであって、ぶっ倒れるまでやらなくていいの。まだ明日もあるんだからさ。わかった？」

　彼の言うことはもっともだ。ぐうの音も出ない。

　より正確に言えば、この訓練はエリオットから逃のがれるためのものだ。彼はいまごろ王都に到とう着ちやくし、シャーロットたちと再会している頃合いだろう。だが、その件はカルロ以外には秘密なので、口に出すことはない。

「……はい。わかりました」

「素す直なおでよろしい」

　ハーヴェイが破顔する。

　リオノーラは了りよう承しようこそしたものの、特とく別べつ扱あつかいを受け入れざるを得ない境きよう遇ぐうが歯がゆくてしかたなかった。女の子だから、そして隣りん国ごくの王女だからハーヴェイは自分を過保護に扱い、甘あまやかそうとする。それが悔くやしいのだ。

（早く一人前になりたいのに）

　この人の背中にひっついているのではなく、背中を任せてもらえるくらいになりたいのに、このままではいったい何年、何十年かかるかわからない。一生かかっても無理かもしれないとすら思えてくる。

「みんなは続けてくれ。カルロ、指揮は任せた」

「了りよう解かいしました」

　しんがりを守っていたカルロが早足で登ってきた。銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだをした美び貌ぼうの副官は、切れ長の目を冷たく輝かがやかせて竜騎士たちの顔を見回す。

「私は団長ほど甘くはありませんよ。竜騎士たる者、一に体力二に体力、三四がなくて五に体力！　ペースを上げていきますよ！　遅れた者は洗い場当番！　返事は!?」

「横暴だー！」

「聞いてないぞー！」

「指揮官代理の解任を要求するー！」

「黙だまって走りなさい！」

　牧羊犬に追い立てられた羊よろしく、竜騎士たちが山道を駆かけ上のぼっていく。一いつ瞬しゆん出で遅おくれたジェレミアも慌てて追いかけていった。

「ぶっ倒れるまでやるなって話をしたばっかりなんだけど……まあいっか。みんな体力だけはあり余ってるし」

　ハーヴェイは呆あきれたようにつぶやくと、空を見上げて声を張りあげた。

「おーいアクセル、降りてきてくれ！　ノーラが緊きん急きゆう事態だ！」

　すると空を楽しんでいた翼よく竜りゆうのうちの一頭がふわりと舞まい降おりてきた。大きな翼の起こした風が吹ふきつけてきて、リオノーラの赤い髪をなびかせる。

　ヴァンレイン竜騎士団に所属する翼竜の中でも特にいかつい顔つきをした竜が、小首を傾かしげてこちらに金色の両眼を向けてくる。爬は虫ちゆう類るいに似た顔から表情を読み取るのは難しいが、リオノーラを心配しているのが伝わってきた。

「ごめんなさい。ちょっと具合が悪くなっちゃって。契約外だけど、また乗せてもらってもいい？」

　アクセルは大きな目をぱちくりした後、お安い御ご用ようとでも言うように背中を向けた。







　リオノーラたちを乗せたアクセルは、山の木々にかすめそうな高度を飛んでいく。

　竜の首元に跨またがりながら、足の先が木のてっぺんにぶつかるのではないかと冷ひや汗あせをかいた。こんなぎりぎりの高さを飛んでいくのも空気の薄さにやられてしまった自分のためかと思うと申し訳なくなる。

　竜騎士と契約竜の間で起こる感覚の共有も、体調が悪いせいかいまのリオノーラにとっては負担でしかない。五感から入ってくる情報量が多すぎて、眩暈めまいを覚える。

　と、腰こしに回された腕うでに少し力が入った。

「大丈夫？」

　耳元に響いた穏おだやかな声こわ音ねにどきりとする。

「え、ええ……」

　いつもアクセルに乗るときはハーヴェイの腰に後ろからしがみつくかたちで跨るのだが、今回は安全のためにハーヴェイの前に跨って後ろから支えてもらっている。

　彼の片方の手は手た綱づなを摑つかんでいるとはいえ、後ろから抱きしめられているような格好はどうにも落ち着かない。胸がどきどきする。

（おかしいな。団長に後ろからのしかかられることなんて前は何度もあったのに）

　前、というのは雑用係の頃だ。

　彼はリオノーラから漏もれる魔ま力りよくが古傷に効くと言ってくっついてきていた。あの頃は居い心ごこ地ちの悪さは感じたものの、こんな感覚には陥おちいらなかった。

　変わったのはシャーロットの婚こん礼れいの後からだ。ハーヴェイに連れられて近くの街の教会の鐘かねを思いっきり鳴らせてもらったときから、自分の中の反応に変化が現れた。それがなぜなのかは、まだわからない。

「顔色はだいぶ戻ってきてるみたいだな」

　こちらの動どう揺ようなど露つゆ知らず、ハーヴェイが気さくに話しかけてくる。

「そうですか？」

「うん。ほっぺと耳たぶが真っ赤」

「……！」

　それは体調とは異なる要因からのような気がする。

「熱とか出てないだろうな？」

「それはっ、暑いからです！　団長の体温が高いので！」

「俺のせい？　そう言われても落っことすわけにもいかないし……あ、見えてきたぞ」

　山の中腹にぽっかりと森が開けた空間があり、そこに天幕を張って作ったテントがいくつも見える。今回の野営地だ。リオノーラたちはいったんここで設営して軽く休きゆう憩けいを取ってから再び山を登りはじめたのだ。

　アクセルがテントの密集しているところを避さけて舞い降りると、ハーヴェイが真っ先に飛び降りて手を差し出してきた。

「どうぞ、お姫様」

「……冗じよう談だんでもその呼び方はやめていただきたいんですけど」

「嫌いやだったら、俺にお姫様ではなく竜騎士だと認めさせてみせるんだな」

　ハーヴェイはにやりと笑った。こういうとき、彼は過保護ではなく意地悪になる。

「……精しよう進じんします」

「その意気、その意気。でも、くれぐれも無理はしないでね。ほら」

　強ごう引いんに手を摑まれて引っ張られ、不本意ながら手を借りてアクセルから降りるはめになった。これではお姫様扱いを受け入れているも同然だ。情けなさで荷物を背負っていたときよりも肩が重く感じる。

「申し訳ないです。言い出したのはわたしなのに……」

「気にしないで。最初はみんなこんなもんだからさ。騎士学校で山さん岳がく訓練を経験ずみかどうかにもよるだろうし」

「そういえば、団長は騎士学校出身なんですよね？」

「うん。俺とかカルロとか騎士階級以上の生まれのやつと、幼い頃に竜と契約したやつはだいたいそう。うちの隊ではジェレミアくらいかな、違ちがうのは」

　ハーヴェイは一代限りの伯はく爵しやく位こそ賜たまわっているが、もとは下級貴族出身、カルロは先々代竜騎士団長ブライアンの養い子として騎士学校に入れられたと聞いている。

「ジェレミア先輩は騎士学校を出ずに竜騎士になっているんですか？」

「そうだよ。騎士学校に入りたがってはいたけど、周りから大反対されてね。それで貴重な竜騎士になれば誰だれも文句は言えないだろうって、当時たびたび近くで目もく撃げきされて噂うわさになっていた野生の翼竜を説得しにいったんだ。最初は俺がアクセルに振られていたときみたいにまったく相手にされなくて、水を引っかけられたり尻しつ尾ぽでビンタされたり……」

　その様子は容易に想像できた。竜の一いつ斉せい沐もく浴よくのときにジェレミアが契約竜から泥どろを引っかけられている姿を何度も目撃しているが、この関係性は昔からのようだ。

「見てきたかのように……って、見てらしたんですね？」

「馬じゃあ竜に追いつけないからね。俺がレックスで追つい跡せきしたんだ」

　レックスというのはハーヴェイの元契約竜だ。先の戦争で作戦行動中に命を落とし、それゆえにハーヴェイは竜殺しと呼ばれるようになった。

　元契約竜の名前が出たことで急にアクセルが気になった。彼はレックスの親友だったという。不ふ機き嫌げんになっていないだろうかと心配になって見れば、アクセルはこちらを見ていなかった。

　大きな顔をもたげ、上空の一点を見つめている。

「どうかしたの？　アクセル」

　リオノーラもつられて空を仰あおいだ。

　最初は何を見ているのかわからなかったが、しばらくして鳥でも虫でもない、黒っぽい点があることに気がついた。それが徐々に大きくなってくる。落下してきているのだ。

　かたちは鳥に似ていなくもない。だがコウモリのような翼に爬虫類のような顔や尾おは鳥ではない。

「ノーラ！」

　とっさにハーヴェイがノーラと落下物との間に割わり込こもうとしたが、リオノーラは構わずに両手を出して、それを受け止めた。小さいなりに硬かたい鱗うろこに覆おおわれたしっかりした感かん触しよくが伝わってくる。

「きゅうぅ」

　手の中で愛らしい、そして弱々しい声をあげて胸に顔を伏ふせてきたのは、生後一カ月くらいの子こ猫ねこのような大きさをしていたが、間ま違ちがいなく竜だった。

「この子……もしかして竜の赤ちゃん……？」

　灰色の小さな体たい軀くのあちこちに細かい傷があるせいか、少々弱っている。

「可哀想かわいそうに。手当てをしてあげなきゃ」

「へぇ、無む垢く竜の状態で見つかるなんて珍めずらしいな」

　ハーヴェイが興きよう味み津しん々しんといった様子で覗き込んで来た。

「無垢竜、ですか？」

　こんなときこそカルロお手製の『竜騎士ハンドブック』の出番だが、懐ふところから取り出したくても生憎あいにくと両手が塞ふさがっている。

「竜は生まれたときは無垢竜といってね、竜の中での種族がまだ決まっていないんだ。これからどういった環かん境きようで育つかによって、翼竜になったり鯨げい竜りゆうになったり、他の希少種になったりするんだよ。こいつは見たところ生後三カ月ってところだな。もちろんまだ種族が決まっていない」

「そうなんですね。どんな竜に育つんでしょう」

　リオノーラは幼よう竜りゆうの体を片方の手で支えつつ、もう一方の手でそっと鼻筋を撫なでた。すると、きゅぃ、と甘えたような声で鳴き、鼻の頭を擦こすりつけてきた。乾かわいた鼻先が頰をかすめてくすぐったい。

「この子、すごく人なつこいですね」

「にしても、なつかれすぎな気もするけどね。ちょっと怪け我がをしているようだから、ノーラの強い魔力に惹ひかれてきたのかもしれないな」
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　生きとし生ける者には必ず魔力が備わっている。

　いにしえの時代には魔ま導どう師しなる者が魔力を使って不思議な事象を起こしていたと言われているが、いまの時世で魔力の使い道といえば筋力に上乗せして膂りよ力りよくを上げる他は、竜騎士が契約竜に餌えさ代わりとして提供するくらいだ。

　リオノーラはその魔力が並外れて多いらしい。

「以前の団長みたいですね」

「竜のがきんちょと一いつ緒しよにされたくはないなあ」

　がきんちょと呼ばれたのがわかったのか、幼竜が顔をもたげて、きゅっ、と強めの声をあげた。ハーヴェイは苦く笑しようして、なだめるように両手を挙げてみせた。

「おっと、そう怒おこるなよ。怒りっぽいとモテないぞ」

「この子、連れて帰ってもいいですか？」

「まあ、怪我してるのにほっぽっとくわけにもいかないしねえ。見たところ飛べないみたいだし、野の良ら竜狩がりに見つかったら大変だ」

「野良竜狩り、ですか」

　初めて聞いた言葉でありながら、意味はだいたいわかった。野生の竜を捕とらえて売うり払はらうなどして金銭を稼かせいでいる不届き者がいるのだろう。

　ヴァンレインの国教はレイブラと同じ天てん竜りゆう教会だが、信しん仰こう心はひとそれぞれだ。竜殺しと呼ばれるハーヴェイを忌いみ嫌きらう者もいれば、国を救った英えい雄ゆうとして讃たたえる者もいる。それと変わりはないだろう。

「狩られた竜はどうなってしまうんですか？」

「だいたいが密売組織か死の商人が仲ちゆう介かいして個人に買われていく。金持ちのペットになったり、犯罪に使われたり。最悪の場合はオルダートに密輸されて薬漬づけコースだ」

　リオノーラの脳のう裏りに、改造された鯨竜の影かげがよぎっていった。

　死してもなお苦しんでいたあの姿が、もう何度夢に出てきただろう。この幼い竜をあんなひどい目に遭あわせたくない。

「だからまあ、せめてちゃんと飛べるようになるまで保護するのは賛成だよ」

「ありがとうございます！」

「それにノーラが手て懐なずけて翼竜になってくれたら竜騎士を増やせるかもしれないし。よしんば違う竜になったとしても、うちとしては利点しかない」

　リオノーラははっとした。

　ヴァンレイン竜騎士団に所属する自分に育てられるということは、戦争の道具になるということだ。アクセルのように前契約騎士が戦死した後も自分の意思で竜騎士団に残った竜と違って、そうならざるをえないような環境で育てるというのは少々気が引ける。

「もし、この子が戦いを望まなかったら？」

「俺だって別に戦争が好きなわけじゃないよ。模も擬ぎ戦は好きだけどね」

「わたしだってそうは思ってません！　団長もカルロさんたちも、もちろんアクセルたちも、みんな本当は平和を愛しているってわかってますから！」

「まあ落ち着いて。俺もそんな誤解をされているとは思ってないからさ」

　きちんと伝わっていたとわかって、少しほっとする。

「契約竜になるのを嫌がったら自然に帰してやればいいんじゃない？　たらればの段階で迷ってどうすんの。そうなったらなったで、なったときに判断するだけだよ──何？」

　思わずまじまじとハーヴェイを見つめていたことに気づいた。

「い、いえ。なんでもないです……」

　リオノーラは首を横にぶんぶんと振って、さりげなく視線を逃にがすように幼竜へと目を落とした。

　そうだった。ハーヴェイはそういう男だった。

　なるようになるさ、と大おお雑ざつ把ぱなのか懐が異様に深いのかわからないことを言って、リオノーラとの二重契約を受け入れ、雑用係から見習いに引き上げてくれた人だ。行き当たりばったりと言えばそれまでだが、どんな状況にも臨機応変に対応できるからこそ、戦時中の混乱期に竜騎士団長を任され、そして全うできたのだろう。

「名前が必要ですね」

「拾った人が責任を持って名づけるように」

「えっ、そう言われると迷うんですけれど」

　リオノーラは腕の中の幼竜をまじまじと見つめた。そもそも性別すらわからない。ただなんとなく、雄のような気がした。

（この子はさっき空から降ってきたから……）

　空を見上げてみると、太陽の眩まぶしさに目をやられそうになった。この逆光の中、幼い竜は傷を負いながらもリオノーラの魔力を頼たよりにやってきて、そして降ってきたのだ。

「太陽のような輝きを取とり戻もどせるように……ソル、というのはどうでしょうか」

「なかなかいいんじゃないの？　ちょっとスケールが大きい気もするけど、それだけ期待してるってことで」

　ハーヴェイがにやりと笑って肯こう定ていする。アクセルの方をうかがうと、彼も悪くなさそうな顔をしているように見えた。

　ならば決まりだ。

「よろしくね、ソル」

　ソルと名づけられた幼竜は、きゅう、と了承したような声をあげた。
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「こ、これは……！」

　先輩竜騎士がシチューを掬すくったスプーンを口に入れた瞬しゆん間かん、かっと目を見開いた。

　夜の帳とばりが降りた山の中、無数のかがり火を掲かかげたテント群の脇わきに木材を組み合わせただけの大きなテーブルが設置されている。一日目の日程を終えた竜騎士たちはそこに集つどい、自分のぶんの夕食を抱かかえて顔をつき合わせている。

　登山訓練から離り脱だつしたリオノーラは竜騎士団に伝わる高山病の薬を飲み、テントで数時間眠った後、料理当番を買って出た。

　体調は完全に回復したわけではなく、ハーヴェイにも止められたが、何もしないでいては本当にただのお荷物になってしまう。それだけは嫌だった。リオノーラの熱意に圧おされて、ハーヴェイも自分が手伝うことを条件に許可してくれた。

　メニューはただのシチューと丸パン、付け合わせの塩しお漬づけキャベツとデザートの桃ももというありふれた組み合わせだが、みな一様に驚きの表情を浮うかべている。味付けを間違えただろうか。リオノーラは心配になってきた。

「あの、お味はどうでしょうか……」

「うまい!!」

　一拍ぱく置いて歓かん声せいじみた声があちこちから湧わきあがる。

「なんだこれ、こんなうまいシチュー飲んだことねえよ！」

「うちの食堂の味じゃねえ。なんか味に深みがあるっていうか……」

「ノーラちゃん天才！　いますぐ見習いなんか辞やめて炊すい事じ係になってくれ！」

「それはお断りします」

　リオノーラは笑え顔がおで拒きよ否ひしつつも、褒ほめられるのはまんざらでもなかった。

（レイブラで雇やとわれ仕事をしていた頃の経験が意外と活いきているのかも）

　そう思えば、あの苦しかった日々も悪くなかったように思える。

「隠かくし味に何を使ってるのかわかんねえけど、めちゃくちゃうめえ」

「ノーラ、こんな味付けどこで覚えたんだよ？」

「昔、王都で一番の食堂で雇われ仕事をしていて、そこで覚えたんです」

　自分のぶんのシチューを木製の深皿におたまでよそいつつ答える。

「王都で一番っていうと『山やま猫ねこ亭てい』か？　あの店のシチューの味とは違うと思うが」

　ジェレミアの冷静な指し摘てきに、リオノーラは、あっ、と失言を悟さとった。

　王都といえばみなヴァンレインの王都ドラグリスだと思うに決まっている。しかしリオノーラが言ったのはレイブラの王都レイブラのことだ。ヴァンレイン人とレイブラ人両方の血が流れていることは特に秘密にはしていないが、レイブラに住んでいたという話はしていない。内心冷や汗が流れ落ちる。

「西方諸国を転々としていた頃に覚えたんじゃない？」

　助け船を出してくれたのはハーヴェイだった。シチューに沈しずむジャガイモをスプーンですくって口へ運びながら、目配せしてくる。

「そ、そうです！　えっと、どこの国だったかしら……」

「異国の味付けというわけか。どうりで香こう辛しん料りようが効いているわけだ」

　ジェレミアは納得したらしく、もぐもぐとシチューの咀そ嚼しやくに集中する。礼れい儀ぎ作法が行き届いており、他の竜騎士たちのように食べながら喋しやべることはないのでこの件は終わったと考えていいだろう。リオノーラは人知れずほっと胸を撫で下ろした。

「香辛料の違いしかわからないからあなたは味音おん痴ちと言われるんですよ、ジェレミア」

　容よう赦しやない声に振り向くと、銀髪に褐色の肌をした美青年がスープ皿を手に立ち上がったところだった。

　副団長のカルロだ。氷の美貌をそのままに、すっと空の皿を差し出してくる。

「おかわりをいただけますか？」

「あ、もちろんです！」

　自分の皿を調理台に置いてから受け取り、おたまでシチューを掬っていると、耳元でぼそりと声がした。

「ちなみにこの味付けは西方諸国のものとは違います。レイブラの味付けですね？」

「わ、わかってますのでどうか内密に……」

　心臓に悪い指摘にどぎまぎしながらシチューをよそって皿を手て渡わたすと、カルロは何事もなかったかのように「どうも」と言って引き返していった。

　彼を見た竜騎士たちがはっとして、手元のシチューを貪むさぼりはじめる。早く食べないとおかわりが終わると思ったのかもしれない。

「おかわり！」

「俺もおかわりだ！」

「……みなさん、よく嚙かんで食べてくださいね」

　次々と突つき出だされる皿におかわりをよそうのが忙いそがしくて、自分の食事もままならない。順番におたまでシチューを掬っていると、その手を横から摑まれた。

　先輩竜騎士の一人がなぜか熱を孕はらんだ眼まな差ざしを向けてくる。

「ノーラ、あんたを竜騎士にさせるのはもったいない。俺んところに嫁よめに来い」

「……は？」

「この味を毎日食えるんだったら、俺、がんばってハーヴェイのやつを団長の座から引きずり降ろすから。だから、ね？　結けつ婚こんしよ？」

「え、ええええ!?」

　その瞬間、鋭するどい警笛が鳴なり響ひびいた。

　耳みみ障ざわりな音に思わず首をすくめ、音がやんでから振り向くと、ハーヴェイが口に警笛をくわえていた。

「はい、そこ。俺の許可なしにノーラを口説くことは許さないからな」

　隣国の王女という立場を慮おもんぱかっての発言だということがリオノーラには伝わってきたが、他の竜騎士たちは違う。

　一瞬静まり返った後、ブーイングが湧きあがる。

「なんでだよ！　意味わかんねえ！」

「恋れん愛あいくらい好きにさせろ！」

「竜騎士同士の恋愛を禁じる隊規はなかったはずだよな、カルロ？」

「ないですね」

　カルロがシチュー皿の中身を減らしながら即そく答とうする。ハーヴェイの頰が引きつった。

「おまえはどっちの味方だ！」

「私は事実を述べただけです。おかわり」

　もう食べ終わったらしい。カルロは他の竜騎士たちと違ってシチューを褒めはしないが、珍しくおかわりを要求する行こう為いが実質絶賛しているも同義だった。もちろん悪い気はしないので、リオノーラは苦笑して空になった皿を受け取る。

「とにかく、だめと言ったらだめだ！　俺の許可を取るように」

「横暴だ！　職権乱用だ！」

「団長、『どこの馬の骨ともわからんやつに娘むすめをくれてやるわけにはいかん』っていう頑がん固こ親おや父じみたいっすね」

「なんだ、ノーラちゃんのパパ気取りかよ……」

「誰がパパだ!?　俺はまだ二十三だぞ！」

　ハーヴェイの全力の抗こう議ぎに、大だい爆ばく笑しようが沸わき起おこる。カルロまでもが、口元を押さえてぷくくとこらえきれずにいる。

　他国の事情はよく知らないが、竜騎士団長みずからがムードメーカーの役割を担になっている竜騎士団というのも珍しいのではないだろうか。

（だからあったかくて、居心地がいいのよね）

　リオノーラも口元が緩ゆるむのを抑おさえきれずにいると、とんっ、と肩に重量のあるものが落ちてきた。ソルだ。口にくわえた枝の先には真っ赤に熟したグミの実が三粒ほどぶら下がっている。

　料理の途と中ちゆうでいなくなったかと思えば木の実を食べに行っていたらしい。これはおすそわけだろう。

「くれるの？　ありがとう」

「きゅい！」

　眉み間けんを指先で撫でると、ソルはそこを押しつけるようにしながら元気よく鳴いた。

　カルロが顔を上げて驚いたような目を向けてきた。

「竜を拾った話は聞いていましたが、本当になつかれていますね」

　他の竜騎士たちも、興味津々といった様子で覗き込んでくる。やはり竜を見慣れた者から見ても、幼竜は珍しいのだろう。

　みなに囲まれたソルは人見知りをしているらしく、リオノーラの髪の中に顔を突つっ込こんでしまう。これで隠れているつもりなのがまた愛らしい。

　リオノーラはソルの背中を撫でながら苦笑してみせた。

「怪我をしているから、わたしにくっついていると痛みがやわらぐのかもしれません」

「なるほど、以前の団長と同じというわけですか」

　カルロもリオノーラと同じ感想を抱いたようだ。信しん頼らいする副団長にまで竜の子供と同列に扱われ、ふて腐くされたようにスプーンをくわえるハーヴェイが少し気の毒だった。







　夕食を終えると、リオノーラは竜騎士たちの使用した食器を籠かごに入れて抱え、近くの川へ向かった。

　食器のほとんどが木製とはいえ、第だい一いち竜りゆう騎き隊たい全員ぶんともなるとかなりの重量になる。幼竜らしく早めに寝ね入いってしまったソルを肩に乗せていなくとも、川までの山道を運んで歩けば自然と汗ばむ重さだ。

（普通の女の子じゃなくてよかったかも）

　いつもはあまり意識していないが、魔力を筋力に上乗せする特技がなければできないだろう。表向きは、この特技のおかげで竜騎士見習いに抜ばつ擢てきされたことになっている。レイブラの王宮で暮らしていた頃はたいした役には立たなかったが、いまではこの特技に感謝したい気持ちだ。

　などと考え事をしていたせいで、周囲への警けい戒かい心が緩んでいたのかもしれない。

　踏ふみ出だした足の先が何かに引っかかる。地面から露ろ出しゆつした木の根に足を引っかけたと気づいたときには、リオノーラはつんのめっていた。

　転ぶ。そう思った瞬間、腰と肩を強い力に押さえられたおかげでなんとか踏みとどまることができた。ほっと息をついたのとほぼ同時に、背後から自分よりも盛せい大だいなため息が聞こえてきた。

　肩越しに見れば、月明かりの下に、安あん堵どの表情を浮かべたハーヴェイの姿があった。

「あ、ありがとうございます……あの、どうしてここに？」

「それはこっちのセリフ。姿が見あたらないからどこかで口説かれ……もとい倒れてるんじゃないかと思って捜してたんだよ。皿洗いなんか食事当番にやらせればいいだろ」

「みなさん、昼間の訓練でお疲つかれのようでしたので」

　食べ終えた瞬間から、その場で倒れて寝てしまう者がいたくらいだ。カルロ主導の訓練はさぞ過か酷こくだったに違いなく、それ以前の段階で脱落してしまった身が情けない。

　ハーヴェイは再度ため息を漏らすと、リオノーラの肩と腰から手を離はなし、その代わりとばかりに大量の食器が入った籠を奪うばい取とった。そのまま早足で川の方へ向かっていく。

「団長!?」

「俺がやっておくから、病人はおとなしく寝ていなさい」

「そうはまいりません！　団長みずから皿洗いなんて……」

「書類整理よりは得意だよ？」

「それは知っています！」

　ハーヴェイは笑い声をあげながらも、長い足でさっさと行ってしまう。置いていくような速さだ。リオノーラは転ばないよう足元に気をつけながら、必死に追いかけた。

　ようやく川辺にたどり着くと、彼は籠を降ろして川岸に座すわり込こんだ。袖をまくって皿を一枚手に取り、川かわ面もの水をすくうようにして洗いはじめる。

　リオノーラは自分も洗おうと籠の中の皿に手を伸のばしたが、その手をハーヴェイに摑まれた。彼の大きな手は川の水で濡ぬれていても、リオノーラの手よりもあたたかい。

「こんなに冷えて……やっぱり料理当番なんてさせるんじゃなかったな。俺のミスだ」

「違います！　わたしがやりたいと言い出したことで」

「それを許可したのは俺だよ。見習いの体調管理は、師事する騎士に責任がある。とにかく、今夜はもう働くの禁止。団長命令だから、いいね？」

「……はい」

　彼に責任を感じさせたくなくて了承すると、濡れた手が離れていった。

　あたたかい手の感触に多少の名残なごり惜おしさを感じながら、無心で皿を洗う彼の手つきを目で追った。得意だと豪ごう語ごしただけあって、本当に手慣れている。下積み時代から身に染しみついているのだろう。

「……で、なんで残ってるの？」

「帰れとは言われていませんので！」

「まあ、いいけど。体を冷やさないように、俺にくっついているように」

　はい、と返事をして、リオノーラはハーヴェイの左ひだり隣どなりに移動した。

　彼の左腕に自分の右腕を寄せた。こちら側からならば作業の邪じや魔まにはならないだろう。隊服の生き地じ越しにじわりとあたたかさが伝わってきて、思いのほか体が冷えていたことに気がついた。もともと山中は平野部に比べて気温が少し低めだが、夜になってさらに涼しくなってきている。

　ハーヴェイは一瞬ぴたりと動きを止めたものの、何かを諦あきらめたようにまた皿洗いに集中した。

　しばらくの間、水音と、洗い終えた皿を積み重ねる物音だけが静かに響いていた。

　やがて最後の一枚を手に取ると、ハーヴェイはそれを水面につけながらおもむろに口を開いた。

「家族と会えなくて、寂さびしくない？」

「えっ？」

　急な質問に面食らいつつも、ハーヴェイがことさらに神しん妙みような顔をしていることに気づいて息を吞のむ。これはきっと、回答に失敗したら大変なことになると察する。

　大好きな母に会えなくて、寂しくないと言えば噓うそになる。しかし、寂しいと答えれば、また祖国に帰れと言われるかもしれない。

「会いたい気持ちがないわけではないですけど、平気です」

「そうやって、すぐ無理をする」

　リオノーラはぐっと喉のどを詰つまらせた。いくら虚きよ勢せいを張ってみせたところで、彼にはお見通しに決まっている。

「……どうして、そんなことを聞くのですか？」

「ここにいるとあんたはすぐ無理をするだろう？　今回みたいに病気にさせちゃうくらいなら、王宮でエリオット王子に見つかった方がよかったんじゃないかと思ってね」

「そんなことありません！」

　思わず大きな声をあげてしまってから、慌てて周囲を見回す。暗くてよく見えないが、人ひと影かげらしきものはなさそうなのでひとまずほっとしつつ、声をひそめて続ける。

「山岳訓練を行わせていただいて、感謝しています。それに、わたしがレイブラに帰されることになったら、アクセルとの契約が……」

「アクセルだって、あんたがレイブラに連れ戻されたら諦めて契約を結び直してくれるんじゃないかな？　つれないふりをして、情に厚い竜だからね」

　確かにそうだ。

　アクセルがリオノーラとハーヴェイに二重契約を持ちかけたのは、ハーヴェイを空の呪のろいから解放するためだ。もう一人の契約者にリオノーラを選んだ理由はよくわからないところがあるが、なんとなくアクセルに気に入られていることだけはわかっている。

「質問を変えようか」

　ハーヴェイは洗い終えた皿を振って水気を切り、空の籠に戻すと、あらためてこちらに向き直った。

　ずっとくっつけていた腕が離れたせいでもあるかもしれないが、真しん剣けんな彼の表情から急に周りの温度が下がったかのような錯さつ覚かくを覚える。

「ただのノーラ。あんたは、なぜこの国で竜騎士になりたいんだ？」

　いつにない厳しい口調に心臓が跳はねた。

「それは、以前にも答えましたが……」

「あの頃とは状況が違う。妹君は婚礼を終えて、日々王太子妃ひとしての自覚も強くなってきていると聞いている。もう妹離ばなれをしてもいい時期だろう」

「シャーリーのことはもうそこまで心配はしていません。あの子はわたしと違ってしっかりしていますし……」

「だったら、なぜこの国で竜騎士を目指すんだ？　あんたが俺とアクセルが契約できなくなるのを避けるために契約してくれたのは知ってる。そのことは感謝しているよ。おかげで俺は竜騎士に戻れた。だが、続ける理由は？　竜騎士じゃなくても騎士になるということは、この国のために戦い、この国に命を捧ささげるということだ。もしもまた戦争になったときに、あんたは戦えるのか？　敵の命を奪うばえるのか？」

「………！」

　他人の命を奪う。

　それは、どうしても守りたい者がいなければできない行為であり、やってはいけない行為だろう。

「妹を守るため、っていうのはナシだよ。こう言っちゃあなんだが、レイブラと戦争になる可能性はゼロじゃない。レイブラ王宮に攻せめ入いり、第二王妃に危害を加えろと命じられたら、あんたはそれを実行できるのか？」

「……それは」

　まったく想定していなかった。

　シャーロットがライオネルのもとに嫁とついだのは、両国の関係をよりよくするためだ。戦争など絶対に起こらないと思おもい込こんでいた。だが可能性はゼロではないのだ。

（お母様やお父様のいる国と、わたしは戦えるの？）

　両親に剣けんを向ける自分の姿を想像しようとしたが、まったくかたちを結ばなかった。

「アクセルがいまだに契約を解除しないのはなぜなのかわからないが、呪いが解けたいま二重契約を続ける理由はない。あいつは気難しい竜だが、契約を解除した方があんたのためだと思えば、応じてくれるだろう……だから、考えておいてくれ」

　優やさしく、教え諭さとすような口ぶりだが、同時に突つき放はなすような厳しさが伝わってくる。

「とりあえず期限は一カ月としておこう。それまでに、この国で竜騎士になる理由を答えてくれ。それができなければ、アクセルとの契約がどうなろうと構わずにクビにして、レイブラに送り返す」

「……承知、しました」

　そう答えるしかなかった。

　すべては自分の覚かく悟ごのなさが原因だ。きちんと考えて、答えを出さなければならない。

「よろしい。正直ね、俺も複雑なんだよ。ノーラちゃんのことは好きだけど、それだけの理由で異国の王女様を近くにはおいておけないんだ。わかってくれるといいんだけど」

「わかっています。生半可な気持ちで竜騎士になんてなってしまったら、他の竜騎士や騎士、いいえヴァンレイン国民全員に対して失礼ですから」

「異国の民たみにまで敬意を払はらってくれて嬉うれしいよ。そういうところは結構、王女様だよね」

「……やめてください」

　竜騎士の覚悟を問われたそばから王女としての素質を褒められても嬉しくはない。ハーヴェイも両手を軽く挙げて、「これは失礼」と非を認め、皿を籠に戻す作業を再開した。

　真面目な話をするときにかぎっておどけた態度を取ることの多い人だが、彼が真剣に考えて言ってくれていることはわかっている。

　彼は愛国心の強い人だ。生半可な気持ちの人間を竜騎士にさせるわけにはいかないと考えるのは当然だ。そのうえ、いつか敵対するかもしれない異国の王女のことも本気で心配してくれている。これだけでも破格の待たい遇ぐうといえるだろう。

（団長のようになりたいっていう憧あこがれだけじゃ、だめなのよ）

　レイブラのことは好きだ。母はもちろん、王宮で暮らし、働く人々には恩義と、敬意を感じている。国のために役に立ちたいという気持ちはいまでも忘れていない。

　だが、帰りたくないのだ。

　いまはまだうまく言葉にできないが、ここに残りたくてたまらない。帰れと言われると心が張はり裂さけそうな思いに駆かられるのだ。

（きちんと、自分の気持ちに向き合わないと）

　それができないくらいならば、レイブラに帰るべきだろう。

　リオノーラは両手で頰を打って、気を引ひき締しめた。
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　いつもより大きな鳥のさえずりに目を覚ますと、天幕の裏側が見えた。

　なかなか広々としたテントだ。竜騎士団の宿舎にある自分の部屋より広いかもしれない。この大きさの天幕は四、五人用らしいのだが、竜騎士団に女子は自分しかいないため、贅ぜい沢たくにも一人で使わせてもらっている。

　リオノーラは敷しき布ふの上で上半身を起こすと、うんと大きく伸びをした。王族とはいえ幼い頃から特とく殊しゆな境遇で育ったから硬い床ゆかで寝るのも慣れっこだったが、ひさしぶりなので少し体が痛い。しかしそれ以上に楽しくてわくわくする。みんなで野宿なんて初めての経験なのだからしかたがない。

　はしゃぎそうな気分になりかけたところで、昨夜ハーヴェイに言われたことを思い出してはっとする。

（遊びじゃないのよ。訓練に集中しなきゃ）

　エリオットの訪問中に王宮から遠ざかることが目的とはいえ、竜騎士としての正式な訓練であることに変わりはない。今日こそは最後までみんなについていくのだ。それに昨夜の答えも、鍛たん錬れんをこなしていく中で見つかるかもしれない。

　両手で握にぎり拳こぶしを作って、よし、と気合いを入れると、それから腹の上に目を落とす。

　幼い竜が猫ねこのように丸くなって眠っている。リオノーラから漏れる魔力が傷に効くらしく、この竜は肩の上やら腹の上やら、何かと体に乗ってくる。とても軽いので負担ではないが、気をつけないと落としてしまうので気をつけなければならない。

　今度は振り落とされずにすんだソルがふと首をもたげ、起きるの？　と言いたげに顔を見上げてきた。

「おはよう、ソル。傷の状態を診みましょうね」

　笑顔で声をかけて、少し包帯をほどいて確かく認にんする。生々しかった傷がだいぶ塞がってきていた。はがれた鱗も再生がはじまっている。竜の生命力には目をみはるものがある。

「だいぶよくなってきたわよ。これなら二、三日もすれば治りそう」

　すぐに薬箱をたぐり寄せて薬を塗ぬり直し、新しくて清潔な包帯を巻いていく。

　その間、ソルはおとなしくしていたが、最後に包帯の端はしをきゅっと結ぶと、きゅい、と元気よく鳴いた。ありがとう、と言ったのかもしれない。

「どういたしまして」

　リオノーラはくすりと笑うと、盥たらいに用意しておいた水で顔を洗った。それから赤い髪に櫛くしを通し、手早く編あみ込こんだ。残った水で手て拭ぬぐいを濡らし、寝ている間に少し汗ばんだところを拭って新しいブラウスに袖を通し、騎士服に着き替かえる。

　ソルを肩に乗せ、天幕の垂れ布をめくってくぐると、少しひんやりとした風が髪を撫でていった。すがすがしい朝だ。新しん鮮せんな山の空気を大きく吸って吐はき出だせば、やる気もみなぎってきた。

　まずは薪たきぎを拾ってこようと足を左へ向けたところで、リオノーラの天幕に毛布の塊かたまりが寄せたように置かれていることに気がついた。

　いや、毛布の塊ではない。その証しよう拠こに布地の隙間から鞘さやに納められた剣と、黒くろ髪かみの頭が伸びている。

　ハーヴェイだった。彼はなぜか毛布にくるまりながら、剣を抱えた格好でリオノーラの天幕の前に座り込んでいる。

「団長っ!?」

「ああ、おはようノーラ。いい朝だねえ……っくし！」

　一つくしゃみをすると、毛布をかき寄せながら身み震ぶるいする。

　昨夜あんな話をされたばかりだったのもあって、リオノーラは少し気き後おくれしてしまった。

「お、おはようございます。あの、こんなところで何をしてらっしゃるんですか？」

「見張りだよ。やっぱりね、男だらけの竜騎士団に女の子が一人っていうのはいろいろ心配だからねえ」

「もしかして、一晩中見張っていたのですか!?」

「いや、だってさ？　俺たちが気づいていないだけで、あんたの正体が既すでにばれていたらどうなる？　政治の道具にしようとする者に連れ去られたり、危害を加えられたりするかもしれないだろ？」

「考えすぎではないですか？　ばれるようなことをしたつもりはありませんし」

　いや、ばれていないと言い切れるだろうか。

　ヴァンレインでリオノーラの正体を知っているのはハーヴェイとカルロにシャーロット、そしてリオノーラを引き取ったことになっている先々代竜騎士団長のブライアンの四人だ。そして、王女リオノーラを知っているのはシャーロットと王太子のライオネル、ジェレミアの三人で、後の二人はリオノーラの幼い頃の顔しか覚えていないと思われている。

（もし、ライオネル殿でん下かがわたしのことを思い出していたら……）

「ノーラ？」

　はっと我に返ると、思っていたよりも近くにハーヴェイの顔があった。

　リオノーラが考え込んでいる間に立ち上がって、こちらに近づいてきていたらしい。まったく気配を感じなかった。思わず息を吞む。

「ほら、アクセルだって心配して見に来てるじゃないか。やっぱり危機感が足りないのはあんただけみたいだぞ」

「えっ」

　ハーヴェイの視線を追って顔を向けると、強こわ面もての竜がテント群の間を狭せまそうに歩いてくるのが見えた。アクセルが視線に気づいて歩みを止める。金色の大きな双そう眸ぼうでじっとこちらを見つめてきたので、リオノーラはにこりと笑いかけた。

「おはよう、アクセル。あなたも心配してくれてたのね。ありがとう、でも大丈夫よ」

　しかし強面の竜は微び動どうだにしない。迫はく力りよくのある顔でこちらをじっと見下ろしている。

「どうしたの？」

「……ははーん、そういうことか」

　ハーヴェイがアクセルとリオノーラの肩を交こう互ごに見やってにやにやしながら、顎あごに手を当てる。何か気づいたらしい。

「どういうことなんです？」

「アクセルは妬やいているんだよ。自分という契約竜がありながら、あんたがソルに浮うわ気きするから」

「う、浮気!?」

　リオノーラはぎょっとした。怪我をして落ちてきたから保護して手当てをしただけで、ソルと契約しようとしているわけでは断じてない。

「そんなことしていません！」

「でもさ、アクセルからしたらあんたとソルが一緒に寝てたのだって、共夜の儀ぎをやったように見えるんじゃない？」

「なっ……！」

　共夜の儀とは、竜騎士契約を結んだ騎士と竜がはじめの三日間、ともに夜を過ごすことで互たがいの感覚をなじませる行為を指す。リオノーラはアクセルと契約を結んだとき、ハーヴェイも交えた三者で共夜の儀を行っている。

「違います！　違うのよアクセル！　儀ぎ式しきなんてしてないし、そもそもわたしとソルは契約だってしていないんだから！　わたしの契約竜は……っとと！」

　契約竜はあなた、と言いかけて、近くのテントで竜騎士たちがまだ眠っていることを思い出して口をつぐむ。秘密の契約内容を聞かれるわけにはいかない。

　だがそれをどう思ったのか、アクセルはぷいと顔を背そむけ、早々に大きな翼を広げて空に飛び立っていってしまった。

「待って、誤解なの……！」

　ハーヴェイが声をあげて笑い出した。生憎とリオノーラは彼のように笑えなかった。

　アクセルを傷つけたかもしれない。

　そうとなれば、放っておくわけにはいかなかった。リオノーラは肩に乗っていたソルを両手でそっと引きはがすと、彼をハーヴェイの胸元に押しつけた。

「この子をお願いします！」

　それだけで意味が通じたらしく、彼はソルを受け取ってにやりと笑った。

「頑がん張ばって」

　気安い応おう援えんを背に受けて、リオノーラはアクセルの飛んでいった方角へと駆かけ出だした。

　あまり高く飛んでいないから、遠くへは行こうとしないはずだ。空を舞まう竜を、山道の足元に気をつけながら追いかけることしばし、アクセルが高度を下げはじめた。どこかへ降りるようだ。

　ほどなくして契約竜の姿が見えなくなり、翼をはばたかせる音が近づいた。この先だ。リオノーラはさらに足を速める。

　はたして、アクセルの姿は木々の密集地帯を抜けた先にあった。なだらかな丘きゆう陵りように黄色いノゲシの花が群生しており、さながら黄色の絨じゆう毯たんのような美しい場所だった。そこでアクセルはふて腐れたように寝そべって前まえ肢あしの上に顎を載のせている。

「アクセル！」

　リオノーラは息を切らせながら近づいていった。

　アクセルは目元をぴくりと反応させたものの、まだ目は開かない。

「話を聞いて。わたし、ソルとは共夜の儀はしていないから。契約のお誘さそいだって受けていないし、本当よ？　怪我をしていて可哀想だったから手当てをして保護しただけなの。わたしの契約竜は、あなただけだから。でも……」

　その先は言うべきだろうか。

　一瞬迷ったものの、リオノーラはぐっと拳こぶしを握にぎりしめて覚悟を決めると、再度口を開く。

「でも、もしあなたがわたしを信じられなくなったなら、そのときは契約を……解除、してもいいから」

　アクセルがぱちりと目を開けた。首をもたげ、驚いたように振り向いた。

　大きな金色の双眸を、リオノーラはまっすぐに見つめ返す。

「あなたがわたしと契約したのは団長のためなんだもの。わたしの魔力が普通の人より多くて、それと団長とちょっとだけ仲がよかったから、巻まき込こんだだけなのよね。だから本当はもうわたしは役目を終えている……それでも契約を解除しないでくれたのは、わたしがここに残りたがっていることを知っているから。優しいわよね、アクセルは」

　だが、その優しさにいつまでも甘えていいのだろうか。

　リオノーラがいつまでも二重契約を結んでいては、アクセルもハーヴェイも行動に制限がかかり、実力がじゅうぶんに発揮できない。

　ハーヴェイからは、この国で竜騎士になる理由を答えるように言われていた。

　それも、必要なくなるかもしれない。

　答えを見つけるまでもなく、アクセルから契約を打ち切られて、レイブラに強制送そう還かんされてもおかしくない状況だ。

「なのに、わたしはあなたの優しさに甘えさせてもらっているだけだっていうことを、忘れそうになっていたの……ひどい契約者よね。愛あい想そを尽つかされてもしかたがないと思うわ。だから……」

　そこまで言いかけたとき、アクセルが起き上がった。くるりと振り返り、ゆっくりと近づいてくる。

　竜の一歩は大きい。あっという間に目の前までやってきて、鼻先を伸ばしてくる。ぶつかりそうなほどの距きよ離りに戸と惑まどっていると、こつん、と鼻先で額をつついてきた。

「アクセル？」

　意味がわからず、リオノーラは竜の名を呼んだ。

　アクセルが鼻から、ふーっ、と長く息を吐はいた。言葉がなくともわかる。これはたぶん、相当にあきれられている。

「……契約、解除しないの？」

　もう一度、確認するように聞き返すと、アクセルはぷいと背を向けてしまった。いや、姿勢を低くしているということは、乗れという意味だろうか。

「でも団長がいないわ。騎き乗じようする権利があるのは団長の方だし」

　びたんっ、と長い尾が急せかすように地面を打った。

「乗るっ、乗るから！」

　リオノーラは慌てて竜の背によじ登った。どこに摑まればいいのかわからないでいるうちに、アクセルはさっさと翼を広げ、地面を蹴って空高く飛び立った。

　もう一人の契約者であるハーヴェイがいないせいか、感覚の共有は起こらない。向かい風に容赦なく煽あおられ、吹ふき飛とばされてしまいそうだ。

「待って、アクセル！　もっとゆっくり飛んで！　手綱も鞍くらもないんだから……！」

　ハーヴェイは手綱や鞍がなくても、たとえ逆さまになろうとも落ちないように魔力を足元に集中させる騎乗法を身につけていたが、リオノーラにそんな技術はないのだ。必死にアクセルの角を摑むものの、かえって腰が浮いてしまい体が支えきれない。

「落ちる！　落ち……る……？」

　リオノーラははたと気がついた。

　確かに風は強い。摑まるところはなく、体勢は常に不安定だ。

　視界は高く、足のずっと下に山の木々が連なっている光景は、寒気を覚えるほどだ。

　しかし、なんて安心感のある背中なのだろう。

　そう気づいたとたんに、強い風も、不安定な体勢も、高さも怖こわくなくなっていた。

　リオノーラはおそるおそる角から手を離すと、アクセルのうなじのあたりに両手を置いてみた。それからすとんと腰を落として、両の太ふと股ももでしっかりと竜の体を挟はさむように跨り、肩の力を抜いた。

「……落ちる、わけないわよね」

　声に出してつぶやくと、自然と口元が緩んできた。

「前言撤てつ回かいするわ。あなたが、契約者を落とすわけがないもの」

　自分の竜騎士としての技術や才能、心構えは不確かであっても、アクセルの能力は疑う余地もない。ここは安全だと自信を持って言える。

　落ちるなんて言ったら、彼に失礼だ。

「ねえ、アクセル。わたし、必ず団長を納得させてみせるわ。あと、あなたにこれ以上あきれられないように頑張る。だから、見ていてね。立派な竜騎士になってみせるから。あなたが契約したことを誇ほこれるような」

　返事はない。代わりに、アクセルは大きく翼をはばたかせ、さらに高く舞まい上あがる。

　あまりの爽そう快かい感に、リオノーラはそっと目を閉じて竜の気まぐれに身を任せた。
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　それからしばらくの間、リオノーラたちは空中散歩を楽しんだ。

　その後、アクセルはリオノーラを地面に降ろすと、また空へと飛び立っていった。自由な竜だ。他の契約竜たちは野営地の一所に集まっておとなしくしているというのに、まったく気にしていない。もっとも、彼らがそうしているのはいつでも水を自由に飲める場所がそこしかないからなのかもしれない。

　リオノーラは野営地へ戻ると、すぐに竜たちのいる場所へ向かった。竜たちに異状がないかを確認するのが見習いの仕事ではあるが、それ以上にもっと竜と、アクセルだけではなくたくさんの竜と触ふれ合っていたい気分だった。

（わたしにはまだ、竜について知らないことがたくさんある）

　もっと知りたいと思った。知ればきっと、もっと好きになる。

　ずんぐりとした体軀の集団がいる方へ近づいていくと、向かいから彼らを手乗りサイズにまで小さくしたものが飛んできた。

　ソルだ。契約竜たちに遊んでもらっていたのかもしれない。

「きゅー！」

「ただいま、ソル。いい子にしてた？」

　幼竜はきゅうきゅうと嬉しそうに鳴いて、リオノーラの肩に乗ってきた。もうすっかりソルの定位置だ。昨日拾ったばかりだとは思えないほど慣れてしまっている。

　リオノーラはソルの頭をぽんぽんと撫でると、竜の様子を一頭一頭確認していった。

　竜たちは大きな桶おけに注がれた水を飲んだり、寝そべったり、鉤かぎ爪づめを繕つくろったりと、思い思いに過ごしている。ヴァンレイン竜騎士団の竜は比ひ較かく的てき温おん厚こうな竜が多い。気難しい性格をしているのはアクセルくらいだ。

　見たところ、空になっている水桶がいくつかあった。竜は契約者の魔力を摂せつ取しゆしているため食事がいらないとはいえ、水は別問題だ。

　水を汲くみに行こうとリオノーラが踵きびすを返かえしたそのとき、ふと見慣れない人影が一頭の竜の前でじっとしているのが目に入った。

　肩につかないくらいの癖くせの強い黒髪に、灰色の双眸をした長身の男だ。

　見たところ二十代後半くらいだろうか。彫ほりの深い顔立ちに鋭い眼差し、尖とがった顎が印象的だ。容よう貌ぼうは整っているものの、どこか近寄りがたさがある。黒っぽい上下に目立たない色の糸で刺し繡しゆうを施ほどこしている意い匠しようはレイブラの王おう侯こう貴族の間で流は行やっているものだが、なんとなく着慣れてはいないように思えた。

　間違いなく竜騎士団の一員ではない。部外者だ。道に迷って、ここにたどり着いた旅人だろうか。それにしては、旅装という感じでもない。

　視線に気づいたのか、男が振り向いた。興味深そうに目が見開かれる。

「おまえが噂の、竜騎士団の見習いか？」

「そうですけれど、あなたは……」

「髪が赤いな」

　質問に質問で返され、少しむっとする。いきなり不ぶ躾しつけではないだろうか。

「赤くてはいけませんか？」

「そういう意味ではない。だが、なるほど」

　男は含ふくみ笑わらいを浮かべた。睥へい睨げいするかのような眼差しが苦手だ。値ね踏ぶみされているみたいで、あまりいい気分ではない。

「名はなんという？」

「……ノーラですけど、そういうあなたは」

　問いかけている最中にもかかわらず、男が近づいてきた。リオノーラが反応するよりも早く手首を摑まれて引き寄せられ、髪を一房ふさ掬い取られる。

「何を……!?」

　強く締しめつけられるように握られた手首が痛い。骨がきしみそうだ。

　こちらの抗議を余所に、男は赤い髪束を凝ぎよう視ししている。親指と人差し指で髪を擦するようなしぐさをするものだから、その感触がわずかに伝わってきて少し肌が粟あわ立だった。

「やめ……」

「そこで何をしている！」

　鋭い叱しつ声せいに顔を向けると、ジェレミアが眉まゆをつり上げ、肩を怒らせて近づいてきていた。

「ジェレミア先輩！」

　リオノーラはほっと息を抜いた。今日ほどジェレミアが頼たのもしく思えたことはない。

「彼かの女じよから手を離せ！　女子の髪に勝手に触れるなど、不躾ではないか！」

「嫌だと明言されてはいないが」

「い、嫌ですよ！」

「盗ぬす人つと猛たけ々だけしいとはこのことだな。軽けい蔑べつに値あたいする。いますぐ手を離さなければ──」

　ジェレミアが唾だ棄きするように言って腰に帯びた剣の柄つかに手を伸ばすと、男はようやくリオノーラの手首と髪を解放した。その隙すきに慌ててジェレミアのもとまで駆かけ戻もどり、彼の背中に隠れたい気持ちを我が慢まんして横で身構える。

　だが、男の様子がおかしかった。懐から手帳らしきものと木炭を取り出して、さらさらと何かを書き留めはじめた。

「『盗人猛々しい』か。面おも白しろい言葉を聞いた」

「……面白いか……？」

「私の国にはない表現だ。実に興味深い」

　よくわからないが、ヴァンレイン式の言葉の言い回しがいたく気に入ったらしい。

　男は薄うす笑わらいを浮かべてメモを取っている。予想外の行動にジェレミアも引いたようで、げんなりした顔でそっと耳打ちしてくる。

「おい、誰なんだ、こいつは」

　リオノーラがわからないとばかりに首を横に振って見せると、ジェレミアは当人に聞くことにしたらしく「おい！」と男に声をかけた。

「僕はジェレミア・エイク・ヴァンレイン。第一竜騎隊所属の竜騎士だ。貴様は何者だ。ここへ何をしにきた？　名を名乗れ！」

　男は顔を上げると、興味深そうに目を細めた。

「第二王子殿下でいらっしゃったか。これはご無礼を。私は──」

　そう名乗りかけたそのときだった。

「ルカ！　どこにいるんだ、ルカ！」

　聞き覚えのある声に、リオノーラの心臓が飛とび跳はねた。

　こちらに近づいてくる、靴くつ底ぞこが地面を擦る音にすら聞き覚えがある気がしていてもたってもいられなくなり、リオノーラは慌てて身を翻ひるがえした。

「あの、わたしは仕事がありますので、これで！」

　早口でそう告げて、ジェレミアには悪いと思いつつ大急ぎでその場を後にする。いや、そんな悠ゆう長ちようはものではない。全力で逃げ出した。

（どうしてここにいるの！）

　いまの声は、間違いなく兄エリオットのものだった。
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「やあ。来ちゃった」

　敬愛する王太子の悪びれない言葉に、ハーヴェイは頭を抱かかえたくなった。腹の肉をつねってやりたいと不敬な思いを抱いだいたのは生まれて初めてだ。

「竜りゆう騎き士し団の訓練内容を異国の方にお見せするのは、いかがなものかと思いますが」

　カルロがわずかに顔を引きつらせて苦言を呈ていするが、ライオネルは笑え顔がおをぴくりとも動かさずに肩かたをすくめてみせた。

「うちに見られて困るようなものはないだろう？　それに、自じ慢まんの竜騎士団を見せつけて国防力を示すのもいいと思わない？」

「ご本人の目の前でおっしゃることではないかと思います」

　現在、ハーヴェイの天幕の中にそうそうたる人物が集まっていた。書類決裁用の小さな簡易文机ふづくえしか持もち込こんでいないため、全員が立って顔を合わせている。

　見知った二人はライオネルとその護衛騎士だ。この王太子は自身の結けつ婚こんを祝いにやってきた異国の王太子とその従者を散歩に行くような気安さで遠乗りに誘さそい、こんなところまで連れてきたのだ。もちろん迷めい惑わくでしかない。これではなんのために山さん岳がく訓練を実じつ施ししたのかわからない。

（ノーラをこいつに会わせないためだったってのに、めちゃくちゃだよ）

　ちらりと三人目の人物、エリオットに目を向ける。

　こちらは初対面ではないが、あらためて見れば瞳ひとみの色がリオノーラと同じ菫すみれ色いろだ。ただ少し神経質そうな目つきをしており、あまり彼かの女じよとは似ていない。

　癖くせのない金きん髪ぱつを耳のあたりで切りそろえ、鋭えい角かく的なシルエットを作っているのは前回会ったときのままだ。レイブラ風の、控ひかえめな刺し繡しゆうに反して華か美びな意い匠しようの上下を着こなしている。なんとなくだが、ライオネルやジェレミアでは似合わないだろうなと思った。

「急に押おしかけてしまって申し訳ない。訓練の邪じや魔まをするつもりはないから、予定どおりに進めてほしい」

「そうは言われましてもね……」

　ハーヴェイは苦く笑しようして頰ほおを搔かきながら、さきほどから強い視線を向けてくる四人目の男を横目に見た。

　ルカと紹しよう介かいされたこの男は、エリオットの新しい従者らしい。

　近寄りがたさと同時にどこか気品を感じるから、貴族以上の出身であることは確かだろう。ただそのわりには礼れい儀ぎがなっていない。唇くちびるにうっすらと笑えみを浮うかべ、獲え物ものでも見つけたかのような眼まな差ざしを向けてくる。従者の態度ではない。そして、二年前にエリオットと会ったときに彼かれが連れていた従者とは別人だった。

　前従者は強い忠誠心の持ち主だったはずだが、解任されたのだろうか。

「以前連れていた従者の方はどうされたんです？」

「落馬して足を折ったのでおいてきた」

「へえ。それはお気の毒に」

「気き遣づかいは結構。日ひ頃ごろの鍛たん錬れんが足りぬのだ。頭を冷やすにはちょうどいい。それとこのルカは最近雇やとったばかりだが頭が切れるし腕うでも立つので、不便はない」

　堂々とした物言いからは、噓うそか本当かはわからない。相手は一国の王太子だ。ライオネルほどではないかもしれないが、腹芸は心得ているはずだ。

（それはいいけど、妙みように敵意を感じるのは気のせいかね）

　怪あやしまれていることを察してか、ルカが突とつ然ぜん気さくそうに手を差し出してきた。

「ルカだ。お見知りおきを」

「ハーヴェイだ。知っていると思うけど」

　いちおう友好的なふりをして手を握にぎり返す。手て袋ぶくろの薄うすい生き地じ越ごしに剣けんだこの感かん触しよくがあった。従者といっても護衛騎士を兼かねていそうだ。

「どうかしたか？」

「いや、なんでもない。よろしく」

　違い和わ感かんを覚えながらもその正体がわからず、ハーヴェイはすぐに手を離はなした。

「というわけで、見学させてもらうよ？」

　ライオネルが穏おだやかな笑顔で告げてくる。柔にゆう和わで優やさしそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしながら、一度決めたことは絶対にやり通す頑がん固こ者であることはよく知っている。彼の中で決定事じ項こうとなっているのなら、抵てい抗こうするだけ無む駄だだった。

「……いいですけどね。今回は俺おれのリハビリを兼ねた新入りのための訓練なので、見学して面おも白しろいものでもないと思いますよ」

「その新入りが見たいんだって」

　なんともなさそうに、とんでもないことを言ってきた。

「シャーリーに女の子の竜騎士見習いの友だちができたって聞いたら、俄が然ぜん興味を持っちゃったらしくて。レイブラでは女性は騎士になれないそうだから」

　噓くさ、と胸中で突つっ込こむ。

　リオノーラが行ゆく方え不明になっていることは、兄であるエリオットも既すでに把は握あくしているはずだ。妹至上主義者である彼女の行く先といえば、妹のいるヴァンレイン、しかも王宮の近くと考えるのが自然な流れだろう。

　ライオネルやシャーロットからどこまで聞いているのかはわからないが、この様子ではある程度の外見的特とく徴ちようは伝わっているのかもしれない。

　おそらく〝ノーラ〟は疑われている。家出中のリオノーラ王女ではないか、と。

　ちらりとカルロの方を見ると、彼は上着の内ポケットのあたりに手を当てていた。そこにいつもの退職願が納まっているのだろう。いざとなったら退職するつもりなのかもしれないが、自分だけ逃げるのは許さない。

「そうですか。しかし、彼女はいま体調を崩くずしていまして」

「さっきは元気そうだったが」

　すかさず切り込んできたのはルカだ。

　彼がリオノーラと接せつ触しよくずみだということは把握している。ジェレミアがぷりぷりと怒いかりながら詳しよう細さいを報告してきた。その場にいたら一発くらい殴なぐっていたかもしれない。

「あんたにちょっかいかけられたせいで具合の悪さが戻もどっちゃったんだろ」

　ちらりと視線を送ってみたが、ルカは平然としたものだった。

「あの程度のことでちょっかいなどと……竜騎士団長殿どのはうぶでいらっしゃるのか？」

「この国では女性の立場がレイブラほど悪くないということだよ。女性でも騎士になれるくらいにはね。あと、具合が悪いときは面会を拒きよ否ひする権利もある。な？」

　カルロは一いつ瞬しゆん、あなたはしょっちゅうノーラにべたべたしているくせに、とでも言いたげな視線を送ってきたが、すかさず鉄てつ壁ぺきの表情でうなずいた。

「彼女は昨日、高山病で倒たおれたばかりです。その後、回復して料理当番などをこなしてはいましたが、やはり無理がたたったのでしょう。申し訳ありませんが、面会はご遠えん慮りよください」

　エリオットは一瞬ルカと視線を交かわしてから、神しん妙みように頷うなずいた。

「そうか。ならば今日は少しだけ見学して、明日また出直そう」

　どうあってもリオノーラに会いたいらしい。

（薄うす々うすばれているんじゃないか、これ）

　ろくでもない訓練になりそうな気がした。
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　一方、リオノーラは自分の天幕で毛布をかぶって横になっていた。

「ノーラちゃん、悪かった！」

「病やみ上あがりだったのに夕飯作らせちまうなんて……」

「あんなに大量に、大変だったよな」

「本当は俺が当番だったのに、ノーラちゃん上う手まいからつい……本当にすまなかった！」

　見み舞まいに訪おとずれた竜騎士たちが、そろって頭を下げてくる。中には目元をたくましい腕で拭ぬぐう者までいた。

　ちなみにリオノーラの枕まくら元もとでは野花が木製のコップに活いけてあり、昨夜の夕食のときにキープしていたらしき桃ももがお見舞い品として置かれている。

　そこまでしてくれなくていいのに、とは思うのだが、彼らは昨日訓練中に倒れたリオノーラに夕飯の準備をすべて任せてしまったがために、病状を悪化させたと本気で思い込んでいるらしい。

（実際は違ちがうのだけど……心苦しいなあ）

　ハーヴェイとカルロから、体調が優すぐれなくて異国の重要人物からの訪問を受けられる状態ではないことにしろ、と厳命されているのだ。つまり仮け病びようである。

「あの、わたしなら大だい丈じよう夫ぶですから」

「そんなわけあるか！」

「大丈夫じゃないから寝ね込こんでるんだろ。無理するなよ」

「ううう……」

　いまはすこぶる元気なので、心配されればされるほど気まずくてたまらない。

「おまけに、レイブラの王太子の従者にセクハラされたんだって？」

「えっ、その話をどこで？」

「ジェレミアから聞いた。やっぱり本当だったんだな……許せねえ」

「ノーラが悪化したのはそいつのせいなんじゃないか。ぶん殴なぐってやりてえな」

　竜騎士たちの瞳に炎ほのおが宿るのが見えてぎょっとする。

（とばっちりでごめんなさい）

　心の中で例の従者に謝罪する。

　不快に感じたのは確かだが、髪かみを触さわられただけだ。あのくらい、普ふ段だんハーヴェイにべたべたされていることに比べればたいしたことではない。

（でも、団長に触ふれられるのは特に嫌いやではないのよね……ちょっと困るけれど）

　ハーヴェイならばよくて、ルカという名らしい従者ではだめなのはなぜだろう。

　首をひねっていると、垂れ幕が上がってジェレミアが顔を出した。

「失礼する！」

　両手にミトンをはめ、小さめの鍋なべを抱えている。湯気とともに漂ただよってくる奇き妙みような匂においに気づき、竜騎士たちが血相を変えて振ふり返かえった。

「そ、それはまさか……『ジェレミア・スペシャル』！」

「しかもなんだこの匂い！　うげっ、パワーアップしてるぞ！」

　竜騎士たちの表情があからさまに青ざめる中、ジェレミアはふん、とあきれきった様子で鼻を鳴らした。

「誰だれも朝食を作る気がないようだったのでな。しかたなく僕ぼくが作っておいた。これはノーラのぶんだからくれてやるわけにはいかないが、おまえたちのぶんは大鍋にたんまりと作ってあるから安心しろ」

「安心できるか！」

「食材を無駄にしやがって！　農村のみなさんに謝あやまれ！」

「なんだその言いぐさは。多少味が悪いからと言って食えないことはないだろう。それに、今回はノーラを見習って、香こう辛しん料りようを多めに使っておいた。きっと以前よりも美う味まくなっているはずだ」

　ざわ、と竜騎士たちの間に怯おびえのようなものが広がった。

「香辛料を、多めに……？」

「悪い予感しかしねえ」

「あ、あのぅ」

　先せん輩ぱい竜騎士たちの反応に気き後おくれしたものの、ジェレミアがリオノーラのために作ってくれたのは確かだ。評判がよくなさそうだからといって、邪じや険けんにはできない。

「ジェレミア先輩、ありがとうございます。これだけたくさんの人数ぶんを作るのは大変だったでしょう」

「病気のおまえができたのだ。僕にできないはずがないだろう」

「……わたしは団長に手伝ってもらったから、そんなに大変だったわけでは」

　言っている間に、ジェレミアはこちらに近づいてきて小こ振ぶりの鍋を置いた。

　異い臭しゆうがよりいっそう強くなる。ローレルにローズマリー、レモングラスに胡こ椒しようにナツメグにその他た諸もろ々もろ、ありったけの香辛料と香草を混ぜた謎なぞの匂いにくらくらしてくる。

（これは……食べて大丈夫なものなの？）

　とたんに不安がこみ上げてきて周囲の様子をうかがうと、竜騎士たちはみな思おもい詰つめた表情で視線を逸そらしていた。不安が確信に変わる。

　そうこうしている間に、ジェレミアは布にくるんで懐ふところに入れてきたスープ皿を取り出し、おたまで謎の煮に込こみをよそいはじめた。逃げられなくなってきた。

「体調が悪い中、あの薄うす気き味み悪わるいやつのせいで嫌な思いまでしてかなりまいっているだろう。しっかり食べて、早く元気になれ」

　薄気味悪いやつ、というのはルカのことだろう。

　熱いスープ皿を受け取ってしまえば、もう引き返せない。

　煮込みすぎて崩れた野菜と硬かたそうな鹿しか肉にくがどろどろのスープの中に沈しずんでいる。スープの色はなぜか黒ずんだ深緑色だった。ありったけの香草をぶち込んだからだろう。顔を近づけるまでもなく、鼻が曲がりそうな匂いがする。

　あまり食べたいとは思えない。だが、目をきらきらさせてリオノーラが食べるところを見届けようとする王子の厚こう意いを無む為いにはできない。

（ええい、ままよ！）

　スプーンを手に取り、気合いを入れてすくおうとした瞬しゆん間かん、横から伸のびてきた手にスープ皿を搔かっ攫さらわれた。

　あっ、と思ったときには遅おそく、竜騎士の一人が死にそうな顔をして煮込みをものすごい勢いで口に搔かき込こんでいた。

「おい、何をする！」

「こんなもんをノーラちゃんに食わせるわけにはいかねえだろうが！」

「さらに体調が悪化したらどうする！　命に関わるぞ！」

「そこまでひどいものを作った覚えはない！」

　ジェレミアが顔を真っ赤にして抗こう議ぎする中、『ジェレミア・スペシャル』を食べた竜騎士の動きが止まった。隣となりにいた別の竜騎士がくだんの竜騎士の顔の前に手を翳かざして上下に動かすが、目に反応がない。

「おい、大丈夫か？　無理だったら戻していいんだぞ？」

「オスカー、返事をしろ、オスカあああああ！」

「衛生兵！　衛生兵ーっ！　重傷者一名！　すぐに手当てを！」

　竜騎士の一人が救きゆう援えんを求めに天幕を飛び出していく。なんだか大変なことになってきた。

　ジェレミアがミトンを外しながらぴくぴくと頰を引きつらせた。

「おまえたち、やりすぎだ。僕をからかうにしても限度というものがある」

「からかってるんじゃねえよ！　本気でやばいから騒さわいでんの！」

「なんなら自分で食ってみろよ！」

「わかった」

　調理した本人は不ふ機き嫌げんそうにスプーンを手に取ると、鍋の中身を一口ぶん、ごろりとしたジャガイモと香草の切きれ端はしを一いつ緒しよにすくって口へ運んだ。

　もぐもぐと頰が規則正しく動き、ごくんと喉のどが上下する。

「うむ。別に悪くはないと思うが」

「どういう味覚をしてるんだよ!?」

「ライオネル殿でん下かは普ふ通つうなのに、なぜこいつだけおかしな舌で生まれちまったんだ……」

「──あなたたち、いつまで遊んでいるつもりですか！　さっさと朝食をすませて出発の準備をしなさい！」

　カルロが眉まゆをつり上げながら入ってきて、急せかすようにぱんぱんと手を叩たたいた。

　ライオネルたちの訪問があったため予定が遅おくれているが、そろそろ訓練を開始する時間らしい。

　今日も訓練に参加できないのは悔くやしいが、こればかりはどうしようもない。

（お兄様もこんなときに来なくたって……それとも『こんなとき』だから来たの？）

　ルカはリオノーラの赤い髪に妙な執しゆう着ちやくを見せていた。エリオットからリオノーラ王女の身体的特徴を聞かされている可能性はじゅうぶんにある。

（お母様がばらすとは思えないけど、国外へ出たところまでばれていれば、ヴァンレインに行ったとしか思わないわよね）

　シャーロットへの深い愛情を少々おおっぴらにしすぎたかもしれない。この件について初めて反省した。

　エリオットは昨日昼頃に王都入りを果たしているはずだから、既にシャーロットとの面会もすませていることだろう。晩ばん餐さん会の予定も聞いている。その席で、赤い髪をした女竜騎士見習いと友人だと伝わってしまったのかもしれない。

　考えれば考えるほど悪い想像が浮かんでくる。そして、もっと思考を深く巡めぐらせるには、天幕内は賑にぎやかすぎた。

「朝食っていったって、ジェレミアのやつが生ゴミにしちまったし……」

「失礼な！　生ゴミになどしていない！」

「世界でただ一人おまえにしか食えないものはゴミでいいだろ！」

　カルロがまた手を叩いて竜騎士たちを静かにさせる。

「パンとチーズと果物なら無事ですから、それを食べればいいでしょう。全員ぶんあるかどうかはわかりませんが」

　事実上の早い者勝ち宣言に竜騎士たちは色めき立った。

　空腹で訓練に臨んでなるものかと、我先にと天幕から飛び出していく。その場に残されたのはリオノーラとカルロ、そしてぽかんとした顔で鍋を抱えるジェレミアだけだ。

　いやもう一人というか一匹ぴきというか、ソルがジェレミアの鍋を興きよう味み津しん々しんの様子で覗のぞき込こんでいた。おっかなびっくりスープに口をつけて、弾はじかれたように仰のけ反ぞり、そのまま地面に落下した。

「ソル、大丈夫!?」

「きゅっ……」

　ソルは必死にぺっぺっとスープと唾だ液えきを吐はき出だしている。よほどの味らしい。

「竜にまで馬ば鹿かにされるいわれはない！」

「いわれはないかもしれませんが、食材を無駄にした罰ばつは受けていただきます」

　きらりと目を光らせるカルロに、ジェレミアは、うっ、とうろたえた。

「あなたには訓練開始までの間に、麓ふもとの村までだめにした食材と相当する量の買い出しにいってもらいます。よろしいですね？」

「いまからか!?　しかし時間が」

「よ、ろ、し、い、ですね？」

「う……了りよう解かいした」

　ジェレミアはまだ納なつ得とくのいかない様子で、鍋を大事そうに抱えて立ち上がった。カルロが垂れ布をめくり、そこをくぐろうとしたところで現れた人物とぶつかりそうになる。

　うおっ、と声をあげたハーヴェイは、鼻を守るように顔の下半分を手で覆おおった。

「すごい匂いだな。『ジェレミア・スペシャル』か？　前よりも殺傷力が増してない？」

「失礼するッ！」

　ジェレミアが肩を怒らせて天幕を出ていくのを苦笑で見送って、ハーヴェイが入いれ替かわりに入ってきた。リオノーラの前で膝ひざをつくと、懐に抱えてきた梨なし一個と布でくるんだ丸パンを差し出してくる。

「はいこれ、ノーラちゃんのぶん。調子はどう？」

「ありがとうございます。健康すぎて、申し訳ないくらいです」

「いいんだよ。元気がなければいざというときに動けないでしょ。だからちゃんと食べて力をつけておくようにね」

「はい」

「いざというとき、ということは、彼女を逃がす選せん択たく肢しも想そう定ていされているのですか？」

　副団長からの鋭するどい指し摘てきに、ハーヴェイは肩をすくめてみせる。

「状じよう況きようによっては、ね。なぜ訓練地にこの山を選んだと思う？　ここは俺の知る限り、人里に近いくせに山やま狩がりがもっとも難しい山なんだ。食料になる木の実も豊富で洞どう窟くつも多くてね、人に知られていない抜ぬけ道みちをいくつも知ってる」

「そうだったんですね」

「その抜け道をなぜ竜騎士団に報告していないのかが少々引っかかりますが、まあいいでしょう。ライオネル殿下ですが、エリオット王子やルカ殿とともにしばらく訓練を見学してから山を下りるそうです」

「竜騎士団に興味があるふりはしていくってことね」

　ハーヴェイたちも、エリオットたちがやってきた理由は竜騎士団の見学や偵てい察さつではないと考えているらしい。

「あの、やっぱりわたしを捜さがしに来たのでしょうか」

「その可能性は高いとは思うけど、なーんか引っかかるんだよなあ、あの従者」

「ルカさん、ですよね。あの人、少なくともわたしは王宮で見かけたことがありません。最近雇われた人なのかもしれませんが、お兄様の従者は他に何人もいらっしゃるのに新しい人を連れてくるというのも変です」

「ああいや、そういう意味じゃなく」

　リオノーラが目を丸くすると、ハーヴェイは困ったように自分の顎あごを撫なでた。

「王子の命令でノーラを捜しているのだとしたら、関係ないはずの俺への敵意が剝むき出だしすぎるんだよね。竜殺しだから嫌きらってるっていうのならわかるんだけど、国の代表として訪れた王子の従者ならそういうのって極力隠すもんだろ？　それに、どこかで会ったことがある気がするんだよな。ちょっと思い出せないけど」

　カルロがきらりと目を光らせた。

「女性絡がらみですか？」

「ええっ!?」

「ばっ……！　そんなわけないだろ！　ない、はず……？」

　ハーヴェイは全力で否定しつつも、自分の胸に手を当てて考え込んでしまう。身に覚えがないわけではなさそうな態度に、リオノーラはなぜかショックを受けた。

「団長、まさか本当に……？」

「いや、ないない！　人の恋こい人びとに手を出すような真ま似ねなんてしないし、そもそも俺、そんなに軽い男じゃないからね？　あ、信用してないなその顔は」

　そこへすかさずカルロが懐から『退職願』を取り出して突つきつける。

「異性関係が派手で緩ゆるい上官のもとで働くことに限界を感じました。今後は人里離れた森の奥おくに住む人間嫌ぎらいの魔ま女じよに弟で子し入いりし、薬草学を学んで暮らそうと」

「その暮らし、いままでで一番面白そうだけどやめてね？」

　ハーヴェイは笑顔で『退職願』をかすめ取ると、びりびりと破り捨てた。







　カルロ率いる第だい一いち竜りゆう騎き隊たいが今日の訓練行程に向かうと、ライオネルたちも馬で追いかけていった。キャンプ地に残された人間はこれでリオノーラとハーヴェイだけになった。

「もう出てきても大丈夫だぞ」

　こっそりと天幕から外に出ると、もう馬の蹄ひづめの音はだいぶ遠くなっていた。

「……ルカさんだけどこかに隠れているなんてことはないでしょうか」

「蹄の音がちゃんと四頭ぶん聞こえているから大丈夫だよ」

「音でわかるんですか？」

「五頭くらいまでならね。戦時中に耳を鍛きたえられたよ」

　ハーヴェイは苦笑して肩をすくめてみせた。

「まあ一頭だけ人を乗せずに走っている可能性がないわけでもないけど、そんなあからさまに怪しい真似をライオネル殿下が許すわけが……」

　途と中ちゆうで口をつぐんだのは、不意に大きなはばたきの音がしたからだろう。

　二人そろって空を仰あおぐが、何もない。白い雲がぷかぷかと浮いているだけだ。

「気のせい、でしょうか」

「俺も、竜が飛んでそうな気がしたんだが、違ったみたいだな」

　そのとき、肩に鋭い痛みが走った。驚おどろいて目を向けると、肩を定位置にしてしまったソルが空を見上げていた。両りよう肢あしの爪が肩に食い込んでいて痛い。

「どうしたの？　ソル、痛いわ……」

「きゅうっ！」

　ソルが肩を強く蹴けって飛び立った。と思ったら、しばらく翼つばさをはためかせたものの風に乗れず、空中でじたばたしながら降下して、ハーヴェイの足元にこてんと転がった。

「まだ飛ぶのは無理よ！」

「早く飛びたいっていう気持ちはよーくわかるけどな」

　ハーヴェイは自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべて幼い竜を拾い上げると、リオノーラの肩にぽんと乗せた。穏やかな眼差しは過去の自分を思い出しているからだろう。

「ありがとうございます。もう、安静にしてなきゃだめよ？」

　ソルは不満そうに鳴いて空を見上げた。早く空を飛びたくて焦あせっているのだろうか。その目が何かを捉とらえて見開かれる。

　つられて見ると、ジェレミアの竜が近づいてきていた。大きな荷物を載のせて輪りん郭かくの変わってしまった竜の騎き影えいがゆっくりと下降してきて、鉤かぎ爪づめのついた足が地面に触れるより先に竜騎士が飛び降りてくる。

「くそ、間に合わなかったか……！」

　訓練の開始時間に間に合うために大急ぎで買い出しに行ってきたらしい。もともと無理のある命令だったのに、律りち儀ぎに守ろうとするのがジェレミアらしい。

　ソルは見慣れない竜の姿に驚いたのか、きゅっ、と声をあげてリオノーラの後うしろ髪がみに顔を突っ込んで縮こまってしまった。人見知りならぬ竜見知りをするタイプのようだ。

「買い出しごくろーさん。ま、みんな徒歩だから走っていけばすぐに追いつけるよ。ああでも、荷物はちゃんと下ろしていってね」

「ぐっ！」

「先輩、わたしもお手伝いします！」

　リオノーラが申し出ると、ジェレミアはぎょっとした顔を向けてきた。

「おまえ、なぜ安静にしていないんだ！」

「えっ？　あ……」

　体調が悪くて客人に会えない設定だったのを忘れていた。

「病人に手伝わせられるか！　僕一人でやるからおまえはおとなしくしていろ！」

「す、すみません」

　幸い仮病には気づかれていないようだが、気遣わせてしまったのは申し訳ない。

　ジェレミアはそれから一人でせっせと荷を解き、一度に抱えられるぶんだけ食料庫こに運び込み、戻ってきてまた運び込み、を繰くり返かえした。黙だまって見ていることしかできないのがまた罪悪感を誘う。

　ようやく荷を運び終えたときには、ジェレミアは汗あせだくになって肩で息をしていた。

「こ、これで全部だ……」

「よくやった。偉えらいぞジェイミー」

「……だめだ、文句を言う気力がない。もう行く」

　不本意なあだ名に反論もできないとは、だいぶ疲つかれているようだ。

「いってらっしゃいませ！　お気をつけて！」

「ああ……行くぞ、エアロ」

　ジェレミアはリオノーラにだけ手を振って返すと、よろよろと山道を登っていった。

　エアロと呼ばれた竜は最初、木々にぶつかりそうになりながら契けい約やく騎士の後をついていっていたが、遅ち々ちとして進まないことに痺しびれを切らしたらしかった。一気に加速してジェレミアに追いつくと、彼の首根をぱくりとくわえて翼をはばたかせた。

「待て、やめろエアロ！　これは歩いていかないと意味が──ああああああああっ!?」

　他の竜騎士と同条件で訓練に臨のぞみたいという契約者の意思を無視して、契約竜が飛び立った。木々の枝葉にぶつかるほどの低空飛行にジェレミアが悲鳴をあげる。

　一人と一頭の後ろ姿を微ほほ笑えましく見送っていると、ぽんと頭に手が触れた。

「さて、いまのうちにもしものときのための脱だつ出しゆつ経路を教えておこうか」

　ハーヴェイが林りん檎ごをかじりながら言ってきた。それはいまジェレミアが苦労して仕入れてきた林檎ではないかと思ったが、指摘するより早く歩き出す。

「この近くに洞窟が二つあるんだけど、山狩りをするやつはたいてい一つを調べてもう一つに気づかない。わかりにくいところにあるから実際に見せるよ。ついてきて」

「はい」

　二人で森の奥へ向かっていく。ハーヴェイは林檎を食べながらだ。

　なるほど、目印になりそうなものがほとんどないわりに、妙に地形が入り組んでいる。段差や崖がけになっているところが多く、ほらあなや洞窟が多い。そのうちの一つを指差してハーヴェイが説明する。

「こっちがダミー。すぐ近くの穴に続いている。そんでもう一つが」

　そこまで言いかけたときに、背後から小枝の折れる音が聞こえてきた。とっさに振り返ると、木々の向こうにずんぐりとした大きな影かげがたたずんでいる。

「ノーラ、下がれ！」

　ハーヴェイが食べかけの林檎を捨てて、腰こしの剣に手をかける。リオノーラは指示に従いながらも、いつでも援えん護ごできるように身構えた。

　季節外れの灰色熊ぐまが出たかと思ったが、あきらかに熊くまより大きい。ゆっくりと近づいてきたそれは、竜、しかもアクセルだった。

「お、おまえなぁ……竜なら竜らしく飛んできてくれよ。熊かと思っただろ」

　アクセルはしれっとした顔で大きく口を開いてみせた。食べ物の催さい促そくだ。

「ご帰き還かん早々それか……気ままなやつ」

　ぎざぎざした凶きよう悪あくな歯が並ぶそこへハーヴェイが食べかけの林檎を拾って放り込むと、竜はしゃくしゃくと小気味よい音を立てて咀そ嚼しやくした。

　リオノーラたちと契約して魔ま力りよくの提供を受けるようになってからも、ときおりアクセルは林檎を食べたがる。長い間主食にしていたせいで癖になってしまったらしい。

「きゅう、きゅう、きゅう！」

　美お味いしそうに林檎を味わう竜に向かって、ソルが身を乗り出して鳴きはじめた。何かを必死に要求しているようなのだが、それがなんなのかわからない。

「どうしたの、ソル。あなたも林檎が食べたいの？」

「乗せて飛んでほしいんじゃないか？　自力じゃまだ飛べないから」

「あっ……！」

　リオノーラはハーヴェイを見て、次いでソル、アクセルの順に見た。

　林檎を食べ終えた竜はいぶかしげな顔をしていたが、おもむろにぱかっと口を開けてみせた。甘あまい果実の匂いが残る大きな舌の上に、ソルが飛び乗った。

　とたんに口が閉まる。

「きゃあー、アクセル！　食べちゃだめ！」

「ノーラちゃん、竜は共食いしないから」

　ぱかっと口が開き、ソルが顔を出す。ソルはアクセルの舌の布ふ団とんが気に入ったらしく、その場で丸くなろうとしたが、リオノーラはすかさず手を伸ばして彼を引っ張り出した。

「もう、果か汁じゆうまみれになっちゃったじゃない！　果汁は傷口によくないのよ。すぐにまた包帯を取とり替かえないと」

「きゅう……」

　さすがに怒られたとわかって、ソルが消しよう沈ちんした声を漏もらす。ハーヴェイが噴ふき出だした。

「ノーラちゃんって、案外いいお母さんになりそうだな」

「むしろ向いていない方だと思いますけど」

「そうかな。うちの竜騎士たちに対しても竜に対しても面めん倒どう見みがいいし、守ってやらなきゃって思った相手のことは体を張って守るだろ？」

「それは、大切な人に対してはみんなそういうものではないですか？」

「そうとも限らないよ。どんなに大切な人のためであっても、体を張れない者もいる。そういう意味では、騎士に向いているのかもしれないね」

　昨夜の問いを思い出して、どきりとする。

「団長は、わたしを竜騎士にしたくないのではないのですか？」

「そんなこと言った覚えはないけど」

「だって……」

　わたしをレイブラに帰したがっているではありませんか。

　そう言いかけたとき、どこからか呼び声らしきものが聞こえてきた。

「団長！　ノーラ！　どこにいる！」

　ジェレミアの声だ。何かあったのだろうか。

　リオノーラはハーヴェイと顔を見合わせると、大急ぎで野営地まで引き返した。アクセルも走って追いかけてくる。木々の入り組んだところでは飛ぶより走った方が速い。

　天幕の近くまで戻ると、足音に気づいたらしいジェレミアが血の気を失った顔を向けてきた。一目で非常事態だとわかり、リオノーラは背筋に怖おじ気けを覚えた。

「団長、すぐに来てくれ！」

「何があった」

　ただならぬ様子にハーヴェイの表情も自然と引ひき締しまる。

　ジェレミアは気持ちを落ち着けるように呼吸をした後、一息に告げてきた。

「第一竜騎隊、全ぜん滅めつだ。カルロも、他のやつらも全員倒れた」
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　大急ぎで現場に向かうと、ジェレミアの報告どおりの惨さん状じようが広がっていた。

　ちょうど休きゆう憩けいをしていたところだったのだろう。木々が少なく開けた空間のあちこちで男たちが倒れており、傍かたわらで竜たちが巨きよ体たいを少し縮こまらせて心配そうに契約騎士の顔を覗き込んでいる。カルロに各小隊長、ライオネルに彼の護衛騎士の姿もあった。

　彼らのすぐ近くには、エリオットも倒たおれ込こんでいる。

「おに……エリオット王子！」

　リオノーラは兄のもとへ駆かけ寄よった。傍らに膝をつき、顔を覗き込む。

　怪け我がはしていないようだった。変な虫に刺さされた痕あとや蛇へびに嚙かまれた傷なども見あたらない。仰あお向むけに横たわって無防備な姿をさらしながら、規則正しい寝ね息いきを立てている。

「寝ているの……？」

　それも、妙に気持ちよさそうに眠ねむっている。何かいい夢を見ているのかもしれない。

　ジェレミアが「全滅」と言っていたからもっとひどい状態なのかと思っていただけに少々肩すかしではあるが、いったいどうしてこんなことになったのだろう。

　首をひねっていると、ふと肩の上でソルが鼻先を持ち上げてくんくんと何かの匂いを嗅かいでいることに気づいた。

「ソル？　どうかしたの？」

　しかし返答はない。リオノーラも周囲の匂いを嗅いでみたが、特に気になるものは感じられなかった。竜にしかわからないたぐいの臭しゆう気きかもしれない。幼い竜は何かの残のこり香がを吸うのに夢中で、鼻の穴を動かしている。

　気にはなったが、切せつ迫ぱくした呼び声に注意を逸らされた。

「ライオネル殿下！」

　ハーヴェイがライオネルを抱だき起おこして必死に声をかけている。

「殿下、しっかりしてください！　目を覚ましてください！」

「無駄だ。いろいろ試ためしてみたが、何をやっても起きなかった」

　その傍らでジェレミアが悔しそうに言った。実の弟である彼が何もしなかったわけがない。ここにそのまま寝かされているのは、打つ手がなかったからだ。

「いったい何があったんだ？」

　ハーヴェイが厳しい眼差しを向けると、ジェレミアは首を横に振った。

「わからない。僕が来たときには既にこの状態だったんだ。すまない、僕がもっと早く追いついていれば……」

「いや、追いついていたら同じ目に遭あっていただろう。そうなると俺に報告できるやつがいなかったから、発見が遅れていたかもしれない。不幸中の幸いってやつだ」

「……幸いなものか」

「わかってる」

　ハーヴェイは口元だけで苦笑して、ジェレミアの肩を軽く叩いた。

「それに、荷下ろしを手伝わずに遅れさせたのは俺──」

　そこまで言いかけて何かに気づいたらしく口をつぐみ、勢いよく別の方向を振り返る。

　リオノーラもつられて顔を向けると、一本の木に長身の男が寄りかかっていた。

　ルカだ。傍らでは彼の馬が手持ちぶさたそうに鼻を鳴らしているが、構わずに何やら手帳に書き込んでいる。

「『不幸中の幸い』か。実に興味深い表現だ」

「貴様っ……！」

　ジェレミアが飛び出していった。駆け寄りながら腰の剣に手をかけると、ルカも察して手帳を懐へしまい、腰の剣に手をかける。

「ジェレミア、やめろ！」

　一いつ触しよく即そく発はつの状況に、ハーヴェイが声を張りあげて制止する。ジェイミーと呼ばないあたりに本気さがうかがえ、そのためかジェレミアも素す直なおに足を止めた。

　ただし眼差しの険しさは変わらない。視線で殺すくらいの鋭さでルカを睨にらみつける。

「貴様がやったのか！」

「何をだ？」

「とぼけるな！」

「まあまあ、落ち着いてよ。お客さんに失礼だろう」

　ハーヴェイはとりなしながら、二人に近づいていった。敬愛する王太子や大切な部下たちが倒れたばかりにしては緩い態度だが、眼差しはいつになく厳しい。

「ほう。おまえは私を疑ってはいないようだな？」

「あんたがやったのなら竜たちが黙っているわけがないからね。でも不ふ審しんな点はある。あんたエリオット王子の従者だろ。なんで一人だけ無事なわけ？」

「落とし物をしてな、殿下に無理を言って引き返させてもらっていたのだ」

　ルカはまるで用意していたかのようによどみなく返答すると、ちらりとリオノーラの方へ視線を送ってきた。思わず背筋が震ふるえた。

（戻ってくるつもりだったんだ……わたしがリオノーラ王女かもう一度確かめるために）

　そうとしか思えなかった。

「ふーん。で、落とし物は見つかった？」

「いちおうは」

　リオノーラ王女を発見した、と言われた気がして落ち着かずにいると、動どう揺ようを悟さとられたか、ルカがにやりと不敵な笑みを浮かべて話しかけてきた。

「具合はもういいのか？」

「あ……」

　すかさずハーヴェイが間に入ってくれた。彼の背中に視界を塞ふさがれる。
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「全員倒れたっていう報告だったから、無理を言って連れてきたんだよ。悪い？」

「そうだな。体調不良の部下に無理を強しいるのはいかがなものかと思うが」

「さすがに王太子殿下に異国からの客人まで倒れたとなったら、しょうがないでしょ。人手が足りなさすぎる」

「それもそうか」

　ルカは意外とあっさり引き下がった。かといって油断はいっさいできない。

「おまえがやったのでなければ、これはいったいどういうことだ！」

　ジェレミアはまだ納得がいかないらしく、敵てき愾がい心しんをあらわにしている。気持ちはわからないでもない。状況から見て一番怪しいのはこの偽にせ従者だ。

　そのルカが、くっ、と嘲あざけるように笑った。

「素人しろうと意見だが……私の見立てでは、夢竜のしわざではないか？」

「……夢竜か」

「確かに、症しよう状じようは一いつ致ちする……」

　ハーヴェイとジェレミアは即そく座ざに理解したようだった。さきほどまで激げき昂こうしていたジェレミアが一瞬で落ち着いたということは、その可能性が高いのだろう。

　リオノーラは知らない竜だったので、急いで『竜騎士ハンドブック』を取り出してページをめくった。

「『夢竜とは古代竜の一種で、希少種。感情が高ぶると蝶ちようの鱗りん粉ぷんのように翼から催さい眠みん効果のある粒りゆう子しを放つ。これを吸った者は昏こん睡すい状態に陥おちいり、幸せな夢を見る。自然に目覚めることはなく、眠らされた者はしだいに衰すい弱じやくしていく』……大変！」

　思わず竜騎士たちの方へ目を向ける。

（さっきまでみんな、元気だったのに）

　昨夜、リオノーラの料理を絶賛して、おいしそうに食べてくれた竜騎士たちの姿が脳のう裏りをよぎる。今朝だって、仮病だとは知らずに、本気で心配して見舞いにきてくれた。

　大切な仲間なのだ。

　彼らを失うわけにはいかない。いや、失えば大変な事態になる。

　一いつ騎き当とう千せん、国防の要である竜騎士たちをこれだけ多く失い、さらには国民から絶大な信しん頼らいを得ている王太子までとなれば、ヴァンレインは大変な混乱に見舞われるだろう。来訪中のエリオットまでともなれば、何かの謀ぼう略りやくではないかとあらぬ疑いをかけられるかもしれない。最悪、レイブラとの間で戦争が起きかねない。

　ことは、個人の気持ちの問題ではないのだ。

「眠りから目覚めさせる方法は載っていないのか？」

　ジェレミアが手元を覗き込んでくる。彼もそこまでは知らないらしい。

「ちょっと待ってください」

　リオノーラは大急ぎでページをめくっていった。しかし、昏睡状態から目を覚まさせる方法についての記き載さいがない。

「載っていません……」

「つまり、カルロも知らないってことだ。まいったな」

「他に何か情報はないのか？」

　夢竜に関する記述はそこで終わり、別の竜に関する説明に切り替わっている。他に関係してきそうなページは概がい要ようのあたりだが、そこに何か役に立つ情報が載っているとは思えない。とはいえ駄だ目め元でページをめくってみると、ヴァンレインの地図と、竜の種類別の分布が描えがかれていた。

　気になる表記を見つけて、あっ、と思わず声をあげる。

「どうした？」

「この近くにかつて夢竜を守り竜として崇あがめていた村があるようです。そこに行けば、知っている人がいるかも……」

　そう言っている間にハーヴェイが駆け寄ってきて、ハンドブックを覗き込んだ。

「ギザナ村か。かなり近いな。何か関係があるかもしれない……お手て柄がらだな」

　わしわしと頭を撫でられる。リオノーラはくすぐったさのあまり首をすくめて苦笑した。

「カルロさんが作ってくださったものですから」

「そうだとしても、俺たちは知らなかった情報だし、手て掛がかりを見つけたのはあんただよ。ありがとう」

　そこで、ぞくりと怖気が走って振り向くと、ルカが殺意を帯びていそうな目でこちらを見つめていた。

（この人、なんなの……？）

　意味がわからず困こん惑わくしているうちに、殺気が消しよう滅めつした。本当にわけがわからない。ハーヴェイもさすがに気づいていただろうが、彼は本心を隠すのが上手いので傍はた目めには何を考えているのかうかがえない。

「ジェレミア、ここは俺たちが引き受けるから、おまえは至急その村へ行って、眠りから覚まさせる方法を見つけてきてくれ」

「了解した！」

　ジェレミアはすぐさま契約竜の背に飛び乗り、空高く舞まい上あがっていった。
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　王子二人と護衛騎士、そして倒たおれた竜りゆう騎き士したちは、アクセルら二頭の翼よく竜りゆうと二頭の馬、そしてリオノーラたちに背負われて野営地へ運はこび込こまれた。

　全員を一度に看病できるほど大きな天幕はないので、エリオットがハーヴェイの天幕に、ライオネルはカルロと一いつ緒しよの天幕に、残りはそれぞれの天幕に寝ねかされた。

　一いつ括かつで管理できないため誰だれをどこまで看みたかわからなくなる事案が発生し、「面めん倒どうくさい」と指揮官にあるまじき発言をしたハーヴェイによって各天幕にでかでかと番号が振ふられることになった。カルロが知ったら激げき怒どしかねないが、あいにくと当人はうすら笑いを浮うかべながら夢の中だ。

（どうしてこんなことに……）

　リオノーラはハーヴェイの天幕で寝かされた兄の寝ね顔がおを眺ながめてため息をこぼした。

　神経質でいつもぴりぴりとした空気をまとっていた兄が、いろいろなものから解放されたかのように幸せそうな表情でいびきをかいている。このままずっと眠ねむらせてあげた方がいいのではないかと思いたくなるほどだ。

　もちろんそんなわけにはいかない。彼かれはレイブラの王太子だ。いずれ祖国を背し負よって立たち、異国からの脅きよう威いをはねのけ、国民の生活を守る人になるのだ。いつまでもこんなところで眠っていてもらっては困る。

「様子はどうだ？」

「相変わらずで……あっ」

　答えながら振り返り、慌あわてて口をつぐんだ。入ってきたのがルカだったからだ。

「ここは団長の天幕です。勝手に入ってこないでください」

「おまえの膝ひざ元もとで眠っているのは我わが主だ。主のそばを従者が離はなれるわけがあるまい」

　別行動を取って自分だけ助かったくせに、どの口で言うのだろう。

　倒れたみんなを運び込むために馬を借りている手前、文句は言えないが、昏こん睡すい事件に関係はなかろうとも、彼が怪あやしいことには変わりはないのだ。

「お見み舞まいでしたらご自由にどうぞ。では、わたしはこれで」

　天幕を出ていこうとすると、不意に手首を摑つかまれた。

「いたっ……何を」

「もうしばらくここにいればいい。心配なのだろう、エリオット殿でん下かが」

　まるでエリオットと自分が特別な関係であるかのような言い方だ。

「それは……心配に決まっているでしょう。大切なお客様ですし、何かあったら一大事です。それと同じくらい、ライオネル殿下やカルロさんたちもとても心配です。ですから様子を見に……」

　行きたいのに、手を拘こう束そくされていてはそうもいかない。さすがに腹が立ってきた。

「あなたは、いったいなんなんですか！」

「同じ目をしているな」

　すっとルカが顔を近づけてきた。色素の薄うすい瞳ひとみに自分の顔が映り込む。

「菫すみれ色いろの目は珍めずらしい。エリオット殿下と同じ色だ」

「……レイブラ人に多いのではないですか。わたしも片方の親がレイブラ人でしたので」

「レイブラで生まれ育ったのか。だから発音がヴァンレイン人とは少し違ちがうのだな」

　誘ゆう導どう尋じん問もんされている気分だ。確証はないはずなのに、リオノーラを王女だと決めつけている。

「生まれ育ったとまでは、言っていません。各地を転々としていたので……」

　母の作ってくれた偽にせの身上設定を思い出しながら言いい募つのれば、「ほう」と目をすがめて余計に興味を示される。

「各国とはどこだ？」

「レイブラもですけど、ターラントとか、ネルガ、リクスム……」

「では質問だ。ターラントでは、馬ば鹿かげた事物に対して笑いが止まらないことをなんと表現する？」

「えっ」

「慣用句だ。よく使われる表現だから実際に暮らしていたならば一度くらいは耳にしただろう。言ってみせろ」

「…………」

　リオノーラはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。実際には行ったことがないのだから、答えられるはずがない。

「『へそで茶を沸わかす』」

　不意に響ひびいた声に振り向けば、ハーヴェイが頰ほおを引きつらせながら天幕に入ってきたところだった。

「団長！」

　救いの神の登場にリオノーラが歓かん声せいじみた声をあげると、ようやくルカが手を離した。ただ咎とがめられそうだからしかたなく引っ込めたというふうではなく、単純に興味の対象がハーヴェイに移ったのだろう。灰色の眼まな差ざしに明確な殺意が宿る。

「ほう。よく知っているな」

「カルロがターラントの出身だからな。で、あんたは俺おれの天幕で、俺の大事な部下に何をしてくれてるんだ？　誰の許可を取っているわけ？」

「この国では女を口説くのに許可がいるのか？」

「く、口説……」

「いるに決まってるだろ、俺のなんだから」

「はぁっ!?」

　ルカとハーヴェイの物言いにいちいち驚おどろいて目を白黒させていると、上司から困ったような目を向けられた。

「ちょっと黙だまっててくれる？　終わったら可か愛わいがってあげるから」

「誰も可愛がってほしいなんて言ってません！」

「そう照れないでよー。ノーラちゃん、結構俺のこと好きでしょ？」

「…………!!」

　リオノーラは絶句した。

　何も言葉が出てこず、目を剝むいて口をあんぐりと開けてしまう。

（わたしが団長を好き!?　は!?　え!?）

　完全に思考が停止する中、視界ではルカがハーヴェイにあきれた眼差しを向けていた。

「いまのは上官が部下に対して言っていいセリフではないと思うが」

「俺と彼かの女じよの絆きずなは鎖くさりのように頑がん丈じようだから大だい丈じよう夫ぶ」

「鉄の鎖も窯かまに放り込めばいとも簡単に溶よう解かいする。その程度の絆だと理解した」

「あんた、やけに絡からむな。何が目的なんだ？　ただの従者じゃないだろう。事情によっちゃあ協力するよ、いつまでもつきまとわれても困るから」

　ハーヴェイはルカが〝リオノーラ王女〟を捜さがしていることを察していながら敢あえて聞き返す。リオノーラもこっそりと生なま唾つばを飲み下して反応をうかがった。

（考えてみたら、わたしみたいな役立たずの王女がいなくなったくらいで、お兄様がみずから捜しにくるなんておかしいものね……何か事情があるとしか）

　ルカの表情にわずかな迷いが走る。硬かたく引き結ばれた唇が緩ゆるんだときだった。

「団長！」

　突とつ然ぜん垂れ幕が翻ひるがえって、ジェレミアが駆かけ込こんできた。

　おかげでルカが再び口をつぐんでしまったが、第二王子の方も非常事態だった。亜あ麻ま色の髪かみや騎士服のあちこちに生卵の白身と黄身、殻からの破は片へんがべっとりと付着している。たんまりと真夏の日差しを浴びてきたせいか、傷いたんだ臭しゆう気きにハーヴェイが鼻を覆おおった。

「うわ、卵くさっ！　なんだよそのかっこ」

「ジェレミア先せん輩ぱい、どうしたのですか!?　どうして卵？」

「どうしたもこうしたもない！」

　吐はき捨すてるように言うジェレミアにリオノーラが持っていた看病用の布ふ巾きんを渡わたすと、彼はまずは髪についた生卵を拭ぬぐい取とった。

「あいつら……ギザナ村のやつらにやられたんだ。僕ぼくが竜騎士で謎なぞの竜の調査中だと言ったら『神聖な竜を使し役えきする罰ばち当あたりは帰れ』とかなんとか言って……」

「竜騎士ってみんなから憧あこがれられる職業ではなかったのですか？」

　神の使いである竜と契けい約やくした騎士は国民から尊敬される対象だと思っていたのに、生卵を投げつけられるほど嫌きらわれることもあるとは思わなかった。

「あの村が特とく殊しゆなんだ。天てん竜りゆう教会の教えに背そむいてはいないのだが、独自の解かい釈しやくをしているようでな。神聖な竜を戦争の道具にする竜騎士を敵視しているらしい」

　リオノーラは思わず肩かたに乗っている幼よう竜りゆうを見た。

　ソルを拾ったとき、竜騎士団で世話をすることに抵てい抗こう感を抱いだいたのは確かだ。まだ幼いこの子を戦いに巻まき込こむことになるのではないかと危き惧ぐした。だが、竜騎士と契約している竜はみな戦争の道具となったのだとは思っていない。

　人も竜も、みな自分の意思で戦うために竜騎士団に入ったのだ。

（戦うつもりで竜騎士団に入っていないのは、わたしだけ）

　胸むねの奥おくで忘れかけていた思いがずきりと痛みをはらむ。

「ジェイミー。愚ぐ痴ちはいいから、報告は？」

　上官から催さい促そくされて、ジェレミアがびくりと肩を震ふるわせて目を泳がせた。

「あ、いや……特には」

「つまり収しゆう穫かくはゼロっていうことか。手て掛がかりすらなし？」

「取り付く島もなかったんだ。すまない……」

「『取り付く島もない』か。興味深い」

　さきほど発言を遮さえぎられたはずのルカは特に気分を害した様子もなく、慣用句の書き留めに余念がない。変な人だ。

「しょうがない、次は俺が行くか」

　ハーヴェイは嘆たん息そくすると、肩に掛かけていた上着を外して敷しき布ふの上に放り投げた。

「団長がみずから調査に行かれるんですか？」

「みずからって、何を驚いてるんだ。ノーラも一緒に行くんだよ？」

「ええっ!?」

　思わず声を張りあげてしまったが、当然だ。

　リオノーラはハーヴェイとともにアクセルと契約している。契約竜への魔ま力りよく供給の問題もあって、単独行動をするわけにはいかない。

「その娘むすめはここに残して、病人の看病をさせるべきなのではないか？」

「看病ならあんたらがやればいいだろう。従者なんだからご主人様の看病をしてやれよ、この子につっかかってばかりいないでさ」

　ルカがむっと不ふ機き嫌げんそうに押おし黙だまる。〝従者〟という設定に足を引っ張られていることに薄うす々うす気づいているのかもしれない。

「ジェイミー、おまえはこれをエアロに持たせて王宮まで届けてくれ。いまの状じよう況きようを詳くわしく記してある」

「了りよう解かいした！」

　ハーヴェイの差し出した封ふう書しよを受け取ると、ジェレミアは、きっ、とルカを睨にらみつけた。

「おまえは僕と看病だ。主が倒れてさぞ心配だろう。つきっきりで看病させてやる」

「……かたじけない」

　言葉に反して渋しぶ々しぶ受け入れるルカを余よ所そに、ふん、と満足げに鼻を鳴らすと、ジェレミアが近づいてきた。手を翳かざしてこっそりと耳打ちしてくる。

「おまえ、あいつにつきまとわれているだろう。あいつは僕が見張っておくから、おまえは団長と事件を解決してくれ。兄上のためにも」

　憂うれいを帯びた眼差しは、隣となりの天幕で眠る誰かに向けられているに違いない。

　リオノーラは力強くうなずいた。
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　小さな山小屋で着き替がえを終えたリオノーラは、建て付けの悪い扉とびらを開けて外に出た。

　ハーヴェイとともにアクセルに乗って野営地を発たって早数刻、ギザナ村へ向かう前に立ち寄った町の市場で変装用の古着を買い、途と中ちゆうの山小屋で休きゆう憩けいがてら着替えをすませた。

　竜騎士を嫌う村に竜騎士丸出しの隊服で訪おとずれるわけにはいかないからだ。

　そんなわけで、リオノーラがまとっているのは、よく言えばシンプル、事実を述べれば地味な意い匠しようのワンピースだ。

　首元は襟えりが詰つまっていて露ろ出しゆつもなく、貴族の侍じ女じよの私服ならこんな感じだろうと誰もが思い浮かべる装よそおいだ。地味な服装に合わせて、髪もひっつめにしている。

　武器は短たん剣けんを肩から斜ななめがけした鞄かばんの中にソルと一緒に忍しのばせているのみだ。騎士団支給の剣は山小屋の中に隠かくしてきた。

　おかげで、どこからどう見ても休日の侍女の装いになった。王女らしく見えないことが初めて役に立ったかもしれない。

（ちょっとむなしいけど……でも、竜騎士のみんなと、ライオネル殿下と、ついでにお兄様のためだもの。絶対に手掛かりを見つけて帰るんだから）

　緊きん張ちように胸を高鳴らせながらも気合いを入れていると、足音が聞こえてきた。外で着き替かえていたハーヴェイが戻もどってきたらしい。ほっとして振り向き、思わず息を吞のむ。

　白いシャツに臙えん脂じ色のジレを羽織って黒い脚きやく衣いを合わせ、首元にはレースのクラヴァットを締しめている。ブーツだけは騎士団支給のものだが、まずばれないだろう。思わず助けてやりたくなるような好青年を装うため、装そう飾しよく品のほとんどを外している。

　ちなみに身分違いの恋こいで駆け落ちした恋こい人びと同士という設定だ。リオノーラが侍女、ハーヴェイが貴族のボンボンだ。

「悪かったね。そんな格好させちゃって」

「え？　どこか変なところありますか？」

　リオノーラは自分の格好を見下ろしながらくるりと回ってみた。雑用係をしていた頃ころとほとんど変わらないはずだ。

「そうじゃなくてさ。本来ならあんたがお嬢じよう様さまで、俺が下働きの男をやるのが筋なんだろうけど、ルカたちが目を光らせているってのにドレスを着せるのもまずいかなと」

「ああ、そんなことですか。わかってますって。それに、団長が下働きは無理があると思いますよ。絶対に見えませんから」

「おっと、団長呼びは禁止な？」

「あっ、そうでした！　名前は……偽ぎ名めいでないとばれますよね？」

「悪名が知しれ渡わたってるからねえ。俺のことはそうだな、『ブライアン』って呼んでくれ」

　母の旧友にして先々代竜騎士団長でもあり、リオノーラの後見人でもある人物の名前を出されてぎょっとする。もちろんハーヴェイとも旧知の仲で、親しみを込めて〝ご隠いん居きよ〟と呼んでいる。

「勝手に使って怒おこられませんか？」

「大丈夫、大丈夫。ご隠居はいまごろターラントあたりで商売中だからばれないって」

　ぱたぱたと手を振るハーヴェイは心底楽しそうだ。間違いなく悪意があるだろう。

「わたしの名前はどうしましょうか」

「んー、ノーラのままでいいんじゃない？　もともと偽名なんだし、これ以上偽名を増やしても大変でしょ」

「そうですね」

「それに、俺はノーラって呼びたいしね」

　覆おおい被かぶさるように顔を覗のぞき込こまれ、距きよ離りの近さにどきりとする。思わず視線を逃にがそうとしたら、大きな手のひらで遮られた。その手に頰を支えられて、真正面を向かされる。さきほどよりさらに近くなっていて、驚いた心臓が早はや鐘がねを打ちはじめた。

「あ、あの」

「だめだよ、そんな顔をしちゃ」

　ハーヴェイが甘あまく教えさとすように囁ささやいてくる。

「俺たちは身分違いの恋を周囲から反対されて駆け落ちし、貴族の父が差し向けた捜そう索さく隊から逃げているっていう設定なんだからさ。ちゃんと俺に惚ほれている顔をしてくれないと、ばれちゃうよ」

『俺のこと結構好きでしょ？』

　数時間前に言われた言葉が耳の奥おくで蘇よみがえり、かっと頰が熱くなった。

　人としての好きか、異性としての好きか、どちらの意味で言われたのかはわからないが、いまは後者の意味で言われたような気がしてしまう。

（いまは余計なことを思い出しちゃだめ！　これは潜せん入にゆう捜そう査さなんだから！）

　ギザナ村まで何をしにいくのかわからなくなりそうだ。

「惚れている顔なんて、どうやったらいいのかわかりません……」

「ほらね、やっぱり俺の方が演技力があるだろ」

　くすくすと笑われるのは癪しやくだが、認めざるを得ない。

　城下町で雇やとわれ仕事をしていた頃も、竜騎士団に潜入して雑用係をしていた頃も、「平民の女の子」を演じていればいいだけだったのでそれほど難しくはなかった。

　しかし今回は、「分不相応な恋をしている平民の女の子」を演じなければならないのだ。立場の演技は難しくはない。しかし心情の演技はちんぷんかんぷんだ。

「噓うそが得意な団長さんからアドバイスだ。ようは役やく柄がらになりきればいいんだよ」

「それが難しいんですよ」

「じゃあ、もっと俺をよく観察してみて。どんな人間にも、どんな極ごく悪あく人にだって一つくらいはいいところがあるって言うだろ。俺は悪人じゃあないから一つ以上あるだろうし、探してみてよ」

　言われるままに、リオノーラはハーヴェイをまじまじと見つめてみた。

（団長のいいところ……）

　ひとまず外見の良さは除外する。整った顔立ちも筋肉のついた長身もいまさら確かく認にんするまでもない。そもそもリオノーラはシャーロット以外の外見にはそれほど興味がない。

　ハーヴェイの長所といえば、やはり取っつきやすさだろうか。初対面の人間の懐ふところにするりと入り込めてしまうほどの人好きの良さは彼ならではだろう。

　軽けい薄はくそうに見えて、実は責任感も愛国心も強いところも好ましい。懐が深く、リオノーラのような者を受け入れるだけの柔じゆう軟なんさもある。

　自分をお姫ひめ様扱あつかいしてくるのは困ったものだが、何かあったときは自分がすべての責任を負う覚かく悟ごを即そく座ざに決められるあたり、人の上に立つのが向いていると言える。

　軽薄なところはともかく、彼のようになりたいと常々思っている。リオノーラの目標だ。

（あ、あれ？　これってもしかして）

「どうかした？　俺、案外いいところなかった？　ちょっとショック……」

「その逆です！　考えてみたら団長っていいところばっかりだったんですね」

　するとハーヴェイは驚いたように目を丸くした後、整えたばかりの頭を無造作に撫なで回まわしてきた。少し髪がほつれた気がして、リオノーラは必死に両手で頭をかばった。

「せっかく整えたばかりなのに、崩くずれちゃったじゃないですか」

「悪い悪い、撫でずにはいられなくなっちゃったもんで。本当に、ちょっと油断してると不意打ちしてくるから困った子だよ」

「不意打ち？」

「こっちの話。でも、いい顔になったね」

　大きな手が伸のびてきて、乱れた髪を撫でつけてから顎あごをつまみ上げる。

「俺に惚れてる顔になった」

「…………！」

　一いつ瞬しゆんで頰が燃えるように熱くなった。

（わたし、いまどんな顔をしているの!?）

　演技だからいいのだろうか。その前に、もう演技ははじまっているのだろうか。混乱しすぎてよくわからない。

「俺はどう？　あんたに惚れている男の顔になってる？」

「わ、わかりません」

「なら覚えておいて。これが、君に惚れている男の顔だから」

　そんなことを言われておきながら顔を見るなんて、できるわけがない。

　ハーヴェイが腰こしに手を回してきた。驚いて体を震わせてしまうと、小さく笑われた。

「俺に触ふれられるのは嫌いや？」

「……そんなことは、ないです」

　これから恋人同士の演技をするのに、接せつ触しよくを嫌がってなどいられない。

「限度はありますけど、だんちょ……ブライアン様になら」

　ハーヴェイの眼差しから甘さが消えた。目元や眉まゆのかたちが少しだけ厳しくなる。

「どうかしましたか？」

「偽名をやめたくなってきた」

　どうやら、いまのブライアン様呼びに違い和わ感かんを覚えてしまったようだ。

「知っている人の名前を勝手に使うからですよ。他の名前にします？」

「いや、いいや。このままで──」

　腰に回されていた手に力がこもった。

　えっ、と思った瞬しゆん間かん、リオノーラは強く抱き寄せられていた。どきりとしたのもつかの間で、そのままハーヴェイが体を傾かたむけ、横よこ倒だおしになって一緒に地面に転がった。上になったり下になったりを二、三度繰くり返かえした後、上になった状態で静止する。

「いきなり何をなさるんですか！」

　ハーヴェイの上にうつぶせに乗った格好のまま抗こう議ぎすると、笑い声があがった。

「数日逃にげ回まわっていたことにするんだったら、少し薄うす汚よごれていた方がいいかなーと」

「言ってください、やる前に！」

　腹いせに胸むな板いたを軽く叩たたいてから身を起こすと、いつの間にか開いていた鞄から何かが転がり落ちた。ソルだ。

「きゅう……」

「ソル、ごめんなさい！　大丈夫？」

　リオノーラは慌てて駆かけ寄よって幼竜を丁てい重ちように拾い上げた。

　ソルは目を回していたが、幸いつぶされてはいないようだった。ほどけた包帯を巻き直そうかと思って、傷口がほとんど塞ふさがっていることに気がついた。

「もうだいぶよくなったわね」

「そいつ、連れていくのか？」

「お留守番をさせたかったんですけど、どうしてもついてきてしまって」

　最後の手段で山小屋の中に置いてこようとしたものの、リオノーラが着替え終わったときには鞄の中に陣じん取どって準備万ばん端たんの様子だったので諦あきらめた。

　ソルは再び鞄に飛とび込こむと、そこから首だけを出し、ハーヴェイに向かって一声鳴いた。いちおう彼がリオノーラの上官だということは理解しているらしい。

「野生の竜は自由にさせろっていうしなあ。本人、いや竜だけど、ついてきたいっていうんだったらそうさせるか」

「いいんですか？」

「見るからに人と契約できる年ねん齢れいじゃないし、竜騎士だとは思われないだろ。見つかったら拾ったって言えば噓にならないし」

　歯切れの悪い言い方だが許可が下りて、リオノーラは勢いよく頭を下げた。

「ありがとうございます！　よかったわね、ソル」

「きゅう！」

　威い勢せいよく返事をするソルの頭を撫でると、幼竜は気持ちよさそうに目を細めた。

「むしろ、問題はあっちかな」

　ハーヴェイが顎をしゃくって示した先では、アクセルが丸くなって自分の尾おに顎を載のせていた。視線に気づいたらしく、片方の目を開けてこちらをあきれたように眺めてくる。

（もしかして、ずっと聞いてた……？）

　勝手にやっていろ、くらいに思っていたのかもしれない。聞かれていたのだとしたら、竜とはいえ恥はずかしい。頰の熱さがぶり返してくる。

「さすがに連れて行けないですよね」

「かといって帰すわけにもいかないんだよな。何かあったときにまずいし。アクセル、悪いけど上空から俺たちの後をついてきてくれ。なるべく見つからないように」

　アクセルがのそりと起き上がった。

　成竜は幼竜のようにむやみに鳴いて意思を伝えようとはしない。契約者を支え、見守るだけだ。それが相棒だということをリオノーラはアクセルから教わった。

　たまにからかってきたり、わがままを要求してくることもあるのはご愛あい敬きようだろう。基本的に翼竜は性しよう根ねが穏おだやかな生き物だ。

　大きな翼つばさを広げて空に飛び立っていく後ろ姿を見送ってから、ハーヴェイが振り返った。

「ここからは徒歩だ。日が落ちる前に到とう着ちやくしよう」

「はい、ブライアン様！」

「……やっぱり、違う偽名にしようかなあ」

　元気よく答えるリオノーラに対して、ハーヴェイはどこか疲つかれた様子で頰を搔かいた。
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　夕焼け空がしだいに暗くなってきた頃、細い山道の下に小さな桟さん橋ばしが見えてきた。村の入り口に小川があり、そこに粗そ末まつな橋が架かかっているという情報どおりだ。

「普ふ通つうの村ですね」

　リオノーラは正直な感想を述べた。

　夢竜が守っていたという村にしては、特別な印象はない。

　カルロお手製『竜騎士ハンドブック』によれば、夢竜は翼竜の五倍以上の体たい軀くを持つ大型竜だ。竜の住すみ処かとなる神しん殿でんのような建物くらいはあるかと思ったが、遠目に見たかぎりそんなものはなさそうだ。木造の家屋が十数軒けんほど点在しているくらいで、目立つのは村の奥にある湖くらいだ。

　するとハーヴェイが急に手を握にぎってきた。何事かと思いきや、山道とは反対方向からぶつかる街かい道どうの方から麦むぎわら帽ぼう子しを被った男が荷車を引いてやってきていた。こちらに気づいておっとと麦わら帽子の縁ふちをつまみ上げる。

「うちの村に何か用か？」

「すみません。こちらの村に旅の宿はありませんか。一晩泊とめていただきたいのです」

　ハーヴェイが困ったように眉を下げてみせると、男もまた困ったように頰を搔いた。

「悪いけど、うちの村に宿なんてたいそうなもんはないよ。他を当たってくれ」

「もう三日も歩きつづけていてへとへとなんです。食料もなくなってしまって、せめて彼女だけでも休ませたい。宿でなくても構いません、どこかに泊めていただけないでしょうか。納な屋やでも構いません」

「しかしねえ」

「お、お願いします！」

　リオノーラも慌てて頭を下げた。すると、その反動が伝わったのか、鞄の中でもぞもぞと動く気配が伝わってきた。

（ソル、おとなしくしてて！）

　しかし願いは叶かなわず、留め具が外れてソルが顔を出してしまった。

「うわっ!?　そいつは……まさか、竜か？」

　案の定驚いた男に、リオノーラは慌てて言い繕つくろう。

「あの、さっき森で拾ったんです。竜の赤ちゃんだと思うんですけど」

「妙みように彼女になついてしまいまして。正直、ちょっと妬やいています」

「竜の赤あかん坊ぼうになつかれた……？」

　男はおっかなびっくりといった様子でこちらの鞄を覗き込んだ。ソルは自分から出てきたくせに人見知りを発はつ症しようし、驚いたように鞄の中に引っ込んでしまった。

「それで、どうでしょうか。もちろんお礼はいたします。こんなものしかありませんが」

　ハーヴェイはそう言って男の手を取って、あるものを握り込ませた。

　男はぎょっとしつつも、渡されたものを確認して目の色を変えた。ハーヴェイがいつも身につけていた腕うで輪わの一つだ。困こん惑わく顔からあからさまな笑え顔がおになる。

「長旅で疲れてるだろう。たいしたもんはないが、うちで飯でも食っていくといい」

「ご厚こう情じよう、痛み入ります」

「ついてきな」

　腕輪を懐に仕し舞まい、揚よう々ようと桟橋を渡っていく男を余所に、ハーヴェイはこっそりと目配せを送ってきた。

「……妙に手慣れてませんか？」

「そんなわけないじゃないか」

　ハーヴェイはそう言ってとぼけたが、どう見ても怪しかった。







「ごめんね、お客さんにこんなことをさせちゃって」

「いいんです。急に押しかけて泊めていただくのはこちらなのですから、お手伝いくらいさせてください」

　リオノーラはさきほどの麦わら帽子の男の娘、メイとともに水みず桶おけを持って井い戸どに向かっていた。

　案内してくれた村人の厚こう意いで、一晩だけ泊めてもらえることになった。いまは夕食の準備の手伝いをしているところだ。

　ちなみにハーヴェイは男に何やら耳打ちされ、二人揃そろってなぜか村長の屋や敷しきへ出かけていってしまった。駆け落ち中に恋人を置いていくとはどういう了りよう見けんなのだろう。ちょっとした行動で噓がばれやしないかひやひやしてしまう。

　井戸で釣つる瓶べを何度も引いて水を汲くんでいると、メイが訊たずねてきた。

「ノーラ、って呼んでいいのよね」

「あ、はい、もちろん」

　ハーヴェイに対してとは打って変わってくだけた口調に少しほっとする。こういうふうに気安く話しかけてくれた方がこちらも話しやすい。

「ノーラは、ブライアンさんとはどういう……」

　来た。リオノーラは早鐘を打ちはじめる心臓を必死になだめた。

「わたしと団……ブライアン様は、その……周囲に反対されてしまって」

「……あっ」

　それだけで察してくれたらしい。

「大変だったのね」

「そんなことは」

　と言いかけて言いよどむ。駆け落ちしてきたのだから、大変ではないというのも変だろう。前言を撤てつ回かいする。

「ブライアン様が一緒にいてくださるなら、どんなことでも耐たえられます！」

　メイが呆あつ気けに取とられた顔になる。声が大きすぎて引かれただろうか。沈ちん黙もくが痛い。

「愛されているんだ？」

「えっ!?」

　驚いて目を向けるとメイににこりと微ほほ笑えまれた。とたんに照れくさくなる。

「えっと……だと、嬉うれしいです」

　ぼそぼそと口の中で言うみたいになってしまい、ますます笑われてしまった。

（かえってリアリティが出たから結果オーライな気はするけど……）

　なんだろう、このいたたまれなさは。

　嫌な空気をごまかしたくてジャバジャバと水を汲んでいると、ふと円えん筒とう状になった井戸の壁へき面めんにある彫ちよう刻こくに気がついた。竜の絵が刻まれている。

「これは竜ですよね？」

「うん。この村の守り竜……シルケ様」

　メイの表情に自信のようなものが浮かぶ。

「昔ね、この村の若い男が当時の竜騎士団に捕ほ縛ばくされそうになって傷ついた竜を助けたことがあるの」

「竜騎士団に!?」

　思わず大きな声が出てしまい、慌てて口をつぐむ。

「何？」

「い、いえ、竜騎士団が竜を捕つかまえようとするなんて……」

「信じられないわよね。神聖な竜を彼らの意思を無視して捕とらえ、無理やり契約を迫せまるなんて、天あまつ竜を崇あがめる者として最低よ」

　うっ、とリオノーラは怯ひるんだ。メイの眼差しにも声こわ音ねにもはっきりとした軽けい蔑べつの情が表れている。

（落ち着かなきゃ。昔の話よ。いまの竜騎士団にそんな真ま似ねをする人はいないのだし）

　少なくともハーヴェイやジェレミアは竜に振られまくってやっと契約にこぎつけている。かつての悪習についてはひとまず端はしによけておく。

「その竜……シルケ様は希少な夢竜種だったために狙ねらわれたんだと思う。シルケ様は村の男に感謝して、自分と契約してほしいとおっしゃったの。でもね、男は自分なんかが神の使いである竜と契約するなんておこがましい、って断った。けれどシルケ様の方も引き下がらず、それならばせめて守らせてほしいと、村に残られて男とその家族、そしてこの村すべての住民をお守りくださったの」

　メイはつっかえることなくすらすら続けた。たぶん、幾いく度どとなく聞き、語りつづけてきたのだろう。

「素す敵てきなお話ですね」

「でしょ？　契約なんかなくとも、信しん仰こうする心さえあれば竜は守ってくださるのよ。あなたにもわかるでしょ？　小さな守り竜を連れてるんだから」

　肩の定位置に戻ったソルに視線を向けられて、ぎくりとする。

「守り竜というわけでは……この子は拾ったばかりですし」

「でも、なつかれているということはそういうことでしょ。きっと幼いながら、あなたの信仰心の厚さにお気づきになられたのよ」

　はたしてそうだろうか。

（わたしに竜への信仰心なんてあったかしら）

　レイブラにいた頃は、竜は遠い存在だった。それがヴァンレインに来て世話をするようになり、とたんに近い存在になった。彼らに対する敬意もないわけではない。かといって信仰心が芽生えたかというと違う気がする。

（どちらかというと仲間というか、友だち？　ちょっと違うかも……）

　正しい表現が見つからずに、胸中で首をひねってしまう。

「なのに、あいつらときたら……神聖な竜を戦争の道具にするなんて許せないわ」

　メイの目は遠い夕焼け空に向けられているが、おそらくその眼差しが捉とらえようとしているのは王都にいるはずの守護役たる竜騎士団だろう。だがあいにくと彼らのほとんどは野営地におり、見習いに至ってはすぐ隣にいる。

「竜騎士がお嫌いなんですね」

「嫌いよ！」

　あまりにもきっぱり言われたものだから、リオノーラは気け圧おされてしまった。

「竜は心優やさしい生き物よ。なのに、契約を迫って無理やり配下に加えるなんて」

「別に、無理やり契約をさせているわけではないと……思うんですけど……」

　脳のう裏りにハーヴェイとアクセルの攻こう防ぼうや、ジェレミアがエアロと契約したときの話が思い浮かんでしまい、しだいに語気が弱まっていってしまう。

　無理やりではないものの、かなりしつこく食い下がったのは事実だ。

「やけに竜騎士の肩を持つわね」

「そういうわけでは！　ただ、竜騎士団がルドテールの街を守った話は有名ですし」

「そうね。そのために契約竜を犠ぎ牲せいにした話もよーく知っているわ」

　メイのまなじりがますます厳しく鋭するどくなる。

「竜を殺して英えい雄ゆうになるなんて、恥はじ知しらずな……どうせなら一緒に死ねばよかったのに、その覚悟もないなんてね。そんな男が竜騎士団長だなんて、世も末だわ」

「……っ」

　リオノーラはぐっと拳こぶしを握りしめた。手のひらに爪つめが食い込んで痛いほどだ。

（耐えるのよ、わたし。反論しちゃだめ）

　なぜハーヴェイがみずからの契約竜を犠牲にしたのか、ともに死ぬはずだったのに生き延びてしまったのか。彼がどれだけ苦しんだのか。彼が命いのち懸がけで守った国民に誤解されたままだなんてあんまりだ。

　しかし、ここで反論していては正体がばれかねない。この潜入任務には竜騎士団のみんなやライオネル、エリオットの命運がかかっているのだ。

　水みず甕がめとともにもやもやした気持ちを抱かかえながら歩いていると、村の入り口の方から騒さわがしい声が聞こえてきた。旅装の男がひざまずき、村の男たちが彼を取り囲んでいる。

「頼たのむ！　女によう房ぼうの腹ん中には赤ん坊がいるんだ！　このままだと無事に生まれてこないかもしれない！」

「だから、知らないって言っているだろう。あんたもしつこいな」

「眠り茸だけでも食べたんじゃないのか？」

　旅装の男が必死に訴うつたえているのに対して、村人たちは拒きよ絶ぜつするように腕うで組ぐみをしたり農具を握ったりして見下ろしており、態度は冷ややかだ。

　メイもあきれたように目を向けてぽつりとつぶやいた。

「あの人、また来たのね……」

「なんの騒ぎなんですか？」

「最近、この近くの町村で謎の集団昏睡事件が起きているらしいのよ」

　来た。心の中で身構えつつ、できるだけ初めて聞いたふりを心がける。

「それは、怖こわいですね」

「まあね。おまけにシルケ様らしき夢竜の姿も目もく撃げきされているみたいで、村の守り竜の噂うわさを聞きつけた人たちが、夢竜の眠りから目を覚まさせる方法を教えてくれって後を絶たなくて、困ってるのよ」

　リオノーラは思わず生唾を飲み下した。

「……目を覚まさせる方法が、あるの？」

「あるわよ」

「き、聞いてもいいですか？」

　メイは少しだけ迷った素そ振ぶりをみせたが、ややあって苦く笑しようしてうなずいた。

「そう、ね。竜に愛されているあなたになら、教えてもいいわ。夢竜はね、まどろみ草っていう花が咲さいている、涼すずしくて土ど壌じようの柔やわらかいところを寝ね床どこに選ぶんだけど、まどろみ草は夢竜の鱗うろこに触れると白い花弁が赤く染まるの。その赤い花弁を煎せんじて飲めば、目が覚めるらしいわ」

　ようやく手がかりにたどり着いた。

（その花があれば、みんなを助けられる！）

　しかし、気になる点もある。メイたちはなぜその花を村の外の人間に与あたえたくないのだろうか。シルケという夢竜もいまは村にいないようだから、もしかしたら手に入りにくいものなのかもしれない。

　だとしたら、リオノーラたちにも恵めぐんでもらうのはかなり難しそうだ。

「その、赤いまどろみ草って貴重なものだったりするんですか？」

「どうして？」

「い、いえ……村の外の人たちに、あげたくないみたいでしたから」

「まだシルケ様がなさったことだと決まったわけじゃないわ。それにシルケ様の怒いかりに触れて昏睡状態になったのだとしたら、天てん罰ばつでしょ？　目を覚まさせたら神のご意思に背いちゃうわ」

「そんな……」

　本心が漏もれそうになってしまい、慌てて口元を押さえる。

「ごめんなさい、非難しているわけではないんです。眠らされてしまった人がちょっと可哀想かわいそうな気がして。中には巻き込まれた人もいるでしょうし。あ、もちろんシルケ……様が関係していたらの話ですよ！」

「そうね。あたしもお優しいシルケ様がそんなことをするとは思ってないの。きっと、みんなして眠り茸でも食べたのよ」

「シルケ様ではない夢竜のしわざかもしれないですしね。でもその場合は、赤いまどろみ草をわけてあげてもいいのではないですか？」

　気を悪くさせないように細心の注意を払はらいながら、なんとかして件くだんの花を手に入れられないだろうかと探さぐってみる。

　メイはこちらの思おも惑わくに気づいた様子もなく、虚こ空くうを見上げてうーんと唸うなった。

「そうねえ。そういうことならわけてもいい気がするけど……でも、本当に効果があるかどうかはわからないわよ」

「……え？」

「だあって、この村にシルケ様に眠らされた人なんていないんだもの」

　確かにそのとおりだ。なんといっても元守り竜なのだから、村人を昏睡状態に陥おちいらせるような真似をするはずもない。

「じゃあ、その花びらを食べたことのある人もいないんですね」

「それはいるわよ」

「へ？」

　なんでもないことのように言われて、リオノーラは思わず変な声を出してしまった。

「ど、どういうことですか？」

「うちの村ではね、結けつ婚こん式しきで花はな嫁よめと花はな婿むこが愛を誓ちかう前に、赤いまどろみ草の花びらを浮かべた水を飲む風習があるの。相手の上うわっ面つらや結婚に夢を見ているようじゃ失敗するだけだからって、まあ一種の皮肉みたいなものなんだけど──」

　メイが肩をすくめながら説明してくれたが、後半はほとんど耳に入ってこなかった。

　いい話を聞いてしまった。おまけにこの言いぐさからすると、赤いまどろみ草は村の者ならばわりとすぐに手に入るもののようだ。

（結婚式が行われれば、赤いまどろみ草が……）

　リオノーラの頭の中で、あるアイデアがむくむくと膨ふくれあがっていく。いてもたってもいられず、つい早足になってしまう。いつの間にか魔力で膂りよ力りよくを増加させていたらしく、メイが置いて行かれそうになって必死に追いすがってきた。

「ちょっと、待ってよ。あなた、意外と力持ちなのね……」

「こういうお仕事、よくやっていましたので。あ、ここに置いておきますね」

　家の裏口から厨ちゆう房ぼうに入り、隅すみの方へ水甕を降ろす。こうしてはいられなかった。

「村長さんのお宅ってどちらになりますか？」

「え？　一番奥にある大きいお屋敷だけど、それがどうかした……」

「ありがとうございます！」

　リオノーラは大きな声で礼を述べ、面めん食くらうメイを置いて厨房から飛び出した。

　夕焼けに染まった村を見回して、一番奥にある屋敷とやらを見つけると、そこに向かって全力で走り出す。勢いあまってソルを落としそうになったので、途中からは幼竜を肩から下ろし、腕に抱えて駆けた。通りすがりの村人たちが不思議そうな眼差しを向けてきたが、構いはしない。

　木造ながら瀟しよう洒しやな造りの屋敷の門前にたどり着いた頃、ちょうど玄げん関かんの扉が開いてハーヴェイと麦わら帽子の男、そして村長らしき恰かつ幅ぷくのよい男が出てきた。彼らと話に花を咲かせている様子だったハーヴェイが、ふとこちらに気づいて笑顔を向けてくる。

「ノーラ！　どうしたんだ？　そんなに慌てて」

「だんっ……ブライアン様！」

　団長と呼んでしまいそうになって、慌てて言い直す。気が急せいて空回りしかける舌をどうにかこうにか落ち着けて、リオノーラは声を張りあげた。

「お願いがあります！　いますぐ、この村で、わたしと結婚してください！」

「…………は？」

　ハーヴェイが固まった。

　それはそうだろう。話が急すぎると自分でも思う。

　しかしこの村に泊まれるのは今晩だけで、もう夜になろうとしている。時間がなく、おまけに村人たちがそばにいるので説明することもできない。

「わたしと結婚するの、お嫌ですか……？」

　ハーヴェイがはっと我に返った。事情はわからないながらも、手がかりを手に入れるための発言だということに気づいたのだろう。

「そ、んなわけないだろう！　結婚したいに決まっている。だけど、いますぐというのは……村にも迷めい惑わくがかかってしまうし」

「──いや、いいんじゃないですかな？」

　村長が話に入ってきた。ほっほっほ、とおおらかに笑いながら顎ひげを撫でている。

「聞けば、あなたたちは駆け落ちしてきたというではありませんか。おまけにご実家から追われている身だとか。こういっては悪いが、いつ連れ戻されるかもわからないのなら、急いだ方がいい。永遠の愛を誓い合った二人ならば、きっと神様が助けてくださることでしょう」

「村長……」

「私はこう見えて、元神父でしてね。愛し合う者たちの手助けをできるなら、喜んでいたしましょう。可愛い娘さんではないですか。幸せにしておやりなさい」

　ばしっと背中を叩かれて、ハーヴェイは少し痛そうに苦笑する。

「ご厚情に感謝します」

　それからリオノーラの方へ向かってきて、正面から優しく抱きしめてきた。演技とはいえどきりとしていると、耳元でそっと囁かれた。

「……ちゃんと説明してくれる？　団長さん、生まれて初めて求きゆう婚こんされて、心臓が止まるかと思ったんだけど？」

「す、すみません。後でちゃんと説明します……」







　かくして、急きゆう遽きよリオノーラとハーヴェイ、もといノーラとブライアンの結婚式が行われる運びとなった。

「ノーラ、花嫁が何をやっているのよ」

「え？　お料理のお手伝いを……」

「そんなことをしている場合じゃないでしょう。衣い装しようを合わせないと」

「衣装？」

「花嫁衣装に決まっているでしょ。ほら、早く早く」

　メイに腕を引かれて、リオノーラは包丁とジャガイモを調理台に残し、濡ぬれた手のまま厨房を出た。またもソルが肩から落ちそうになるのを手で押さえつつ、メイに先導されて村の中を歩いていく。

　外の人間の婚こん姻いんだというのに、村人たちはやけに好意的だった。メイから聞いた話によると、こういうことでもないと贅ぜい沢たくな料理を食べたりおいしい酒を飲んだりする機会はないので、大だい歓かん迎げいなのだという。

　メイも他の村人たちも、信仰心から竜騎士への偏へん見けんがあるくらいで、いい人たちばかりだ。眠らされたみんなを目覚めさせるためとはいえ、騙だますことになってしまうのが本当に心苦しい。

「もうっ、自分から求婚しておいて、何を悠ゆう長ちようなことをやっているのよ。花嫁の支し度たくは時間がかかるんだからね」

「すみません……」

「悠長と言えば、あなたの旦だん那な様もどこへ行ったのよ」

「旦那様!?」

　一瞬誰のことかと思ったが、ハーヴェイに決まっている。

「ブライアン様なら、少し前に村長さんと一緒にいるところを見たような……」

　もちろん噓だ。

　ハーヴェイはいまごろ、赤いまどろみ草を採取しにいく男の後を尾び行こうしているはずだ。花が咲いている場所を突つき止とめることさえできれば、結婚式を挙げる必要はない。

「村長だったらさっき見かけたけど、一人だったわよ？」

「そうでしたか。では、他の人と見間違えたのかも……」

「まさか、あの男、逃げたんじゃないでしょうね？」

「それはないです！」

　力いっぱい叫さけんでしまった。メイが目を丸くした後、苦笑する。

「ブライアンさんのこと、信じているのね」

「も、もちろんです」

「心から信じられる人に出会えるなんて、うらやましいわ。幸せにね」

「……はい。ありがとうございます」

　それだけは素す直なおに言えた。

　ハーヴェイのことは心から信じている。彼ならばきっと夢竜の寝床を突き止められるだろうし、竜騎士を毛け嫌ぎらいする村にたった一人残されても、何も不安はない。

「ほら、着いたわ」

　メイがとある家の前で一度足を止めた。メイの家よりも少し大きいくらいで、村長の家ほどではない。

「ここは……？」

「親しん戚せきの家よ。ほら、入った入った」

　メイは扉を開けると、リオノーラの後ろに回り込み、背中を押しながら奥へ奥へと進んでいく。そうしてとある部屋の前まで連れてこられると、メイは心の底からわくわくした様子で扉を開けてみせた。

　そこは客間のようだった。小こ綺ぎ麗れいで少し広めの部屋の真ん中にトルソーが置かれており、白い衣装がかけられていた。

　花嫁衣装だ。

　生き地じは綿ながら真っ白で、細部まで丁てい寧ねいに縫ぬわれている。手作りと思われるレースが胸むな元もとにだけあしらわれており、腰から下のドレス部分は薄い生地を何枚も重ねて柔らかそうなドレープを形作っており、慎つつましくも美しい。

　それが何を意味するのか、理解が追いついてきたとたんに心が震えた。

　感動した。それから、胸が痛んだ。

（噓の駆け落ちのために、ここまでしてくれるなんて）

　昏睡状態に陥ったみんなを助けるためとはいえ、せっかくの厚意を無下にしてしまっているという事実が罪悪感を湧わき上あがらせる。

「これ、先月従姉いとこが着たものなんだけど、特別に貸してあげるわ」

　リオノーラが黙りこくっているのを、メイは感動のあまり言葉を失っていると思ったようだった。

「よろしいのですか？　こんな大切なものをお借りしてしまっても」

「汚よごしたら落ちるまで洗せん濯たくしてもらうからね？」

「はい、大切にお借りしますね」

　おそらく結婚式を挙げる前に村を去ることになるが、花嫁衣装を着ないでハーヴェイの帰りを待っているわけにはいかないだろう。

「さあ、着替えるわよ。ほら、ソル様は邪じや魔ま……ええと、そこから移動していただきたいんだけど」

　メイは竜を退どかしたくても触れていいものかどうかわからないらしい。手を伸ばして必死にベッドの方へ誘導しようとしているが、ソルには伝わっておらず、手の動きを目で追いかけて不思議そうに首を傾かしげている。

「この子、わたしのそばから離れようとしないんです。ほら、ソル。見えるところにいていいから、着替え終わるまで待っててね」

　優しく言い聞かせるとわかってくれたらしく、幼竜はみずから飛び立った。すぐに墜つい落らくするようにベッドへすてんと着地し、じたばたしながらこちらへ向き直った。見張っているから早くして、と言わんばかりの態度にますます笑ってしまう。

　妙な視線に気づいて振り向くと、メイが不思議そうにこちらを見つめていた。

「どうかしましたか？」

「ううん。本当に竜に愛されているんだなって思ったら、感動しちゃって……本物の竜に選ばれた花嫁の結婚式に立ち会えるなんて、光栄だわ」

　メイは感かん極きわまったらしく、目め尻じりににじんだ涙なみだを指先でそっと拭ぬぐっている。これはますます、噓の結婚式だとばれたときがおそろしいことになりそうだ。できることならば、ばれる前に用をすませて村から逃げ出したい。

（団長、早く花を見つけて帰ってきてください……）

　リオノーラはこっそりと、偽の花婿へ思いを馳はせた。
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　日が暮れて涼しくなった風が、長いヴェールとドレスの裾すそを翻す。

　髪に挿さした名も知れぬ花のささやかな香かおりが妙に甘く感じられる。慣れない布の靴くつを履はいた足は、鉛なまりの塊かたまりでもつけているかのように重たい。

（どうしてこんなことになっているの!?）

　聞けば、ハーヴェイはとっくに村へ戻ってきているという。

　そして、結婚式の準備も終えているという。

　意味がわからない。赤いまどろみ草は手に入ったのだろうか。手に入ったのだとしたら、なぜ結婚式を行う必要があるのだろうか。逃げる計画ではなかったのか。

「こっちよ」

　メイに手を引かれて連れてこられた場所は、村の広場だった。既すでに多くの村人たちが集まっており、奥の方に向かって並んでいる。

　教会のない村では結婚式を挙げるときは広場に祭さい壇だんを用意して行うと聞いたことがある。ちなみに大たい抵ていは隣となり町まちなどから神父を呼ぶそうなのだが、この村では元神父の村長がいるのでその必要はない。

「おっ、花嫁が来たぞ！」

「おめでとう！」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆで迎むかえられる。

　リオノーラは震え上がりそうになりながら、メイに連れられて村人たちの間にできた通路を進んでいった。道行く先には祭壇があり、その手前でハーヴェイが待ち構えている。

　彼は村に来たときのままの服装だ。こちらを見て何か驚くべきものを見つけたように目を見開いている。

（団長、花は手に入ったんですか!?　どっちなんですか！）

　必死に視線で訴える。いまは口に出して答えられなくとも、教える気があるのならばなんらかの反応を示してくれてもよさそうなものだが、嬉しそうに微笑む彼の表情からは何も読み取ることはできない。

　彼の隣までたどり着くと、メイはぽんと軽く肩を叩いて、しっかりやりなさいよ、と言わんばかりの目配せをして去っていき、参列者に加わった。

　リオノーラは憂ゆう鬱うつな気分になりながら、ひとまず祭壇の上を確認した。

　火を点ともした燭しよく台だいとともに金属製のゴブレットが二つ並べて置かれている。ゴブレットには縁のぎりぎりまで水が注がれており、水面に赤い花弁が一枚浮かんでいた。これが例の、赤いまどろみ草だろう。

（とりあえず二枚は確実にあるけれど、これを飲むのはわたしたちなのよね）

　やがて拍手がまばらになってきたとき、ハーヴェイが、あー、と口を開いた。

「もうキスしていい？」

「はっ!?」

「まだ早いぞ！」

　参列者から野次が飛び、どっと笑い声が沸わき起おこる。

「だん……ブライアン様！」

「ごめんごめん。だってさ、こんなのずるいだろ」

「ずるいって、何がですか？」

「何がとは言わないがとにかくずるい。反則だ。最初から言っといてよ。ずるい」

　ハーヴェイは何が気にくわないのか、ふて腐くされた様子でぶつぶつとぼやいている。文句の一つも言いたいのはこちらの方だ。

「それより、花は……」

「静せい粛しゆくに！」

　二人は慌てて口を噤つぐんだ。笑っていた参列者たちもにわかに静まり返る。

「それでは、ブライアン・オーキスとノーラ・ドーソンの婚こん礼れいの儀ぎを執とり行おこないます」

　ついに式がはじまってしまった。

　もう逃げられないだろう。リオノーラは諦めて、せめて式が終わるまではおとなしくしておくことにした。なるようになる、の精神だ。

　それにハーヴェイの様子からして、悪い事態には陥っていないはずだ。

　ごほん、と神父が咳せき払ばらいをして喉のどを整えてから続ける。

「天にまします輝かがやける竜りゆう神じんと偉い大だいなる建国王エイブラハムの御み名なのもとに、訊ねます。ブライアン・オーキス、あなたはここにいるノーラ・ドーソンを、健すこやかなるときも病やめるときも、富めるときも貧しきときも、愛し、敬い、慰なぐさめ、助け、その命あるかぎり真心を尽つくすことを誓いますか？」

「誓います」

　ハーヴェイが迷うことなく毅き然ぜんと答える。

　凜り々りしい横顔を盗ぬすみ見みしていたら、演技だというのになんだかどきどきしてきた。

「ノーラ・ドーソン」

「はいっ」

　思わず不必要な返事をしてしまい、ますます顔が熱くなる。緊張しすぎだ。

「あなたはここにいるブライアン・オーキスを、健やかなるときも病めるときも、富めるときも貧しきときも、愛し、敬い、慰め、助け、その命あるかぎり真心を尽くすことを誓いますか？」

「……誓います」

「それでは杯さかずきを取って」

　言われるままにゴブレットを手に取った。

　ちらりと横目でハーヴェイの方を見ると、彼が軽く掲かかげてから口をつけていたので、リオノーラもそれに倣ならった。まどろみ草の花びらごと一口すすり、ごくんと飲み下してからゴブレットを祭壇に戻す。本当に、これが夢なら覚めてほしいものだ。

「誓いのキスを」

　リオノーラは息を吞んで、ハーヴェイに向き直った。

（まさか、本当にキスしないですよね？）

　しかし、キスをしなければ駆け落ちは噓だとばれてしまうのも確かだ。

　いったいどうやってごまかすつもりだろう。視線で訊ねると、ぱちりと目配せが返ってきた。俺に任せて、という意味だろうか。

　ハーヴェイが距離を一歩詰めてくる。そうして両手を伸ばしてきて、リオノーラの顔にかかっているヴェールを搔き分けた。大きな手に両りよう頰ほおを優しく包まれる。彼の手の温かさに少しだけほっとする。これならばきっと、頰の熱さは気づかれずにすみそうだ。

（団長？　しないですよね？）

　ハーヴェイがにこりと、少しわざとらしいくらい強めに微笑んだ。

　するよ？　と言われた気がした。

　リオノーラは抗議の声をあげたくてもあげられない。実は竜騎士で、駆け落ちは噓だなんて知れたら、どんな目に遭あうかわからない。無事に赤いまどろみ草を手に入れ、野営地に持ち帰るという使命があるのだ。

（だからといって、このままキスをするのも……）

　ハーヴェイは慣れているのかもしれないが、リオノーラは初めてなのだ。こんなにたくさんの人が見ている前で口づけなんてされるのは困る。

　いや、人に見られているかどうかという問題ではない。そうではなくて。

「ノーラ」

　混乱する耳に、甘い呼び声が届いた。

「ちゃんとできているね。俺に惚れている顔」

「……っ！」

　絶句するリオノーラの頰を支える手が少しずれて、硬い親指が唇に触れた。

　ハーヴェイが腰を屈かがめ、覆い被さるように顔を近づけてくる。

（待って──）

　胸中でそう叫びながらも、リオノーラはきゅっと両目を閉じた。額のあたりに彼の前まえ髪がみがこすれ、続いて鼻の横に彼の鼻先らしきものが当たる。そして唇に触れたままの親指の上から軽く押された感覚が伝わってきた。

　何が起きたのか悟さとった瞬間、リオノーラは目を開けた。

　それとほぼ同時に、ハーヴェイの姿が横にぶれる。

　何かがものすごい勢いで飛んできて、彼に激げき突とつしたのがわずかに見えていた。

　灰色の体軀をした幼竜だ。ソルは翼をはばたかせて空中に浮ふ遊ゆうしながら、よろめいて膝ひざをついたハーヴェイに向かってきゅいきゅいと抗議の声をあげている。

「いきなり何をするんだ！」

「きゅう！」

　ソルはもしかしたらリオノーラを守ったつもりなのかもしれない。緊張で体を強こわ張ばらせ、ぎゅっと我が慢まんするように目を閉じていたから、勘かん違ちがいした可能性がある。

　すぐに誤解だと言おうとしたところで、あることに気がついた。

「ソル、あなた飛べるようになったのね！」

「きゅう！」

「おめでとう！」

　リオノーラが幼竜の小さな体を抱きしめると、参列者から大きな拍手が沸き起こった。

「……おめでとうって言われるのは俺たちのはずだったんだけど？」

　よろめきながら立ち上がったハーヴェイが、不本意そうにぼやいたが、聞こえなかったふりをした。
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　結局ソルはリオノーラから引き離され、誓いのキスからやり直しになった。

　今度は心の準備ができていたので問題なく行えた。

（こっちこそ、事前に言っておいてほしいものだわ）

　参列席や祭壇の神父から見えないように手で隠し、唇に載せた親指の上にキスをする。そういう段取りならそうと教えておいてくれればいいものを、無む駄だに混乱してしまった。演技がばれたらどうするつもりだったのだろう。

　それとも、リオノーラが抵抗しないという自信があったのか。

　──俺のこと結構好きでしょ？

　耳の奥に蘇った声を、ぶんぶんと頭を振って追おい払はらう。余計なことを考えているヒマはない。ようやく結婚式が終わって少しだけ自由な時間ができたのだ。

　赤いまどろみ草は手に入ったのか、手に入ったのならなぜ結婚式を行ったのか、ハーヴェイを問とい詰つめなければならない。

　軽薄な竜騎士団長の姿を求めて、リオノーラは周囲を見回した。

　村人たちが思い思いの場所で杯を呷あおり、料理を口に運び、肩を組んで歌って踊おどっている者もいる。結婚式の後といえばお待ちかねの祝しゆく宴えんだ。松たい明まつの灯あかりが照らす中、広場にテーブルがいくつも持ち込まれ、大量の料理が振ふる舞まわれていた。そのうちのいくつかには、リオノーラが皮剝きした野菜が使われていた。

「ねえ、あんたたちこれからどうするのぉ？」

　メイがそう言って肩に腕を絡ませてきた。既に相当できあがっている。周りにいる村娘たちもしょうがないわねとばかりに苦笑いだ。

「飲みすぎですよ」

「大丈夫よぉ、先月のミカエラの式のときなんてもっといっぱい飲んで平気だったんだから。ねえ、あんたたちアテはあるの？　二人っきりで生きていくって大変よ？」

「野や暮ぼなこと言ってんじゃないわよメイ、愛があれば大丈夫！　病めるときも健やかなるときもって誓ったばかりなんだから！　ね、そうでしょ！」

「は、はあ」

「のろけちゃってー！　もおー！」

　村娘たちが、ばんばんと背中を乱暴に叩いてくる。ちょうど肌はだが露出している部分なのでかなり痛いが、リオノーラは必死に笑顔を取り繕って耐えた。

　そのとき、村の男たちの輪から這々ほうほうの体で抜ぬけ出だす貴公子の姿が見えた。ハーヴェイだ。酒を勧すすめられては、必死に固辞している。

　視線に気づいたらしくこちらを向いた彼と目が合った。ちょいちょいと手招きされる。

「ほら、旦那様がお呼びよ！」

「早く行ってあげなさい！」

　少女たちに背中を押されるがままに、ハーヴェイのもとへ向かっていく。やっと問い詰められるかと思えば、旦那様と言われるのも恥ずかしくない。

「団長、これはどういうことですか！」

「花ならいま摘つませているところだから。怒らないでよ」

「摘ませている？」

　ハーヴェイは神しん妙みようにうなずいた。

「俺一人では人数ぶんの花を摘むのは難しそうだったから、途中で引き返して、昏睡事件の起きた村で人を雇ったんだ。夢竜の眠りから目を覚まさせる効果のある花だって言ったら、喜んで引き受けてくれたよ」

「そういうことでしたか」

　このぶんなら、シルケに眠らされたとおぼしき近隣の町村の人々もすぐに目を覚ますだろう。そう思えば、ギザナ村の人々を騙して祝わせたという罪悪感が少し薄れる気がした。

「もっとも、安心はできないけどね。まどろみ草の効果がいつまで残るのかわからないし、なぜ夢竜が人々を眠らせて回っているのかも不明のままだ」

「そうですね。原因を突き止めないと、また同じことが起きてしまう……」

　夢竜のような希少種がそう何頭もいるとは思えない。事件を起こしている竜はシルケなのだろう。

　いったい彼女はどうしてしまったのだろう。ギザナ村の守り竜をやめたことと、何か関係があるのだろうか。

「もっとこの村のことを調べた方がよさそうですね。ああ、それで結婚式をすることにしたんですね！」

　ようやく合が点てんがいった。と思ったら、ハーヴェイは首を横に振った。

「いや、それは単純に面おも白しろそうだったから」

「はい!?　そんな理由であんなことをしたんですか!?」

「あんなこと？」

「ゆ、指越ごしにした、その……」

　肝かん心じんの単語を口に出すのも恥ずかしく、言葉を濁にごしてしまう。

「ああ、キスのこと？」

「う、それです。最初から指にするって言ってくだされば、あんなに動どう揺ようしないですんだのに……」

　噓の恋人同士だとばれていたらどうなっていたか、想像したくない。

「その前に動揺させられたのは俺の方だよ。だから、あれは仕返し」

「わたしは何も……」

「しただろ。っていうか、いまもしてる。なんだよ、この格好」

　こちらに向けられた視線にうながされるように花嫁衣装を見下ろして、はっとする。

「……すみません。やっぱり似合わないですよね……」

「可愛すぎるんだよ！」

「は!?」

　真意がわからなくて目を白黒させていると、彼はなおも愚痴っぽく言い募った。

「不意打ちもいいところだよ。可愛いなら可愛いって最初に言っておいてくれる？　そりゃノーラちゃんが可愛いことは知ってたけどさ、こんな、俺のものになる覚悟を決めたみたいな顔と格好でやってこられたら、さすがの俺も怒るよ？」

「えええ……!?」

　可愛いかどうかはさておいて、だから怒るというのはどういうことだろう。意味がわからなすぎて、慣れない褒ほめ言葉に動揺しているヒマもない。

「本当にさ。俺がどれだけ我慢していると思ってるんだよ」

　ハーヴェイの手がすっと伸びてきて、すくい上げるようにリオノーラの手を取った。互たがいに手のひらが合わさるように手を重ねて、恭うやうやしく持ち上げる。

　それはまるで騎士が敬愛する姫ひめ君ぎみにするような仕草で、まさかと思いつつも鼓こ動どうが早鐘を打ちはじめる。

「あんたが俺をどう思っているのかは知らないけど、俺にとってあんたは大切な恩人なんだよ。俺を苦しみから解放してくれた。空に帰してくれた。あんたがこの国のお姫様だったら、とっくに剣を捧ささげてるよ」

「────」

　リオノーラは生唾を飲み下した。

　空の呪のろいが解けた気持ちを、ハーヴェイの口から聞いたのは初めてだ。

　呪いが解けた瞬間は虹こう架かの騎士を決める試合の真っ最中で、彼は笑ってリオノーラの頭を叩くことで気持ちを表現した。それだけでも喜んでくれていたのは伝わってきたから、その後、あらためて話をする機会もなかった。

（恩人だなんて……そんなふうに思ってくれてたんだ）

　おまけに剣を捧げるというのは、騎士としては最大級の謝意の表し方だ。

　胸の奥がきゅうっと締めつけられる思いがする。いつも助けてくれた彼に、少しでも恩返しができていたのだとしたら、こんなに嬉しいことはない。

「本当なら竜騎士見習いなんかじゃなく、俺自身の手であんたを守って、保護してやりたい。けどアクセルは頑かたくなに契約を変えないし、あんたの意思だって尊重したい」

　そこまで言って、自じ嘲ちよう気味に苦笑する。

「なのに、困ったもんだね。いつかあんたを手放さなきゃいけないときがくるってわかっているんだ。わかっているのに、日に日に手放す気がなくなってくるんだよ。俺はどうしちまったんだろうな。全部あんたのせいだよ」

「だんちょ……あ、ブライ……」

「団長でいい、いまは」

　ハーヴェイの手が肩に触れた。露出した肩に直接彼の体温が伝わってくる。熱くてどきどきする。夜風の冷たさなどまったく感じなくなってきた。

　リオノーラはなんともいえない気持ちになって彼を見上げた。が、彼はもうリオノーラを見ていなかった。

　眉まゆ根ねを険しく寄せて、自分の手を置いた場所を睨むように見つめている。

「団長？」

「ソルはどこへ行った？」

「ああ、あの子でしたら式の邪魔をするからって、村の人たちに……」

「そうか……そういうことか。妙に親切すぎるとは思っていたんだ」

　ハーヴェイが顔を上げ、広場で酔よっぱらっている村人たちの方に目を向ける。その眼差しは既に騎士のそれに変わっている。

「どうかしたのです──」

　か、まで言い終えないうちに、ハーヴェイはいまだ宴うたげが開かれている広場に向かって駆け出していた。







　リオノーラは花嫁衣装の裾を踏ふまないようにしながら必死で後を追いかけた。

「だん……ブライアン様、どうなさったんですか!?」

　しかしハーヴェイは答えない。そのままの勢いで広場に駆け込み、少女たちと歓かん談だんしていたメイに駆け寄った。

「ソルはどこだ!?」

「えっ？　ソル様ならさっきまでそこのテーブルでいちじくを食べて……」

　しかしメイが指差したテーブルには空の果物かごが置かれているだけで、灰色の体軀をした小さな竜の姿は見あたらない。

「ソルー！　どこに行っちゃったのー!?」

　リオノーラが声を張り上げたとき、うおっと誰かの叫さけび声ごえが聞こえてきた。声のした方を見ると、広場から出ていこうとしていた三人の男たちのうちの一人が手にしていたずた袋ぶくろがじたばたと蠢うごめいている。ちょうど、幼竜が入りそうな大きさの袋ふくろの中で何かが暴れている。

「ちっ、おとなしくしてろ！」

「まさか……」

　即座にハーヴェイが反応した。リオノーラの横を風のように駆け抜けていき、あっという間に男たちに追いついた。

「うわっ、なんだおまえ────」

　怯んだ男の手からずた袋をあっさりと奪うばい取とる。

「何しやがる！」

　男は慌てて手を伸ばしたが、ハーヴェイはそれを飛びのいて回かい避ひすると、ずた袋の口を緩めてみせた。すると中に捕らわれていたものが勢いよく飛び出してきた。

　やはりソルだった。ご丁寧に猿さるぐつわまで嚙まされているのをハーヴェイが外してやると、ソルは感謝するように彼の手に額をこすりつけた後、きゅう、と元気に鳴いた。

「ソル！」

　リオノーラが駆けつけると、ソルが胸に飛び込んできた。優しく抱きしめて頭を撫でてやる。幼竜は短い尾をぶんぶんと振って応じた。

「で、これはどういうわけ？」

　ハーヴェイが腰に手を当ててあきれた眼差しを向ける。男たちは苦しげにうめきつつも、視線を交かわしあった。

「知らねえよ。俺たちは果物をいくつか持って帰ろうとしただけだ。そしたら、そいつがいつの間にか袋に紛まぎれ込こんでて……」

「ふーん。じゃあその果物は？　ソルしか入ってなかったけど？」

「だから、知らねえよ！　そいつがみんな食っちまったんだろ！」

「苦しい言い訳だねえ」

「だん……ブライアン様、どういうことなんですか？　なぜこの人たちがソルを？」

　リオノーラはまだ状況がよくわかっていなかった。

「ソルを拾ったときに竜の密売人の話をしただろ？　こいつらがそれか、そのお仲間だよ」

「ええっ!?」

　思わず男たちをまじまじと見つめる。男たちは気まずそうに視線を逸そらしている。

「でも、この村の人たちは天竜教の教え以上に竜を大切に崇めているんですよ？　その竜を売り飛ばすなんてこと、するでしょうか」

「さっきこいつらがソルを『そいつ』って言ったのを聞いてなかった？　竜を崇めている村人はみんなソルをそういうふうには呼ばない」

　確かに、メイたちはソルを『ソル様』と呼んでいたし、名前を知らない人は『竜様』と声をかけていた。

「まさか、結婚式を挙げてくれたのは……」

「結婚式の騒ぎに乗じてソルを奪うばうためだったんだろうさ。見ず知らずの旅人なんかに親切すぎてちょっと気持ち悪いなーとは思ってたんだよ」

　ハーヴェイは毒のある言い方をして、せっかく整えた髪を乱暴に搔いた。好青年の演技は終しゆう了りようしたらしい。

「どうしてこんなことを……あなたたちはわたしたちなんかよりもずっと竜を大切にしていたのではなかったのですか？」

「──あんたたち、またやったのね！」

　鋭い非難の声に振り向くと、メイがやってきていた。険しい眼差しとつり上がった眉から怒りが伝わってくる。

「あんたたちが馬鹿やったせいでシルケ様に愛あい想そを尽かされたっていうのに、おまけにソル様にまで手を出して……あんたたちは反省って言葉を知らないの？」

「うるせえ、ガキは引っ込んでろ！」

「金がいるんだよ、金が！　一気に借金を返すチャンスなんだ！」

「あんたたちのせいで、シルケ様は……！」

　メイが勢いよく通り過ぎていった。怒りにまかせて男たちに飛びかかっていく。竜に対する信仰心がとりわけ強い彼女には、男たちの行いは許せない蛮ばん行こうだったのだろう。気持ちはわかるが状況が悪い。

　男が短剣を取り出すところが見えて、気がつけばリオノーラも飛び出していた。

「メイ、だめ！」

　制止するのは無理と悟り、慌ててメイを突つき飛とばす。彼女を迎むかえ撃うつべく短剣を構えていた男が、勢い余って飛び込んできた。

　とっさに腰へ手を伸ばしたものの、もちろんそこにいつも下げている騎士団支給の剣はない。花嫁衣装の柔らかな生地が触れるだけだ。切っ先が目の前に迫る。

（刺さされる）

　思わず目をつぶったが、痛みも衝しよう撃げきも来なかった。おそるおそる目を開けると、そこにあったのは大きな背中だった。

　ハーヴェイだ。その右肩から袖そでが大きく裂さけて、血が滲にじんでいる。

「だん……っ！」

「かすり傷だ。それよりも……」

　ハーヴェイは苦々しくつぶやくと、ちらりと男たちの方へ目を向けてみせた。

　メイが男の一人に摑まっていた。背後から羽は交がい締じめにされ、喉のど元もとに短剣を押しつけられて悔くやしそうに顔を歪ゆがめている。

「こいつを傷つけられたくなかったら竜をよこしな！」

「渡しちゃだめよ！」

　メイが苦しい体勢ながら声を張りあげてくる。もちろん、ソルを密売人などに渡すつもりはない。しかし、このままではメイが危険だ。

（どうすれば……）

　メイに気を取られていたときだった。

　肩を何かが掠かすめていった感かん触しよくがして目を向けると、さきほどまで留まっていた幼竜の姿がなかった。

　いつの間にか背後から忍しのび寄よってきていた、第四の男の持つ網あみの中でソルが暴れている。

「ソル！」

　リオノーラは飛び出していこうとして、ハーヴェイに腕を摑まれて制止された。

「メイの二にの舞まいになる気か！」

「ですが、このままではソルが……！」

　言い争っている間にも、ソルを捕らえた網を持つ男が背を向けて駆け出していく。

「待って！」

「きゅう、きゅう──」

　ソルが網の中でもがきながら、さらに大きく口を開いた。




　──キュウウウウアアアアアアアッ！




「……っ！」

　つんざくような鋭い鳴き声に鼓こ膜まくが痛みを覚えるほど震え、リオノーラはたまらず両耳を押さえた。

　ものすごい声だ。体が勝手にすくみ上がってしまう。

　ハーヴェイや他の男たちも同様に両手で耳を塞いで顔をしかめており、この隙すきにと逃げ出したメイが足をもつれさせている。助け起こそうとしたら強い眼差しで拒きよ否ひをされた。

「ソル様を……！」

　急いで振り返ると、ソルを捕らえた男は網を持ったままなんとか両耳を押さえていた。音に気を取られていて隙だらけだ。いまがチャンスだ。

　リオノーラは地を蹴けると、男に体当たりをした。男の手から網がこぼれ落ちるが、ソルは絡まっていて出てこられない。

「何をしやがる！」

　男が怒りをあらわに手を伸ばしてくるのを見て、ひょいと屈んで回避する。頭を摑み損そこねた指先は花嫁衣装のヴェールだけをかっさらっていった。

　それをかなぐり捨てて、男が短剣を構え直した。

「このガキ！」

「ノーラ！」

　ハーヴェイがリオノーラと男との間に体を割わり込こませた。

　体を半身にして男の短剣を回避し、脇わきを通過していったそれを腕ごと抱えるようにして摑み、足払ばらいをかけて転てん倒とうさせる。

「団……」

「ソルを！」

　言われるままにソルの方へ目を向ける。

　幼竜は自力で網の中から抜け出したところだった。ほっとして駆け寄ろうとしたそのとき、頭上から何か大きなものが迫ってくる気配を感じた。

　導かれるように振ふり仰あおぎ、絶句する。

　夜空を白っぽいものが塞いでいた。雲ではない。巨きよ大だいな竜の腹だ。見慣れた翼竜のものよりも数倍大きい。

　内側から輝いているかのような不思議な色合いの鱗から、金色の粒りゆう子しが漏れている。

「夢竜……!?」

「シルケ様──」

　メイが両手を胸の前で組んでうっとりと呟つぶやきながらその場に倒たおれ込こむ。彼女だけではない。広場に集まって騒いでいた人々やそこへ料理の追加を運んでいた者たちまでもが、ばたばたと倒れていく。

（そうだわ、夢竜の粒子を吸すい込こむと……）

　はっと我に返り、慌てて口元を手で押さえる。赤いまどろみ草の花弁を飲んではいるが、どこまで効果があるかわからない。

　とはいえ、ソルをさらおうとした男たちが無事でいるところを見ると、彼らはシルケを捕らえるために予防としてまどろみ草を飲んでいる可能性が高く、きちんと効果があると思ってよさそうだ。

　意識を保つことを優先したリオノーラの目の前に夢竜が滑すべるように舞まい降おりてきた。あまりの風圧に花嫁衣装が激しくなびき、まとめていた髪がほつれて解けてしまう。

　夢竜が滑かつ空くうの勢いを殺さずに低空飛行していく先には、鳴きやんだばかりのソルがいた。何が起きたかわからないでいる幼竜を、夢竜は大きな顎の先でくわえ込んで、そのまま上じよう昇しようしていく。

「ソル！」

　どうしたらそんな巨きよ体たいで素す早ばやく動けるのか、夢竜は砂を舞い上がらせながら飛び立っていった。追いかけたくても、空へ逃げられてはどうしようもない。

　次し第だいに小さくなっていく竜の後ろ姿を未練がましく眺めていると、別の翼の音が聞こえてきた。夢竜が去っていったのとは反対方向から、翼竜の影かげが下降してくる。

「アクセル!?」

　しかし、近づくにつれて別の翼竜だと気がついた。

「悪いが人違い、いや竜違いだ」

　竜の背から響いてきた声は、聞き覚えのあるものだった。竜上の人影が顔を出す。夢竜の催眠粒子を吸い込まないためか、布で顔の下半分を覆ったその男は、ルカだった。

（どうしてこの人が竜の背に？）

　わけがわからずにいると、目の前に手のひらが差し出された。

「乗れ。夢竜を追つい跡せきする」

「…………！」

「ノーラ、だめだ！」

　ハーヴェイが村の男を拘束しながら声を張りあげてくる。

　冷静に考えなくとも、彼が正しいのはわかる。上司の指示に従うべきだ。

　だが、いまを逃のがせば二度と夢竜に追いつけないかもしれない。

　そうなったら、ソルはどうなるのだろう。

　リオノーラは意を決してルカの手を取った。そのままぐいと強く腕を引かれて、竜の上まで持ち上げられる。

「ノーラ！」

「ごめんなさい！　わたし、ソルを連れ戻してきます！」

　ルカが竜具の手た綱づなを引く。

　それに応えるように翼竜が大きく翼をはばたかせると、一気に上昇していった。
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　花嫁衣装の裾をはためかせて遠ざかっていく竜の騎き影えいを見上げながら、ハーヴェイは激しく舌打ちした。

「あの野や郎ろう……！」

　胃のあたりがむかむかしてくるほど腹立たしい。

「なんでまた竜騎士が」

「昼間のやつの仲間か!?」

　男たちの動揺した声が耳に入った。

　昼間のやつ、というのはジェレミアのことだろう。

　大口を叩いておきながらルカに逃げられるあたりまだまだ甘いが、相手が一枚も二枚もうわてだったのならしかたがない。

（いつから村を見張ってたんだ？）

　エリオットについていろというこちらの指示に従わなかっただけでなく、いましかないというタイミングでリオノーラに手を取らせた。ずっと様子をうかがっていなければできない芸当だ。

（本当に夢竜を追ったんだろうな？　騙してさらったのだとしたらただじゃおかない）

　ハーヴェイはもうルカをエリオットの従者だとは思っていない。従者ならば昏睡状態の主を異国の人間のもとに残して単独行動などするはずがないからだ。

（目的はなんだ。なぜノーラを狙う）

　エリオットの指示で捜しているようには思えない。むしろルカが自分の意思で捜していると言われた方が理解できる。

　すぐに追いかけてリオノーラを奪だつ還かん、ついでにソルを回収したいところだが、いまは足もとい翼がなかった。

（アクセル！　早く来てくれ）

　契約があるからには、気持ちは通じているはずだ。こちらに向かっているのはわかっている。信しん頼らいしている。しかしいまは一刻を争うのだ。

　やきもきしていると聞き覚えのある翼の音が響いてきた。

　遅おくれて上空にアクセルがやってくる。待ちわびた姿にほっと息を抜いた。

「アクセル！　すぐに俺を──」

　言いかけて思いとどまる。

　村の男たちも倒れた村民たちも、放置しておくわけにはいかないだろう。怪け我がをしている者がいないか確認して、いたら手当てをし、安全なところへ移動させる必要がある。やらなければならないことが山積みだ。

「こっちのことはいいから、ノーラたちを追ってくれ！」

　アクセルは小さくうなずくと、そのまま上昇し、夢竜やリオノーラたちの去っていった方へ向かった。それでいい。

（頼んだぞ）

　リオノーラのことはアクセル一人、いや一頭に任せても大丈夫だろう。

　あらためて男たちの方を振り返ると、さすがに注目されていた。無理もない。

「あ、あんたいま竜と話して……」

「おまえも竜騎士だったのかよ。騙しやがったな！」

　竜騎士と知って少しは怯んだものの、やる気は失っていないようだ。本来ならばこういう身みの程ほど知しらずは嫌いではないのだが、今回は間が悪かった。

「騙さなきゃならないような事態を作ったのはあんたらだろ。夢竜のことがなけりゃあ、俺たちはいまごろ楽しく訓練してたってのにさ」

　ハーヴェイは腰に手を伸ばして、そこに愛用の剣がないことを思い出した。しかたなく胸元から短剣を取り出し、鞘さやを抜いて構える。

「悪いけど加減はできないよ。花嫁を奪われたばかりでむかついてるんでね」
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　強い向かい風にリオノーラは目を細めていた。冷たい夜風が容よう赦しやなく肌はだを撫なでて体温を奪うばっていく。

　月のない夜空は思ったよりも暗く、前方を飛んでいるはずの夢竜の姿はまだ見えてこない。目を凝こらして身を乗り出そうとしたところで後ろから抱だきすくめられた。

「ひゃあ！　いきなり触さわらないでください！」

「落ちそうだったから支えただけではないか」

　ルカが平然と言ってくる。何者かわからない男に無防備な背中をさらしているという状じよう況きようが落ち着かない。

「ずいぶん粗そ末まつな花はな嫁よめ衣い装しようだな」

　大切な借り物を馬ば鹿かにされてむっとする。

「わたしはそうは思いません。愛情を込こめて縫ぬわれていますし、可か愛わいらしいと思います」

「村人に遠えん慮りよしているのか？　正直に言えばいい。おまえのような境きよう遇ぐうで育った娘むすめにはふさわしくない衣装だろう」

　おまえのような境遇というのは、王宮暮らしのことだろうか。カマをかけてくるあたり、まだ〝リオノーラ王女〟だと確信するまでには至っていないようだ。

「そうですね。やっぱりわたしには竜騎き士し団の隊服の方が肌になじみます」

　リオノーラはすっとぼけて視線を手元に落とした。

　紫むらさきがかった褐かつ色しよくの鱗うろこをした竜だ。顔立ちに鋭するどさがあり、なんとなくルカに似ている。

「あなたも竜騎士だったのですね」

　レイブラの竜騎士ではなさそうですけど、と胸中で付け加える。ならば貿易商などで働く在野の竜騎士、いや竜使いだと考えるべきなのだろうが、偉えらそうな態度や堂々とした振ふる舞まいはどう見ても平民のそれではない。

「あなたは何者なのですか？」

「いまおまえが言っただろう。レイブラの竜騎士だ」

　噓うそつき、と言いたいところをぐっとこらえる。レイブラの王宮で見かけたことがない、などと〝ノーラ〟は言えない。

「見えてきたぞ」

　ルカの言うとおり、前方に夢竜の後ろ姿が見えてきた。

　翼よく竜りゆうの方が体が軽いぶん飛行速度があるらしく、長い尾おへと着実に迫せまっていき、ついには追いついた。

　シルケの下方から近づいていき、腹の下を通過していく。あちこちの鱗が剝はがれ、細かい傷があり、血が滲にじんでいることに気がついた。自然にできた怪け我がではない。対人用ではない大がかりな武器を用いてつけられた傷ばかりだ。

（ひどい……）

　さきほどの男たちのしわざだろう。傷つけ、弱らせてから捕ほ獲かくしようとしたのだ。

　しかし失敗した。

　シルケは痛みからか、あるいは信しん頼らいしていたはずの村人に攻こう撃げきされたショックで恐きよう慌こう状態にでも陥おちいったのか、催さい眠みん粒りゆう子しを振ふりまきながら飛び回りつづけている。

　夢竜も助けたいが、まずはソルを救出する方が先だ。喉のどの下から口くち許もとの近くへ迫ったところで、大きな顎あごから生えた歯の隙すき間まから幼い竜がはみ出していた。歯の一本にかろうじてしがみついてはいるが、強い風に煽あおられていまにも落ちそうだ。

「ソル！」

　リオノーラが名を呼ぶと、ソルはすぐに気がついて顔を向けた。口が動いたので鳴いたようだったが、かぼそい声は風にかき消されて聞こえなかった。

「シルケ！　お願い、速度を落として！　このままだとソルが落ちちゃうわ！　どこか安全な場所に──」

　しかし、シルケは無反応だ。リオノーラたちが近くにいることにも気づいていないらしく、まっすぐ前だけを向いて飛びつづけている。

「無む駄だだ。この竜は正気を失っている。あれを見ろ」

　ルカが指差した先には右前まえ肢あしがあり、鱗と鱗の隙間に一本の矢が刺ささっている。通常の矢では竜を傷つけられないはずだから、密みつ猟りよう用の特殊な矢だろう。こころなしか刺さったところが黒っぽく変色して見える。

「竜の密猟者がよく使う『月の妖よう精せい』という麻ま薬やくの症しよう状じようだ。鎮ちん静せい効果のある薬だが、体質に合わないと拒きよ絶ぜつ反応が起き、死ぬまで暴れつづけることになる」

「そんな……解げ毒どく薬は？」

「『月の妖精』は必ず解毒薬とセットで取引される。夢竜を傷つけた者が持っているのではないか？」

　つまり、いまはシルケを助ける手段がないというわけだ。村に戻もどり、密猟しようとした男たちを問いただす必要がある。

「それよりいいのか、ちびが落ちるぞ」

　そうだった。ソルは必死にしがみついているが、体力が落ちてきているのが目に見えてわかる。ひとまず夢竜のことは後回しにした方がよさそうだ。

「あの子の真下に移動してください」

「承知した」

　すぐに翼竜が体を滑すべらせて、ちょうどソルがリオノーラの頭上にくるように移動してくれた。しかしまだ距きよ離りがあって手が届かない。ルカでも無理だろう。

「もっと近づけませんか？」

「無理だ。翼つばさがぶつかる」

　ソルの方に飛び降りてもらわなければならないようだ。

　リオノーラは翼竜の上でそっと立ち上がった。たまらずルカが腰こしを抱いて支えてくれる。この男に触ふれられるのは苦手だが、ソルのためにもいまは頼たよるしかない。

　めいっぱい手を伸のばして、声を張り上げる。

「ソル、聞こえる？　こっちに飛び降りてきて！　ちゃんと受け止めるから」

「きゅう！」

　かぼそい声が響ひびいてきた。怖こわくて無理だと言いたいのかもしれない。

「怖いかもしれないけど、頑張って！　絶対に受け止めるから、わたしを信じて！」

　幼よう竜りゆうの小さな体はいまにも風に吹ふき飛とばされそうになっている。震ふるえているように見えるのは風圧のためか、それとも恐きよう怖ふからだろうか。

「お願い、信じて！」

　もう一度声を嗄からした瞬しゆん間かん、幼竜の体が宙を舞った。そのまま真下に落ちてくるかと思ったが、風の抵てい抗こうを受けて流された。リオノーラの手をすり抜ぬけていく。

「だめっ！」

　慌あわてて翼竜の背を蹴けってさらに手を伸ばすと、かろうじて指の先にソルの前肢の鉤かぎ爪づめが引っかかった。爪が肌に食くい込こんで痛みが走ったが、構わずに握にぎり込んで引き寄せる。

「ソル！」

「きゅう……」

　そのまま二人手を繫つないだような格好で落下する──と思えた瞬間、足首を摑つかまれた。逆さかさ吊づりになって足の方を見上げると、ルカが珍めずらしく安あん堵どの息を吐はいていた。

「無茶をする……」

「す、すみません」

　リオノーラはそのまま引っ張り上げられ、翼竜の背に戻された。ようやく人ひと心ごこ地ちついてこっそりと息をつく。まさか、この人に命を救われるとは思わなかった。

「あの、ありがとうございました」

「礼を言われることではない。私の都合で助けただけだ」

　ルカはつまらなそうに言ってそっぽを向いた。悪い人ではないのかもしれない、と一いつ瞬しゆん思いはじめたとき、腕うでの中でソルがなぜか焦あせったように身じろぎした。必死に顔を上げて、きゅう、とせつない鳴き声をこぼす。

　怖かったのだろうかと思ったが、何かをじっと見上げていることに気がついた。つられて目を向けた先には、遠く上方へ移動していってしまった夢竜の姿があった。

「ソル、あなたもしかしてシルケの……」

　生まれたばかりの竜は無む垢く竜であり、竜の種別が決まっていない。

　希少種である夢竜の子として生まれたとしても、それは同じだ。

　ソルがシルケの子なのだとしたら、助けに来る必要はなかったのだろうか。かといってあのまま放っておいたら間ま違ちがいなくソルは振ふり落おとされていただろう。

「さて、もう用はすんだな」

「いえ、まだです！　すぐにギザナ村に戻ってください。『月の妖精』の解毒薬を手に入れないと、シルケが……」

　次は母竜を救出する番だ。村に戻り、男たちから解毒薬を回収しなければならない。

　だがルカは不思議そうに眉まゆ根ねを寄せてみせた。

「その必要はない」

「え……」

「夢竜のことも、竜騎士団のことも忘れろ。おまえはもうやつらと関わることはないのだからな」

　物ぶつ騒そうな物言いだった。さすがに不ふ審しんに思い、リオノーラは慎しん重ちように聞き返した。

「どういう意味ですか？」

「おまえはこのまま、オルダートへ連れ帰る」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

　二度三度と瞬またたきを繰くり返かえしているうちに、ずっと疑問に思っていたことが頭の中で次々と繫がっていく。

「あなたはオルダートの方だったのですね」

　だとしたら、〝リオノーラ王女〟を捜さがしていた理由も、オルダートへ連れていこうとする理由もある程度は想像がつく。

（わたしを人ひと質じちにしたいんだ）

　おそらくライオネルとシャーロットの結けつ婚こんによってヴァンレインとレイブラの関係が深まり、手を組まれては困ると考えたのだろう。もう一人いるはずの王女を人質に取れれば、レイブラは表立ってはヴァンレインに協力できなくなる。

「驚おどろかないのだな」

「驚いてますよ。わたしなんかをさらって何がしたいのかはわかりませんけど。そんなにこの髪かみが珍しいですか？　見せ物小屋に高値で売れるくらいに」

「よく言う。気づいているのではないか？」

「なんのことかわかりません。わからないといえば、オルダートの方がどうやってエリオット殿でん下かを脅おどして従者になったのですか？」

　敵対する国の人間の身分を偽いつわって友好国に連つれ込こむなど、ばれたら一大事だ。国同士の関係を悪化させかねない。そんな愚ぐを犯おかすほど兄は馬鹿ではないはずだが、それを行ったということは大きな理由があるのだろう。

「人聞きの悪いことを言う。エリオットは友人だ。それとも、私がエリオットと友人ではないという確証があるのか？」

「友人だという証しよう拠こもないでしょう」

「証拠は否定する側が用意するものだ。それにエリオットも目を覚ましたら、私を友人だと認めるだろう」

「では、まずは目を覚ましてもらわなければいけませんね」

　リオノーラは立ち上がった。

　すぐさまルカが支えようと手を伸ばしてきたが、振ふり払はらって距離を取った。安定しない足場と強風に体勢を崩くずしつつも、なんとか踏ふみとどまる。

「やめろ。落ちるぞ」

「平気です。わたしは竜騎士ですから」

「その幼い竜に何ができる。契けい約やくもまだだろう」

　ルカはリオノーラの竜騎士としての相棒はソルだと勘かん違ちがいしているようだ。かえって好都合だ。

「さあ、どうでしょうね」

　リオノーラはソルを抱かかえながらじりじりと後退していった。足が背中から尾の付け根にたどり着く。

「本当に落ちるぞ。馬鹿な真ま似ねはするな。意地を張らずに手を摑め」

　ルカが手を差し出してくるが、視線で拒絶する。

　これからやろうとしていることに緊きん張ちようで心臓が痛いほど高鳴っていた。

（大だい丈じよう夫ぶ。きっとうまくいく）

　ソルが自分を信じて飛び降りたように、自分も信じるのだ。

　竜を信じられない者に、竜騎士になる資格はない。

　深呼吸をして気持ちを落ち着けると、リオノーラは意を決して竜の背を蹴った。

　何もない空へ背中を預けるように落下していく。

　ルカが驚きよう愕がくに表情を歪ゆがめるのが見えて、少し胸がすく気がした。自然と笑え顔がおになって、声を張り上げる。




「受け止めて！　──アクセル！」




　自由落下によるものとは異なる風が吹いた。

　あるいは、凪ないだ。

　背中の下に大きなものが滑すべり込こんできて、丁てい重ちようにすくい上げるように体を受け止められる。着地の衝しよう撃げきはほとんどなかった。手をつくと慣れ親しんだ鱗の感かん触しよくが伝わってきて、ますます笑えみが強くなった。

　リオノーラは飛び起きると、大きなうなじに全身で抱きついた。

「ありがとう！　来てくれると信じていたわ！」

　腕を伸ばして額の角の間を撫なで回まわすと、アクセルは当然だと言わんばかりに鼻息を荒あらくさせた。
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　ギザナ村へ戻ると、広場のあちこちで眠ねむりこける村人たちの姿が見えた。夢竜の催眠粒子で熟じゆく睡すいさせられており、ざっと見み渡わたしたところ起きている者はいなそうだ。

　村人たちは整然と並んで寝ねているわけではないものの、人じん為い的に集められたとしか思えない寝かされ方をしている。おそらくハーヴェイがやったのだろう。

　アクセルが広場の隅すみに着地すると、リオノーラは背中から飛び降りた。肩かたにはもちろんソルが乗っている。

「ありがとう、アクセル。おなかすいてない？」

　あらためて感謝を告げてねぎらった。アクセルが駆かけつけてくれなかったら、どうなっていたかわからない。

　するとアクセルはくいっと顎をしゃくって、テーブルに置かれた果物かごを指し示した。桃ももやいちじくに紛まぎれて一個だけ林りん檎ごが盛られている。

「本当に林檎が好きね」

　リオノーラが林檎を放ってやると、アクセルはぱかっと開けた口で受け止め、満足そうに飲み込んだ。

「ノーラ」

　呼び声に振り向くと、ちょうどハーヴェイが眠る老人を背負って広場へやってきたところだった。もう駆かけ落おちした貴族のボンボンを演じる必要がなくなったからか、重たい上着を脱ぬいでシャツの袖そでを腕まくりしている。

「だ……ブライアン様、よくぞご無事で」

　しかし彼かれは無反応だった。適当な場所に老人を横たえさせてから、無言で向かってくる。いつになく険しい表情だ。唇くちびるは引き結ばれ、眉根には皺しわが刻まれている。

　彼が怒おこっているのは一目でわかった。

「あの、すみません、怒ってますよね？　勝手な行動をしてしまい、申し訳ありませんでした！　以後気をつけます！」

　ハーヴェイはすぐ目の前まで来て足を止めると、右手を振り上げた。ぶたれるかと思って目をつぶった瞬間、頰ほおをむぎゅっとつままれた。

「痛っ!?　ひゃにほふふんへふは！」

「何をするんだって？　そりゃ俺おれのセリフだ。なんっつー無茶をするんだよ。心臓が止まるかと思ったぞ！」

　さらに強くつねられる。ほっぺたが伸びてしまいそうだ。

「いひゃいいひゃい！　ひゃめへふははい！」

　ハーヴェイの手首を両手で摑んで必死に引きはがそうと試みるが、びくともしない。魔ま力りよくを膂りよ力りよくに載のせる、という手もあったが、頰が痛くてとても集中できなかった。

　するとリオノーラを助けようと思ったのか、ソルが肩から飛び降りてハーヴェイの手に嚙かみついた。もっとも、歯が生えそろっていないのでたいして痛くもないだろう。

「……ソル。俺はいまとても大事な話をしてるから、邪じや魔ましないでくれるかな？」

　フーッ！　とソルは腕に嚙みついたまま、鼻息で抗議する。

「ひょる、ひゃめへ！」

　ソルやめてと言ったつもりだったが聞き取れなかったのか、幼い竜は言うことを聞いてくれない。

　ハーヴェイは諦あきらめてリオノーラの頰から手を離はなした。それでようやくソルも嚙みつくのをやめて、再び肩の定位置まで戻った。

「アクセルもいたし、ルカの好きにはさせないとは思っていたけどね。夢竜を追いかけるふりをしてレイブラまで飛んでいかれる可能性もあったんだからな」

「あ、それは本当にされそうになりました。レイブラではなかったですけど」

「ほらみろ！　で、レイブラじゃないならどこだって？」

「オルダートと言っていました」

　ハーヴェイが露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「従者じゃないとは思っていたが、なんでオルダート人がエリオット王子と？　いや、それよりもオルダートがあんたをほしがっているっていうことは、やっぱり人質か」

　彼もすぐに思い至ったらしい。ライオネルとシャーロットが婚こん礼れいを挙げた直後にオルダートがリオノーラ王女を求める理由として真っ先に思いつくのはこれくらいだろう。

「となると、あんたの母親がヴァンレインへの潜せん入にゆうを押おし進すすめた理由もそれだな」

「えっ？　お母様？」

　急に母の話を出されて驚いた。

　ハーヴェイは神しん妙みようそうにうなずいてみせる。

「妹を守れとかうるさくて邪魔だとかいうのは建前で、あんたをオルダートの人質に差し出させられる前に逃にがしたかったんだろう。あんたのためにも、レイブラのためにも」

「わたしと、レイブラのため……」

　胸むねの奥おくがとくんとあたたかくなってきた。

（わたしは国を出て初めて、王女として役に立ったんだ）

　そう思えば、ますますレイブラに帰るわけにはいかない。

「ルカさん……あの人は何者なんでしょうか。お兄様との関係もわかりませんし、オルダートの偉い人の命令で動いているようなのは想像できるんですけど」

「そのことなんだが、オルダート人って聞いたら、やっぱり会ったことがある気がしてきたよ。どこかの戦場で戦った相手かもしれない」

　ハーヴェイは顔をしかめて虚こ空くうを眺ながめ、喉のど元もとをさすりながら言った。思い出せそうで思い出せずにいるようだ。

「顔を覚えていないんですか？」

「オルダートの騎士は上級騎士や将軍になると仮面のついたフルフェイスの兜かぶとを被るから顔がわからないんだよ。鳥をモチーフにしたものとか、王族だと獅し子しとか竜とかね……それで、そのルカはどこにいったんだ？」

「わかりません。空で別れたので……この村に攻せめてこないところを見ると、夢竜の後を追って、わたしが戻ってくるのを待っているかもしれません」

「なんであんたが戻るとわかるんだ？」

　リオノーラは空で起きたことを説明した。

　夢竜は『月の妖精』を塗ぬった毒矢で暴走しており、解毒薬は密猟者の男たちが持っていること、そしてシルケはソルの母親である可能性が高いことを順に話すと、ハーヴェイはなるほどと両りよう腕うでを組んだ。

「だからシルケはソルの悲鳴を聞いて駆けつけたんだな。麻薬で暴走状態だったから余計に危険にさらしちまったけど。この村が昏こん睡すい事件の被ひ害がいに遭あってなかったのも、かつて守っていた村だから無意識に避さけていたのかもしれない」

「わたしもそう思います。ところで、村人たちを目覚めさせなくていいんですか？」

　結けつ婚こん式しきで使用した花弁の残りがまだどこかにあるはずだ。このまま放置しておくのはよくない気がする。

「まだいろいろ尋じん問もんしたいことがあってね。向こうに連中を縛しばり上あげてあるんだ」

「ああ、さっきの密猟者の人たちですね」

「うん。あとついでに村長も」

「……村長さんも？」

　意味がわからずに聞き返すと、ハーヴェイはいたずらっぽく笑ってみせた。







　向かった先は村長の屋や敷しきだった。その庭の軒のき下に神父の法ほう衣えを着たままの村長と、密猟者の男たちがそれぞれ同様に縄なわで巻かれて芋いも虫むしのようになって転がされている。

「話が違うではないか！　ソル様を売り飛ばそうなどと、私は聞いておらんぞ！」

「うるせえな！　いまどき守り竜なんていたってなんの得にもならねえだろうが！」

「守り竜にするくらいなら売り飛ばした方がいい酒が飲めるってもんだ」

「おまえたち……おお天なる竜の神よ、罪深き者たちをお許しください」

　ぎゃあぎゃあと言い争う声に、リオノーラは軽い頭痛を覚えて額を押さえた。

「ええと、なんとなく事情は察しました」

　男たちはソルを奪って新たな村の守り竜にしてはどうか、と提案して村長を抱き込み、駆け落ちカップルの結婚式を開かせたようだ。

　だが男たちの本当の目的はソルを密売人に高値で売り飛ばすことであり、それをいまごろになって知った村長が激げき怒どしている。彼らの会話からそこまで読み取れた。

「だいたいまどろみ草だって売ればいいじゃねえか」

「シルケが暴れ回っているせいであちこちで被害が出てるんだしよ、いまなら高く売れるってのに」

「馬鹿を言うな！　シルケ様のお体に触れたまどろみ草で金もうけをするなど、もってのほかだ！」

「たまたま踏まれて色が変わっただけだろ。もったいぶるようなものかよ」

「はーい、みなさんそこまでにしてね」

　ハーヴェイが投げやりに声を張り上げて、ぱんぱんと手を叩たたいた。村長たちがはっとして、悔くやしげに黙だまり込こむ。

「駆け落ちだなどと、よくも騙だましおったな。竜騎士め」

「そっちだって騙したんだからおあいこでしょ。そもそも、そこの盗人ぬすつとさんたちが夢竜を傷つけなきゃ、俺たちだってこんなことしなくてすんだわけだしね」

「夢竜を……シルケ様を傷つけただと？　なんと罰ばち当あたりな」

　シルケを捕獲しようとしたことについては初耳だったようだ。村長は目をつり上げて密猟者たちを睨にらみつけたが、反省の色もなくそっぽを向く彼らにもはや言葉もないらしく、深々と嘆たん息そくした。

「なんと申したらよいのか……この村の代表として恥はずかしく思う」

「何が恥ずかしいんだよ。生きるためじゃねえか」

「そうだぞ村長。それにこいつら竜騎士団のトップのやつなんか、竜を傷つけるどころか殺してるんだぜ？　もっとひどいだろうが」

「……っ！」

　リオノーラは思わずハーヴェイを見上げた。

　彼は静かに村長たちを見下ろしている。平然としすぎていて、横顔からはなんの表情も読み取れない。

「それも野生とか他人の竜を殺したんならまだしも、自分の契約竜だぜ？」

「罰当たりってんなら、そいつの方が何百倍もやばいだろ」

「そうそう。そいつがお咎とがめなしだってんなら、俺たちだって無罪だろ」

　男たちはへらへらと下品な笑みを浮うかべて、口々に言い合った。反省の色がないだけならばまだしも、この言いぐさはさすがに我が慢まんの限界だ。

「一いつ緒しよにしないでください！」

　自分でもびっくりするほど大きな声が出た。

　村長も密猟者たちも目を丸くしてこちらを見上げている。

「ノーラ？」

　隣となりからハーヴェイも驚いたように声をかけてきたが、構わなかった。これ以上、黙って聞いてなどいられなかった。

「団長はこの国と国民を……あなたたちも含ふくむみんなを守るために、契約竜とともに犠ぎ牲せいになろうとしたんです！　それがどれだけつらい決断だったか、あなたたちにわかりますか!?　結果的にご自身は生せい還かんされましたけど、それは竜に守られたからであって、死ぬ覚かく悟ごだったんです！　大切な竜を失って、ものすごく苦しんできたんです！」

「ノーラ」

「なのに、なんですかその言い方は。私利私欲のために竜を痛めつけて平気な顔をしているあなたたちと一緒にしないでください！」

　気がつけば、頰を熱い涙なみだが伝っていた。

　慌てて手で拭ぬぐうが、拭ふいても拭いてもこぼれてきて止まらない。

　悔しかった。

　なぜ命いのち懸がけで戦い、大切なものを失った彼が嘲ちよう笑しようされなければならないのだろう。

　もちろん彼を尊敬し、英えい雄ゆうともてはやす者たちもたくさんいる。すべての者に愛される人間などいるわけがない。

　それでも、少数派の意見であっても、彼が貶おとしめられるのは見ていられなかった。

「だ、団長は絶対に、自分の、都合で……竜を傷つけたりなんかっ」

　嗚お咽えつをこらえながらなおも続けようとすると、ぽん、と頭にあたたかいものが触れた。

「もういいから」

　ことさら穏やかな声こわ音ねに思わず肩が震える。

　はっとして見上げると、穏やかな藍あい色いろの双そう眸ぼうがこちらをしっかりと見つめている。

「大丈夫だから、泣かないでよ。俺はこういうの慣れてるからさ」

　ハーヴェイはくしゃりと眉を下げて苦く笑しようする。おどけたような表情があまりにもいつもどおりすぎて、かえって胸が締しめつけられた。

「慣れてるからって……平気なわけではないでしょう。痛みを感じないわけではないでしょう……？」

　ハーヴェイが息を吞のんで手を引っ込める。

　それを見て確信した。彼は噓がうますぎるのだ。だからいとも簡単に、自分自身をも騙せてしまう。

「団長が本当は繊せん細さいな人だってわかってるんです。『なるようになる』って言って本当になんとかしてしまうのは、行き当たりばったりなんかじゃなくて、常にいろいろな可能性を想定して行動しているから、何があっても対処できる自信があるからです。気づいていないと思いましたか？　わたし、そこまで鈍にぶくないですから」

　藍色の双眸がわずかに揺ゆれる。

　大丈夫、自分の言葉はちゃんと彼に響いている。そう信じて続ける。

「たまに、団長の笑顔を見ていて苦しくなることがあります。どんなに上う手まく隠かくしていても、我慢して笑っているのがわかってしまうから。こんなときには特に。傷つきながら無理して笑うことになんて、慣れないでください……」

　最後まで一息に言い切ってから、リオノーラは息をついた。思いを吐はき出だしてすっきりしたぶん、冷静さが戻ってくるのも早かった。

「……生意気を言いました。すみません」

「いや。あんたには敵かなわないな」

　もう一度、彼の手がいたわるように後頭部に触れた。優やさしくなだめるように撫でてから、その手が背中に滑すべり落おちて優しく抱きすくめてくる。リオノーラはすっぽりと彼の腕に収まって、胸むな板いたに顔がうずまった。
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「前言撤てつ回かいするよ。俺のぶんまで泣いといてくれる？　そうしてくれたら俺はまたしばらくは、平気な顔してふんぞり返っていられそうだから」

　それからハーヴェイはリオノーラの耳元に唇を寄せて、自分にだけ聞こえる声で囁ささやいた。

「ありがとな」

「……う」

　さまざまな感情がこみ上げてきて、リオノーラは彼の胸板に突つっ伏ぷして泣いた。気がすむまで、彼を思って涙を流した。

　その間、ハーヴェイはずっと頭を撫でていてくれた。リオノーラの嗚咽が収まってきた頃ころになって、彼は思い出したように村長たちの方を振り向いた。

「悪いね、見せつけちゃって。普ふ段だんはあんまりこういうことはしないんだけど」

　その一言にぎょっとして、ハーヴェイの体を押おし退のけた。

（わ、わたしったら、つい……）

　恋こい人びと同士の演技はとうに終わっているのに、人前で抱き合ってしまった。

「あなたが竜騎士団長殿どのでいらっしゃいましたか」

　村長が諦めたように言うと、男の一人がちっと舌打ちした。

「てめえ、よりにもよって竜殺し本人かよ」

「どうりで馬鹿みてえに強いわけだ」

「竜にも乗ってねえ竜騎士に、四対一で負けるなんておかしいと思ったんだ。くそっ、ついてねえ」

　一人のぼやきを皮切りに、残りの三人も次々と不満を口にする。

　彼のことだから、きっとおちょくっているかのようにいとも簡単に倒たおしたに違いない。勇姿をこの目で見られなかったのが少し残念だ。

　ハーヴェイは負まけ惜おしみのたぐいを言われるのは大好物らしく、さきほどとは打って変わって心の底から嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「さて、と。それじゃあ、夢竜に使った薬の解毒薬を渡わたしてもらおうかな？」

　穏やかな声音から逆に迫はく力りよくを感じたらしく、密猟者たちはやっと降参したようにこうべを垂れた。
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　リオノーラたちは一度昏睡事件のあった村へ向かい、赤いまどろみ草がいっぱいに詰つまった麻あさ袋ぶくろを受け取ると、それをアクセルの背中にくくりつけた。村人たちはいたく感謝し、ぜひ礼をさせてほしいと申し出たが、ハーヴェイは丁重に断った。

　第だい一いち竜りゆう騎き隊たいの面々とライオネル、エリオット両王子を回復させ、さらに夢竜シルケの解毒処置をしなければならないのだ。やるべきことは山積みだ。

　途と中ちゆうの山小屋で着き替がえをすませ、隠しておいた武器を回収すると、リオノーラたちは野営地へ戻った。

　上空から見下ろしたかぎりでも、天幕群の周りには既すでに王宮から知らせを受けてきた騎士や医務官たちの姿が散見された。

　アクセルが降下していくと、真っ先にジェレミアが駆かけ寄よってきた。

「遅おそいぞ！」

　リオノーラは慌てて竜の背から飛び降りて、頭を下げた。たった一人でこれだけたくさんの看病を任されて、さぞや気をもんでいたことだろう。

「お待たせしてすみませんでした！」

「悪い悪い、こいつを手に入れるのに手間取っちまって」

　ハーヴェイは竜に跨またがったまま、後方に縄でくくりつけた麻袋を軽く叩いてみせた。

「それが解毒薬なのか？」

「見た目はただの花だけどね。一枚飲み込むだけでも効果はあるから、全員に行いき渡わたるように配分して飲ませてやってくれ」

「了りよう解かいした。ところでその、ルカのことなのだが……」

　ジェレミアの表情が苦く渋じゆうに曇くもる。逃がしてしまった責任を感じているのだろう。

「大丈夫です。さっき会いましたから」

「会っただと!?　変なことをされなかっただろうな？」

「ええっと」

　どこまで答えていいのだろう。

　ルカが実はオルダート人で、彼の国までさらわれそうになった話はできない。ジェレミアはリオノーラがレイブラの王女だと知らないのだ。それにルカにはソルの救出を手伝ってもらっているので、あまり悪し様に言いたくはない。

　困っていると、代わりにハーヴェイが答えてくれた。

「ルカのことはまた後で話すよ。正体もだいたいわかったし」

「本当か！」

「だが、まだ教えるわけにはいかないんだ。俺がいない間にエリオット王子への尋問大会がはじまっちゃっても困るからね」

　ジェレミアが怪け訝げんに眉根を寄せた。

「いない間って、またどこかに行くつもりか？」

「うん。ちょっと夢竜に会いにね」

「はあ？」

「──ボルドウィン卿きよう。少々よろしいでしょうか」

　近この衛え騎士隊の小隊長格の隊服を着た男が、肩を怒らせて近づいてきた。仕えるべき主を昏睡状態にされてかなり立腹しているようだ。

　ハーヴェイが苦笑して頰を搔かいた。

「あー、もしかして俺、殿下が倒れた責任を問われちゃったりする？　訓練中に押おし掛かけられて迷めい惑わくしたのはこっちなんだけどなあ」

「いえ、夢竜の件はジェレミア殿下よりうかがっております。そうではなく、貴き殿でんにはここで待機をしていただきたいのです」

「待機って？」

「じきに夢竜討とう伐ばつ隊が到とう着ちやくする予定ですので、ぜひその指揮を執とっていただきたく」

「夢竜討伐隊って！」

　リオノーラは思わず大きな声をあげた。小隊長に睨まれて慌てて口を押さえる。

「どういうことだ？」

　ハーヴェイも不快感をあらわにして聞き返した。

「ライオネル殿下ならびにエリオット王子、殿下の護衛官に第だい一いち竜りゆう騎き隊たい他ほか、多くの人々に被害が出ております。よってこれ以上は国家の存亡に関わると見なし、急きゆう遽きよ、第二竜騎隊と王宮騎士団より精せい鋭えいを集めた討伐隊が組まれることになったのです」

「俺は許可した覚えはないぞ」

「貴殿の許可は不要です。討伐隊の結成は、ウィリアム国王陛下の勅ちよく命めいですので。そちらの解毒薬……ですか、それも先に討伐隊の予防薬として使わせていただきます。無論、ライオネル殿下には先にお飲みいただきますが」

　小隊長はちらりとまどろみ草の詰まった麻袋を一いち瞥べつしながら言った。

「既に近きん隣りんで被害に遭った町村には解毒薬を配ってあったとしてもか？」

「夢竜を仕留めなければ根本的な解決にはなりませんので」

「……俺が言うのもなんだけど、竜殺しは大罪だよ？」

　声の調子を落とした物言いにも、小隊長は怯ひるまなかった。

「存じております。罪の重さはともかく、空の呪のろいで飛べなくなられては大事な戦力を失うことになりますので、竜殺しはうちの騎士が竜に同乗して行う予定です。飛べなくなったところで、竜騎士でなければ不便はありませんから」

「そういう問題じゃないでしょう！」

　リオノーラはたまらず口を挟はさんだ。また小隊長に睨まれたが、構わなかった。胸むな元もとに納めた解毒薬の小こ瓶びんを服の上から握りながら言い募る。

「シルケ……夢竜は密猟者に傷つけられて毒を盛られて、暴走しているだけなんです。解毒して治ち療りようすれば、元の優しい竜に戻る可能性があるんです！　悪いのは人間の方なのに、最初から殺すつもりで作戦を立てないでください！」

「そうだ、殺す必要はない。まだ助けられる。悪いけど、俺は指揮を執れないね」

　二人の反応に、騎士隊長は目を白黒させる。

「王の勅命に背そむくおつもりですか!?」

「生あい憎にく、俺はまだここに降り立ってないから、聞こえなかったということで」

　ハーヴェイがアクセルの背に跨ったまま、足をぷらぷらさせてみせる。

「し、しかし、もうこちらに向かっておりますし……」

「くそ、こうしちゃいられないな」

　ハーヴェイは急いで縄を解き、赤いまどろみ草の入った麻袋を地面に降ろした。

「ノーラ、そいつはジェレミアたちに任せてあんたは乗れ。討伐隊が来る前に決着をつけないと」

「はいっ！」

　悠ゆう長ちようにしてはいられなかった。こうしている間にもシルケは苦しみつづけている。いつまで彼かの女じよの体力がもつかどうかもわからないのだ。

　リオノーラはハーヴェイの手を借りてアクセルの背中に飛び乗った。そのまま彼の腰に腕を回して離り陸りくに備える。ジェレミアが血相を変えて駆け寄ってくる。

「待て、僕ぼくも行……」

「悪い、ジェイミー！　おまえは討伐隊の足止めをしてくれ！」

「またその役割か！」

　抗こう議ぎの声をあげる第二王子にハーヴェイが手を振ってさよならの合図をすると、アクセルは翼をはためかせて地面を蹴り、空へと舞い上がった。







　最後にルカと別れたところまで向かってみたが、夢竜の姿は見あたらなかった。

「あれからだいぶ時間が経たっちまったからなあ」

　アクセルの背でハーヴェイの腰にしがみつきながら、リオノーラはおそるおそる地上を見下ろしてみた。

　新緑の木々がほとんどの地面を覆おおい隠かくしており、もしどこかで翼を休めていたとしても空からは確かく認にんできそうもない。

「近くを捜そう索さくしてみますか？」

「夢竜の行動範はん囲いは翼竜の比じゃないよ。数刻あれば、山二つぶんくらいは移動できる。」

　発見はそれほど難しくはなさそうだ。

　問題は国王直下の夢竜討伐隊がこちらに向かっている点にある。彼らが到着するより早く夢竜と接せつ触しよくし、解毒処置を施ほどこし、安全であることを証明しなければならない。

「それにしても意外だな」

「何がですか？」

「あんた、そこまで竜が好きなわけじゃなかっただろ？　なのに、こんなに一いつ生しよう懸けん命めいに夢竜を救おうとするなんてさ」

　言われて初めて気がついた。

　確かに、竜を特別に好きなわけではなかった。

　レイブラにはヴァンレインのように竜騎士団の本部が城内になかった。竜騎士や翼竜を見る機会はめったになく、せいぜい模も擬ぎ試合や儀ぎ式しきのときにだけやってくる彼らをこっそりと覗のぞき見みしていたくらいだ。

　天てん竜りゆう教徒ではあっても竜を崇すう拝はいしていたわけでもないから、すごいとかかっこいいとか、そんな単純な感想を抱く程度で、特別な感情が湧わくこともなかった。

　竜への気持ちが変わったのは、ヴァンレインに来てからだ。

「ずっと見てきましたから」

「うん？」

「雑用係として雇やとっていただいて、ずっと竜たちをお世話しながら見てきましたから。最初は、ちょっとだけ怖かったんです。大きな口で嚙まれるんじゃないかって」

　ハーヴェイがぷっと噴ふき出だしたので、脇腹をつねってやった。

「痛てっ。悪かったって」

「もう、昔の話ですからね！」

　昔といってもほんの二カ月前だ。たった二カ月で自分は変わった。

「でも一緒に暮らしているうちに、アクセルみたいなわがままな竜もいたり、エアロみたいないたずらっこもいたりで、竜って可愛いなって思えるようになって、どんどん愛着が湧いてきて……家族みたいに思えてきたんです。竜は家族なんだ、家族になりえる存在なんだって」

　ハーヴェイはもうからかってはこなかった。黙って話を聞いていてくれる。彼も同じ気持ちなのかもしれない。

　神の使いだ、神聖な生き物だ、と言われているわりに、竜はずっと近い存在だった。

（たぶん、わたしとお兄様よりも）

　異母兄であるエリオットは、兄ではあっても家族ではなかった。

　いや、血の繫がった父王も同じだ。王であり父であっても、本当の家族にはなれなかった。ただただ、遠い存在だった。

「きゅう」

　ソルが頰に鼻を寄せてきた。人ひと肌はだよりも少しだけ低い体温が心ここ地ちよい。

「ええ。あなたとも家族になれるかもしれな──」

　竜の狭せまい額をそっと撫でながらふとある考えを思いついた。

　肩に乗っている小さな体を手に取って胸の前で抱き上げ、何事かわからずきょとんとしているソルの顔を真正面から凝ぎよう視しする。

「ねえ、もう一度あのときみたいに鳴いてみてくれない？　そうしたらシルケが現れるかもしれないわ」

「確かに、闇やみ雲くもに捜さがし回まわるより向こうからやってきてくれた方がてっとり早い」

「ソル、やってくれる？」

　幼竜はしばらくの間、金色の目をぱちくりさせていたが、やがて意味が伝わったらしくリオノーラの手から飛び立った。

　アクセルの頭上、大人一人ぶんくらいの高さの虚空で小さな翼をはばたかせながら、ソルは口を開けた。

「きゅううううううううう！」

　甲かん高だかい鳴き声が、朝焼けの空に響きわたる。

　ギザナ村で捕とらわれたときのような悲痛さも鋭さもないものの、声量としてはじゅうぶんだろう。

　ソルは精いっぱいの大声を出したせいか、力が抜けて墜つい落らくしそうになった。それをハーヴェイが片方の手で難なく受け止めて、肩越ごしにリオノーラへ放ってくる。

「投げないでください！　……ソル、ありがとね」

　幼い竜の額を撫でて肩の上に降ろしてから、あらためて周囲の空と地上を見回した。

「シルケに届いたでしょうか」

「どうかな──いや、ちゃんと届いたみたいだぞ」

　ハーヴェイが右手の方向へ顔を向けて、目を細める。

　東の空から、朝あさ陽ひを背負いながら猛もう然ぜんと近づいてくるものがあった。不思議な色合いをした鱗に包まれた体たい軀くが、陽光を浴びて輪りん郭かくを輝かがやかせている。

「シルケ！」

「余計なものもついてきちまったけどな」

　夢竜の巨きよ体たいのかたわらに、小さな騎き影えいが付つき添そうように飛んでいる。

　ルカとその翼竜だった。

　彼はこちらの存在に気がつくと、契約竜に飛行速度を上げさせた。猛然と迫ってくる竜の背で、ルカがにやりと口角をつり上げながら腰の剣けんを抜くのが見えた。

「しっかり摑まれ！」

　次の瞬間、アクセルががくんと落ちるように高度を下げた。突とつ撃げきしてくる竜の下を通り抜けていき、宙返りをして背後上空を取る。

　そこでようやくハーヴェイは剣を抜いた。

　ルカが肩越しに振り返りながら喜色を浮かべて、竜を旋せん回かいさせる。

　互たがいの竜が上下から接近する寸前、アクセルの体勢が傾かたむく。

　こうなることは経験上わかっていたので、リオノーラはなるべくハーヴェイの動きの妨さまたげにならないように、頭を低くして彼の腰に回した腕に力を込めた。ソルも落とされまいと必死にしがみついてくる。

　ほとんど逆さ吊りの格好になりながら、ハーヴェイが剣を繰くり出だした。

　鋭い金属音が鳴なり響ひびき、剣と剣が交差する。

「従者のふりは完全に辞やめたみたいだね。まあ似合ってなかったけど」

「捜さがし物ものが見つかったのでな。リオノーラ王女を返してもらおう」

「何を言ってるんだ？　この子は王女じゃないし、あんたのものでもないだろう」

「しらじらしい」

　ぎり、と刃はが音を立てて嚙かみ合あう。

　非難がましい言葉とは裏腹に、ルカの口角が楽しくてしかたないとばかりにますますつり上がり、猛もう禽きん類のような鋭い眼まな差ざしが興奮したようにきらめく。平時の無愛想で感情の乏しい表情が噓のようだ。

「あんた、剣を握ると性格が変わるタイプ？」

「そんな危ないやつがいるのか？」

「目の前にいるみたいなんだけど……っ」

　ハーヴェイは剣を倒して相手の力を流してから、強く払うように弾はじきながらアクセルを後退させた。ルカが距離を取らせまいと詰めてくるのを、急きゆう上じよう昇しようして回かい避ひする。

「夢竜はどこいった？」

　ハーヴェイがルカから目を離さずに訊たずねた。よそ見をできる状況ではないらしい。

　リオノーラは急いで首を巡めぐらせた。斜ななめ右後方まで通り過ぎた夢竜が、旋回して戻ってくるところが見えた。ソルを取とり戻もどしにくるつもりなのだろう。

「四時の方向です。ですが……」

　いまの状況でルカとシルケの両方を相手にするのはかなり困難だろう。特に自分を腰にしがみつかせたままでは、思うように動けないに違いない。

「団長、わたしをシルケの上に落としてください」

「なんだって？」

「シルケはソルの声に呼ばれて戻ってきたわけですし、わたしたちが背中に移れば団長の邪魔はしてこないはずです。それに、傷口の手当ても急がないといけませんし」

　こうしている間にも、毒は体中に巡って取り返しのつかないことになるかもしれない。

「……確かに。両方を相手にするのは正直きつい。あいつ、かなりの手だれのようだし。もうちょっとで思い出せそうな気がするんだけど」

　ぶつぶつとつぶやきながらも、ハーヴェイは竜首を巡らせて方向転てん換かんした。ルカたちも追いすがってくるが、それよりも夢竜と遭そう遇ぐうする方が早い。

　大きな顎を開けて鋭い牙きばを剝むき出しにしながら向かってくるシルケを寸でのところで急上昇して回避し、背中の上へ回り込む。リオノーラはおそるおそるハーヴェイの腰から手を離した。摑まるものがなくなると風が凶きよう暴ぼう性を増し、足がすくむ。

（怯おびえている場合じゃないわよ！）

　自分は竜騎士だ。竜騎士が空を恐おそれてどうする。

　みずからを叱しつ咤たして気持ちを奮い起こし、腰を浮かせた。

「いまだ！」

　ハーヴェイの声を合図に、リオノーラは空中へ身を投げた。







　リオノーラがシルケの背中に着地するのを見届けて安堵したのもつかの間、急激に迫る殺気に気づいてハーヴェイは頭上を振ふり仰あおいだ。

　とっさに構えた剣の腹に、鋭い一いち撃げきが落ちる。

　逆さまになって頭上に現れたルカが、にぃ、と引きつった笑みを浮かべてみせた。

「これで思い切りやれるな」

「あんた、ノーラがほしいのか邪魔なのか、どっちなんだよ」

「貴様との殺し合いには不要だ」

　リオノーラを奪うための戦いかと思いきや、そうでもないらしい。

　猛禽類のような眼差しには明確な殺意が宿っている。彼女がほしいのは確かだが、自分を殺したいのも事実のようだ。

「俺たち、どこかで会ったことあるよな？　戦場とかで」

「いい線をいっている。思い出してみろ」

　ルカが次々と剣を繰り出してくる。

　速いくせに重たく、鋭い一撃ばかりで休むヒマもない。

　息もつかせまいとばかりの連れん撃げきはオルダートの騎士の特とく徴ちようではあるが、ここまで緩かん急きゆうをつけずにごり押ししてくる者はそういない。

　何度も戦場でやり合った、とある相手の動きと目の前の男のそれが脳内で重なる。

「この剣筋……まさか」

　思い出したと同時に、頰が引きつった。

「あんた、オルダートの竜仮面──ルスヤン王子か！」

　一ひと際きわ強い一撃が振り下ろされ、剣で受け止める。

　衝撃にずきりと右腕に痛みが走った。リオノーラをかばって、密猟者の男に斬きられたところだ。止血はしてあるが、応急処置だ。思っていたよりも深かったようだ。ハーヴェイは顔をしかめつつも、なんとかこらえた。

　ルカ＝ルスヤン・ユーリ・オルダートがはははと哄こう笑しようした。

「やっと思い出してくれたか。嬉しいぞ、ハーヴェイ・ボルドウィン！」

「思い出してほしけりゃ、最初から名乗ればいいでしょ……」

「言わずとも気づいてほしいと思う男心がわからんのか」

「戦争好きの気持ちなんか知りたくもないよ」

　ハーヴェイは剣を振り払い、今度はみずから仕し掛かけた。

　繰り出した突つきをぎりぎりでかわされる。そのカウンターでルカが同様に切っ先を突き出してくるのを、こちらも体をひねって回避する。

　横に流れたそれを愛用の剣で弾くと、ルカの腕が跳はね上あがった。

　一瞬がらあきになった懐ふところへ斬り込こもうとした瞬間、また右腕に痛みが走った。剣を持つ手が緩ゆるみかけ、気合いで柄つかを握り込む。

（まずい）

　苦痛だけならばこらえられる。耐たい性せいはあるのだ。この百倍ほどひどいものを二カ月ほど前に経験している。しかし、問題は痛みではなかった。

　手に力が入らない。傷の影えい響きようで握あく力りよくが低下してきていた。

　ハーヴェイはちっと舌打ちすると、片手で剣を握るのを諦めて、剣柄の下に左手を添そえた。それを認めたルカが鼻を鳴らす。

「なんだ、手負いか」

　一目で見み抜ぬかれたらしい。こんなときのために仮面があるといいのかもしれないと思えた。もっとも、オルダート式の派手な兜はごめんだが。

「ハンデだよ。過去二回は俺の勝ちだったしね。三度目の正直にさせる気もないけど」

「『三度目の正直』。面おも白しろい表現だ。書き留める時間がないのが惜おしいな」

「またそれか。あんた、なんで異国の慣用句を集めてるんだ？」

「これから滅ほろぼす国の文化を少しでも記録に残してやろうという親切心からだが？」

「傲ごう慢まんだねえ」

　ハーヴェイは笑った。敵ながら、為い政せい者しやのこういう姿勢は嫌きらいではない。

「ハンデと豪ごう語ごする男に言われる筋合いはないぞ──参る！」

　ルカの猛もう攻こうがはじまった。







　なんとか夢竜の背中に着地成功したリオノーラは、ぐらつく足場と向かい風に気をつけながら頭部のある方へと向かっていった。

　シルケに解毒薬を飲ませなければならない。

　ソルを救出したときのように、シルケのそばを飛びながら飲ませるのは不可能になった。額まで移動し、そこから手を伸ばして口の中に解毒薬を入れるしか方法はない。

　振り落とされまいと、両手をついて慎重に鱗に覆おおわれた長い背中を登っていく。夢竜は背中に人一人くらい乗られてもなんとも思わないらしく、構わずに飛びつづけている。

　どこへ向かっているのか知らないが、ハーヴェイたちとあまり離されては困る。

　そう思って首を上げて見回してみると、意外と近くでハーヴェイとルカが剣を交えていた。アクセルが状況を見ながらも、夢竜から離されないように飛んでいるのだろう。

　ルカを相手にしながら、ノーラや夢竜の動向も気にかけているせいか、ハーヴェイの動きにいつものキレがない。

（急がなきゃ）

　リオノーラは動きを速めた。四つんばいになって進んでいき、頭部までたどり着くと、ひとまず角を摑んで息をついた。

　それからごくりと生なま唾つばを吞み込む。ここからが問題だ。

　大きな額に胸や腹をくっつける格好になって、右目の前あたりから空中へと身を乗り出す。はるか下で小さくなった山の木々が流れていくのが見えて、思わずすくみあがった。

（怖い！　けど、やらなきゃ）

　シルケが毒を盛られてからどれほど時間が経ったのかわからない。もしかしたらもう手て遅おくれかもしれない。しかし、助けられる可能性が少しでもあるのなら、実行するのみだ。

　歯が鳴りそうになるのを食いしばり、リオノーラは体をさらに空中へ投げ出した。

　強風に煽られた髪が暴れ回りながら視界を塞ふさいでくるが、構わずに目を細めて懐から取り出した解毒薬の封ふうを慎重に外した。それを夢竜の口の中へ放ほうり込こもうとして、気がついた。口が閉じている。

「シルケ、お願い。口を開けて」

　しかし大きな顎はほんの少しの隙間も見せてくれなかった。

　肩越しに夢竜の目を見やった。大きな金色の眼球はどこか濁にごっていて、焦しよう点てんが定まらないまま真まっ直すぐ前だけを見つめている。薬の影響だろうか。竜の唇のあたりをばしばしと叩いてみたが、効果はなかった。

「シルケっ！」

　するとソルが肩から夢竜の鼻先へと飛び移った。

「きゅう、きゅう！」

　自分が鳴くと母親に対して効果があると学んだらしい。シルケの顎がわずかに開く。

　いまだ。リオノーラは必死に身を乗り出して腕を伸ばし、鋭い牙と牙の隙間から解毒薬の瓶びんを突っ込んだ。顎の外にこぼれないように気をつけて瓶を傾け、口の中に流し込む。

（どうか、間に合って！）

　リオノーラは瓶から手を離すと、振り落とされないようにシルケの顔にしがみつきながら、様子をうかがった。

　解毒薬は効いただろうか。しばらく待ってみても、傍はた目めには効果がうかがえない。

　間に合わなかったのかと思って体を引っ込め、シルケの大きな目を覗き込んだ。さきほどまで濁っていた眼球がきれいな金色に戻っている。解毒薬が効いたのだ。だが、相変わらず飛行は乱れたままだ。

「どういうこと？」

　自問した瞬間、頭の中に何者かの思考が流れ込んできた。

　──体が自力で制せい御ぎよできなくなっている。戻るには時間がかかる。

　リオノーラははっとした。

　以前にもこんなことがあった。虹こう架かの騎士を決める竜上試合のときだ。

（アクセルなの？）

　上空を振り仰ぐが、ハーヴェイもアクセルもルカたちとの戦せん闘とうに集中しており、こちらには目もくれない。その彼らの姿がどんどん遠ざかっていく。

　ハーヴェイたちが上昇しているのではない。

　シルケが高度を落としているのだ。このままでは墜落する。

　せめて木々の多い山中ならば枝葉が緩かん衝しよう材になってくれるが、運の悪いことに夢竜は既に山の上空を通り過ぎていた。それどころか、乾かわいた大地の先に、巨きよ大だいな断だん崖がいが見えてきていた。

　大断だん裂れつ──国境だ。

　陸地が口を開けたかのような断崖の手前には堅けん牢ろうな城じよう壁へきが築かれており、小壁に囲まれた歩ほ廊ろうにはヴァンレインの国境警備を任された竜騎士とその契約竜たちの姿が見える。こちらに気づいて驚いた顔を見せる竜騎士たちが、見る間にばたばたと倒れていった。シルケの催眠粒子を吸い込んだためだろう。残された竜たちが困惑した様子で契約騎士に寄り添ったりこちらに顔を向けたりしてくる。

　一方で大断裂の向こう側、オルダートの城壁までは催眠粒子が届いていないらしく、竜騎士や契約竜を持たない兵士たちが夢竜の接近に気づいて慌ただしく動きはじめた。

（この先に行かせたら、攻撃されちゃう！）

　それ以前に飛行不能になり、大断裂に墜落したら夢竜といえどただではすまない。

　底の見えない奈な落らくで、下で何が待ち構えているのかわからないのだ。レイブラでも昔から何度も調査隊が派は遣けんされたが、生きて帰った者はおらず、やがて調査は打ち切られたと聞いている。

「シルケっ、正気に戻って！　このままだとあなたもあなたの子供も、墜落してしまうわ！　お母さんなら、子供を傷つけたくはないでしょう!?　お願いだから目を覚まして！」

　懸けん命めいに頰のあたりを叩いてみても、反応はなかった。

　あまり痛い思いをさせては悪いと思っていたが、それどころではなさそうだ。リオノーラは手に魔力を込めて、あらためて頰を叩いた。しかし、同じだった。体が大きいぶん、ちょっとやそっとの刺し激げきは感じにくいのかもしれない。

　いや、そもそも体を制御できないのでは、外部からの刺激で動きを変えさせるのは無理なのかもしれない。

（外部からが無理なら──でも──）

　リオノーラの脳のう裏りにある考えがよぎった。だが、可能なのだろうか。そもそも、リオノーラの声が届いているかどうかもわからない。

　それでも声が届いていると信じて、試ためしてみるしかなかった。

「わたしの声が聞こえるのなら、答えて！」

　人間ならば耳のありそうな場所に口を寄せて、喉が嗄れんばかりに叫さけぶ。

「十分間、いいえ五分間だけでいいの！　わたしと契約して──シルケ！」

　リオノーラには既にアクセルがいる。契約竜がいる状態で、他の竜と契約できるものなのかどうかはわからない。

　しかし、そのアクセルはハーヴェイとも契約を結んでいる。竜が二ふた股またできるのなら、人間も可能なのではないか。そう思ったのだ。

　シルケはどんどん下降していく。やはりリオノーラの声は届かなかったのだろうか。

　いや、届いた上で拒きよ否ひしているのかもしれない。今日会ったばかりの人間に、いきなり契約を迫られたところで受け入れられるものでもないだろう。ハーヴェイもジェレミアも、契約竜を口説き落とすまでに途と方ほうもない時間がかかったのだ。

「きゅう！　きゅうきゅう！」

　ソルがシルケの鼻先にしがみついたまま、何度も鳴き声をあげる。まるで、この人の言葉に耳を傾けてほしいと、訴うつたえかけるかのようだ。

　思わぬ援えん護ご射しや撃げきを受けて、リオノーラも再度声を嗄らす。

「お願い、シルケ！」

　そのとき、脳裏に美しい女声が響ひびき渡わたった。




『人の子よ、契約を受け入れよう──どうか私を止めて』




　その瞬間、リオノーラの全身に信じられないほどの荷重がのしかかった。

（重たい……!?）

　竜と感覚の共有が起きているのだと、すぐに気がついた。

　これが、夢竜の契約者として、契約竜を制御するということなのか。

　シルケほどの竜が、今朝初めてあったばかりのリオノーラを信用して、体を預けてくれたのだ。期待に応えないわけにはいかなかった。

「うぐぐ……」

　リオノーラは全身の力を振りしぼって、体勢を整えようとする。筋力だけではまったく歯が立たない。そこに、あり余る魔力を行き届かせていく。

　目の前に大断裂が迫る。ここに落ちれば待つのは死のみだ。

　また、大断裂を渡ってしまったら、そこは敵対する異国だ。そんなところに古代竜に乗って侵しん入にゆうしてしまえば、一いつ斉せいに攻撃を受けかねない。戦争になる可能性だってある。

　どちらも、回避しなければならない。

「飛んで……シルケっ！」

　リオノーラは渾こん身しんの力で、体を傾けた。

　シルケの長大な体軀がわずかに持ち上がる。これなら墜落はしないですみそうだ。

　しかし、曲がらない。

　体は旋回できる角度に傾きはしたが、このままの速度では勢いがつきすぎて、大断裂を越こえてしまう。

　現に国境の向こう側にある城壁の歩廊では、竜騎士たちが契約竜に跨り、歩兵は弓矢や投とう擲てき器の準備をはじめている。このままでは攻撃される。

「お願い、もっと速度を落として──！」







　その頃、ハーヴェイもまた苦戦を強しいられていた。

　ルカの剣を受け止めると剣が手からすっぽ抜けていきそうになるので、最初のうちはできるだけ体をひねって回避し、剣はいなす程度に使っていた。

　だがそれもルカも読んでおり、しだいに弾きやすく避けにくいところを狙ねらった攻撃が増えてきて、剣で受けるしか手だてがなくなってきた。

　手の感覚は次し第だいに麻ま痺ひしてきている。それでも気力で剣を振るった。

　再度、刃と刃が嚙み合う──はずが、いままでと違う衝撃とともにハーヴェイの手から柄の感触が消えた。弾かれた剣が放物線を描えがきながら荒こう野やへ落下していく。

（しまった）

　頭上のルカが勝利を確信した顔になり、剣を握る手首を翻ひるがえした。

「終わりだ」

　斬ざん撃げきが振り降ろされるのを、ハーヴェイはしっかりと見届ける。

　狙いは右肩、そこから斜めに斬るつもりだと一瞬で把は握あくし、右足を鋭く蹴り上げる。

　ブーツのつま先がルカの手首を弾いたのは、彼の剣が右肩を捉とらえた直後だった。

　ハーヴェイはルカの剣が弧こを描いてどこかへ飛んでいくのを見送りながら、斬られた肩を手で押さえた。裂さけた生き地じの隙間からぬるりとしたものが感じられる。

（出血は派手だが、傷は浅い）

　ルカは蹴られた手首を押さえ、痛みに表情を引きつらせながらもどこか嬉しそうだった。宿敵の悪あがきがお気に召めしたらしい。

「足あし癖くせの悪いやつめ」

「あんたみたいな王子様と違って、育ちが悪いんでね」

　軽口を叩き合いながら、互いに二本めの剣を抜き、同じく利きき腕うでではない手で構える。ルカの方もさきほどの蹴りで手首を痛めたらしい。

　そこからはほとんどでたらめな戦いになった。剣筋も何もあったものではない、ごり押しの攻撃の繰り出し合いだ。

　交こう錯さくした剣を力まかせに横よこ倒だおしにし、振り切って離れる。互いに次の攻撃に向けて手首を返した瞬間だった。

　アクセルが不意に体を丸め、突とつ進しんしてきたルカの契約竜の鼻先を蹴ったのだ。

　ハーヴェイは思わず体勢を崩し、振り落とされそうになりながら必死にこらえる。

「おい、急にどうした!?」

　あと少しで決着をつけられそうだったのだ。それを邪魔された気がしてむっとする。

　しかしアクセルは答えない。敵てき騎きの竜を蹴った反動で大きく彼ひ我がの距離を取ると、体を反転させてあらぬ方へ向かって飛んでいく。

　最初は何事かわからなかったが、向かう先で展開されている光景を見て目を剝いた。

　夢竜が大断裂を越えようとしていた。その背にはリオノーラが何かに耐たえるように体を固くしてしがみついている。

「ノーラ！」







　リオノーラの願いもむなしく、眼下に広がっていた大地が途と切ぎれた。

　ついに大断裂の上に差さし掛かかってしまった。だというのに、夢竜の飛行速度は一向に落ちない。巨大な亀き裂れつの向こう側では、城壁の歩廊にいる兵士たちが投石機や弩いしゆみを構え、竜騎士を乗せた契約竜たちは飛び立つ準備をしている。

「きゅう、きゅう！」

　ソルがシルケの額から応おう援えんするように声をあげてくるが、こればかりはどうにもならなかった。

（もうだめ、間に合わない）

　絶望感とともに奥おく歯ばを嚙みしめ、それでもわずかな望みに賭かけて、シルケと同調した体を必死に縮ませる。そのときだった。

　空中を猛もう進しんする夢竜の前に、ひらりと黒い影かげが舞まい降おりた。

　アクセルだ。その背で、ハーヴェイが引きつった笑みをひらめかせる。

「相変わらず無茶をするな！」

「団長！　アクセ……」

　リオノーラがその名を呼ぶより早く、アクセルは体を少し丸めて両の前肢をシルケの鼻先へ押し当て、翼を懸命に羽ばたかせた。

　シルケをヴァンレイン側に押し返そうとしているのだ。

「アクセル……無茶よ！」

　しかし、夢竜の飛行速度は少しずつ落ちていった。とはいえ大断裂上で旋回しきれるかどうかは五分五分といったところだろう。アクセルの力に賭けるしかない。

　一方、大断裂を越えるかどうかわからないと感じたのはリオノーラたちだけではないようだった。

　オルダート側の城壁の歩廊から、投擲機の石と矢が一斉に放たれた。それらは大きく弧を描いて、雨あめ霰あられと降り注いでくる。

　リオノーラは息を吞んだ。

　アクセルもシルケも、そしてソルも問題ない。石も矢も、通常の武器では竜の鱗は傷つけられないからだ。オルダートの兵士たちもそれはわかった上で攻撃している。

　だが生身の人間であるリオノーラはそうもいかない。剣で弾かなければ大怪我をする。そうわかっているのに、シルケの制御で手て一いつ杯ぱいで、剣を抜く余よ裕ゆうなどなかった。

　石と矢の混じった雨が、頭上から降り注ぐ。

　リオノーラに命中するかと思えたそれらは、すんでのところで弾かれた。

　ハーヴェイだ。竜の背から身を乗り出し、リオノーラに当たりそうな石と矢を優先して剣で弾いている。それゆえに自身に降り注ぐぶんにまで手が回らないらしく、肩や太ふと股ももに矢を受けてしまっている。
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「団長っ！」

　リオノーラは今度こそ泣きそうになった。

　ハーヴェイが懸命に剣で弓を払はらい落おとしながら、振り向かずに叫んだ。

「状況はアクセルに聞いた！　いいからあんたはシルケの制御に集中しろ！」

「でも、団長が……」

　言っているそばから、ハーヴェイのこめかみに石が激げき突とつした。彼は一瞬よろめいたものの、歯を食いしばって耐え、さらに降り注ぐ矢を数本、剣の腹で弾いた。

「守るって言っただろ！　生憎と剣は捧ささげられないが、盾たてにくらいはなってやる！」

　いつになく余裕のない言葉が、胸の深いところに突つき刺ささってくる。

　リオノーラはぐっと唇を嚙みしめた。

　それから目を閉じた。

　制御に集中するには、目の前で起きていることを視界に入れない方がいい。

　ハーヴェイのことは心配だったが、彼を信じているからこそ見ない。そう決めた。

　リオノーラを信じて、盾になってくれたのだ。

　彼の思いに、そしてアクセルの思いに答えなければならない。

（速度を落として！　曲がって──シルケ！）

　馬の手た綱づなを引くイメージで体を仰のけ反ぞらせ、さらに傾ける。

　どれくらいの時が経っただろう。

「……ラ、ノーラ」

　呼び声にはっとして目を開けると、目の前の光景が変わっていた。

　いつの間にか陸地の上を飛んでおり、高度も安定していた。夢竜の鼻先を押し返していたアクセルの姿もない。

　慌てて周囲を見回せば、彼の姿はすぐ隣で見つかった。夢竜の横を併へい走そうするように飛んでいる。ただ、その背にハーヴェイの姿がない。

「団長!?」

「ここだよ」

　意外に近くから聞こえた声に振り返ると、すぐ後ろで満身創そう痍いのハーヴェイが座すわり込こんでおり、よっ、と軽く手を挙げた。

「おつかれさん。終わったよ」

「終わった？　わたし、曲がれたんですか……？」

　リオノーラは思わず身を乗り出して、シルケの顔を覗き込んだ。穏やかな金色の右目が、ぱちりと茶目っ気のある瞬きを返してくる。

「ありがとう、わたしに任せてくれて……頑がん張ばったわね」

「ノーラもだよ。本当に、よくやるよ」

　ハーヴェイが声を出して笑った。体に矢を何本も突き立て、肌の露ろ出しゆつした部分のあちこちにひどい痣あざを浮かばせながら、いつものように軽けい薄はくな笑顔を向けてくる。

　そんな彼の姿がいたましくて、誇ほこらしくて、なんとも言えない気持ちになって、我慢しきれなくなった涙がついにあふれ出し、頰を伝い落ちていった。

「おいおい、最近ちょっと泣きすぎだぞ」

「う、すみませ……」

　慌てて目元を手で拭うが、涙がとめどなく流れてきて止まらない。

　ハーヴェイが苦笑して腕を伸ばしてきた。その手がリオノーラの目元に触れる寸前で、自分の血で染まっていることに気づいたらしく引っ込める。

　彼の珍しい遠慮にささやかな不満を抱いていると、ふと翼のはばたく音が近づいてきていることに気がついた。

　契約竜に跨ったルカが、こちらより少々高い位置から接近してくる。

　ハーヴェイがとっさに剣を抜き、リオノーラも慌てて剣の柄に手をかけた。ソルまでもが威い嚇かくするように翼を広げて、ぴょんと肩に飛び乗ってきた。

「用がすんだのなら、さきほどの続きをしよう」

　物騒な申し出にぞっとする。

　だが、ルカは自分から提案しておきながら、ふっと皮肉げに苦笑した。

「と、言いたいところだが、どうやら時間切れのようだ」

「時間切れ？」

　彼は剣を鞘さやに納めながら、顎をしゃくってみせる。

　リオノーラはその方向へ目を向けて、納なつ得とくした。

　内地の空から、無数の騎影が迫ってきていた。夢竜討伐隊の面々だろう。

「やつらに捕つかまって尋問されるのは面白くなさそうだ。リオノーラ王女を諦めるのは癪しやくだが、ひとまず撤てつ退たいさせてもらおう」

「へえ、逃げ切れると思ってんの？」

「すぐそこが国境だからな。それにまだ私を捕らえない方がいい。私が口を割れば、エリオット王子が窮きゆう地ちに立たされるぞ」

「あっ……！」

　事情はどうあれ、エリオットはオルダートの人間をヴァンレインに許可なく連れ込んだのだ。ルカに口裏を合わせる気がないのならば、このまま逃げてもらった方が釈しやく明めいもやりやすいのかもしれない。

　その点はハーヴェイも察したらしく、心底疲つかれたため息をついた。

「確かに、あんたの言うとおりだ。あの王子のことはどうでもいいけど、妹の方にはお世話になってるしなあ」

「ほう、ついに認めたな。その娘がリオノーラ王女だと」

「俺はシャーロット王太子妃ひ殿でん下かのことを言ったんだけど？」

「口の減らない男だ」

　言葉のわりに愉ゆ快かいそうに目をすがめると、ルカは竜の手綱を握った。

「次に会ったときはその首をもらい受ける。それと、王女も」

　異国の竜騎士を乗せた竜は身を翻すと、大断裂に臨のぞむ空へと飛び去っていった。







　ルカの騎影が遠ざかっていくのを見送って、ハーヴェイが再び安堵の息を吐いた。

「やれやれ。なんとかうまくいったみたいだな」

「ええ。次は団長の手当てですね」

「え？　帰ってからでいいよ」

「だめです」

　リオノーラは騎士団支給の携けい帯たいポーチを開けたものの、はたしてどこから手をつけたらいいのかわからないほど、ハーヴェイは満身創痍だった。出血を抑おさえるためにも矢はまだ抜かない方がいいだろうし、止血帯も外せない。

　とりあえず、比ひ較かく的てき新しい切り傷である肩口に清潔な布を押し当てる。

「こんなにぼろぼろになって……」

「お姫ひめ様を守ったんだから、名めい誉よの負傷だよ」

「……ばか」

　言いようのないあたたかな気持ちに言葉を詰まらせながら新たな止血帯を巻いていると、遠くの方から複数の翼の音が聞こえてきた。

　夢竜討伐隊の竜騎士と契約竜たちだ。何頭かの竜には契約騎士の他に一いつ般ぱんの騎士も乗っていた。竜を殺すと空に呪われて飛べなくなるので、夢竜を殺す要員として連れてこられた者たちだろう。

　ただ、彼らはこちらの状況を見て夢竜が落ち着いたことを悟さとったらしく、みな武器を下ろしたり納めたりしていた。

　先頭を飛んでいたのはカルロと彼の契約竜だった。

　指揮を命じられていたハーヴェイが拒否したため、代わりに任されたらしい。背筋を伸ばして手綱を握る姿はずっと眠らされていたわりに元気そうで、ほっとした。

「どうやら終わったようですね」

　カルロはこちらに竜を寄せると、リオノーラとハーヴェイを交こう互ごに見て少しだけ口元を緩ませた。だがすぐに表情を引き締める。

「王の勅命に背くなんて、何を考えているんですか」

「事情があるんだよ。話を聞いてもらえれば、陛下も納得してくださるはずだ」

「その点なら心配無用ですよ。ライオネル殿下が、自分に何かあったらルカを見張るよう命令してあったと噓をついてくださったので」

「……またあの人に借りができちまったか。まいったね」

　ハーヴェイは口元を苦々しく引きつらせて頰を搔いた。

　カルロは自じ業ごう自じ得とくですと言わんばかりの顔になった後、ふとルカの去っていった方角へ目を向けて、また厳しい表情になった。

「あなたが取り逃がすとは、珍しい。何者なんです？」

「後で話すよ。ここじゃまずい」

「知らない方が幸せになれるような内容でしたら、話していただかなくて結構です」

「ぜひおまえに聞いてほしいんだ」

「巻まき込こむ気まんまんだと理解しました。絶対に聞きたくありません」

　二人の会話を微笑ましく思いながら聞いていると、不意にソルが肩から飛び降りた。そのまま夢竜の頭に向かっていって、額の上によじ登った。

「きゅう、きゅう！」

　珍しくはしゃいでいる。母竜が正気に戻ったのが嬉しいのだろう。

　もうすぐ、この母子ともお別れになるのだ。

（家族を引ひき離はなしちゃいけないものね）

　リオノーラはそう思いつつも、胸に去来した寂さびしさを拭い去ることができなかった。
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　野営地に戻もどると、竜りゆう騎き士したちは既すでに目を覚ましていた。特に体の調子を崩くずしている者はいないようで、それぞれ竜の世話や朝食の準備をしている。

　そんな竜騎士たちは、リオノーラたちの姿を認めるなりあっと声をあげ、仕事を放り出して駆かけ寄よってきた。

「ノーラたちが帰ってきたぞ」

「え？　え？」

　あまりの勢いに面食らっている間に、大勢の男たちに囲まれてしまった。

「ノーラ、ありがとう！」

「聞いたぞ。ノーラが解げ毒どく薬を持ってきてくれたって」

　なぜそんな話になっているのだろう。

「花は団長と一いつ緒しよに手に入れたので……」

　助けを求めるようにハーヴェイの方を振ふり向むくと、彼かれはアクセルに林りん檎ごを放り投げていた。話は聞いていたらしく、肩かた越ごしに苦く笑しようしてみせる。

「俺おれはたいしたことしてないよ。夢竜の暴走を止めたのもノーラちゃんだし。俺はストーカーの相手をしてただけ」

　ストーカーというのはもしかしてルカのことだろうか。

（まさかオルダートの王子だったなんて）

　彼の正体については少し前にハーヴェイから聞かされた。

　堂々とした振ふる舞まいから高貴な身分の人なのだろうとは思っていたが、まさか敵国の王子が兄の従者のふりをして接せつ触しよくしてくるとは思いもよらなかった。

（あれ？　ルカさんが王子なら、わたしをオルダートに連れていくというのは……）

　悶もん々もんとしていると、不意に額を触さわられた。

　先せん輩ぱい竜騎士たちが心配そうに顔を覗のぞき込こんでくる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　もしかしてまた気分が悪くなっちまったか？」

「い、いえ。そういうわけでは」

「具合が悪いのに働かせちまったばかりか、助けられるなんてなあ」

「本当にありがとな！　頼たよりにしてるぜ！」

　ばんばんと乱暴に肩や背中を叩たたかれる。遠えん慮りよのない触ふれ合あいが嬉うれしくて、胸むねの奥おくがじんとあたたかくなった。

「わ、わたしは当たり前のことをしただけです。まだ見習いですけど、みなさんは竜騎士団の仲間で……家族ですから……」

　最後の方は恥はずかしくてもごもごと口の中で言う。

　すると竜騎士たちは一拍ぱくの間をおいて、くうーっ、と目め頭がしらを押おさえた。

「家族か……」

「泣かせるじゃねえかよ……」

「ノーラ、今日こそはゆっくり休んでくれ。さっきディックのやつが鹿しかをしとめてきてさ、鹿肉の煮に込こみを作ってるんだ」

「あいつの料理は期待していいぞ。ノーラほどじゃないが、かなりうまい。ジェレミアに至っては比ひ較かくするのもおこがましいが」

「うるさいぞ！」

　どさくさ紛まぎれに貶おとしめられたジェレミアが露ろ骨こつに牙きばを剝むくと、みな一いつ斉せいに笑い出した。彼は留守番ばかりさせられたのもあってかなり不ふ機き嫌げんそうだ。

「そういえば夢竜はどうなったんだ？」

「シルケでしたらあそこに」

　ジェレミアの問いかけに、リオノーラは笑って空を指差してみせた。青空を気持ちよさそうに回遊していたシルケが呼ばれたと思ったのか、ふわりと舞まい降おりてくる。

　とたんに竜騎士たちが浮うき足あしだった。

「うわー！　降りてきた！」

「逃にげろ！　息を止めて逃げるんだ！」

「大丈夫ですよ。怒おこったり興奮したりしたときにしか催さい眠みん粒りゆう子しは出しませんから」

　食事時に利用している広いスペースに着地した夢竜は、首をもたげてこちらをじっと見つめてきた。

　何を言いたいのだろう。額に乗っているソルともども見つめ返していると、シルケは頭を垂れ、地面につくくらいに低くした。降りろという意味と察して、ソルがぴょんと飛び降りてから、不思議そうに母竜を振り返った。

　シルケはしばらくの間、我わが子を見つめていたが、やがて長大な翼つばさを広げて数度、羽ばたかせた。巨きよ体たいが再びふわりと舞い上がる。

「きゅう！」

　ソルが慌あわてて飛び乗ろうとしたが、風圧に飛ばされて地面に転がった。

「シルケ！　どうしたの？」

　リオノーラは声をあげて駆け寄った。

　ふと、夢竜の大きな金色の双そう眸ぼうと視線が合った。

『これにて契けい約やくを完かん了りようとする──我が子を頼たのむ』

　頭の中に直接響ひびいてきた美しい声にはっとする。

　竜は契約を結ぶときと破は棄きするときだけ語りかけてくるという。

　いまのは、破棄するときの声だ。

「待って、シルケ。ソルは──」

　だが、夢竜はもう答えてはこなかった。その巨体と結びつかないほどの速さで上じよう昇しようしていき、青みを増してきた空へと飛び去っていった。

　リオノーラは寂さびしそうに空を見上げるソルを両手で抱だきしめた。それでも、幼い竜は母の姿をずっと目で追い続けていた。

「竜の子こ離ばなれは結構早いんだ。一説によるとなるべく早く自立させて、いい契約者に出会って魔ま力りよくを供給してもらえるように、とかなんとか」

　ハーヴェイもまた夢竜の影かげを見送りながら言った。

「ソルにはもう信しん頼らいできる人間が見つかったから、安心して離はなれられると思ったんじゃないかな。まあ、あんたはアク……いや、まだソルの契約者になるって決まってないけど、あんたになら任せられると思ったんだろう」

　アクセルと二重契約していることを濁にごしたのは、周りに人がいるからだ。

「契約するかどうかはともかく、わたしなんかが任されていいのでしょうか」

「見ず知らずの竜のためにあそこまで体を張れる子以上に、信頼できる人間なんているわけないでしょ」

　そう言われると、少しだけ自信が湧わいてきた。

　リオノーラは再び空を見上げた。シルケの姿はもう麦粒つぶほどまで小さくなっていた。

「また会えるでしょうか」

「どうだろうね。竜の寝ね床どこに生えていたまどろみ草はあらかた採り尽くしちまったし、別の土地へ渡わたっていくかもしれないな。村長の話じゃあ、夢竜はまどろみ草がないと熟じゆく睡すいできないらしいから」

「そうでしたか……」

「まあでも、いまは竜よりも、こっちの再会の方をどうにかした方がいいと思うよ」

「こっちの再会？」

　ハーヴェイが苦笑して、人差し指を後ろに向けてみせた。

　ものすごく嫌いやな予感がした。

（待って、みんな目を覚ましたということは……）

　おそるおそる振り向いて、絶句する。

　すぐ後ろにほんわかした笑え顔がおのライオネルとともに、エリオットのしかめ面つらが並んでいた。かたわらには沈ちん痛つうな面おも持もちをしたカルロの姿もある。

（あああああ！　見つかっちゃったー！）

　ぶわっと、全身の毛穴という毛穴が開く感覚がした。冷ひや汗あせがにじんでくる。

「あ、あの……」

「そなたがノーラか」

　エリオットはなぜか初めて会ったかのような素そ振ぶりで訊たずねてきた。

「少し話をしたいのだが、構わないだろうか？　ボルドウィン卿きようも一緒でいい」

「……承知、しました」

　リオノーラは消え入りそうな声で返事をした。







　木こ漏もれ日びの差さし込こむ山道を、リオノーラはハーヴェイとともにエリオットを追って歩いていた。

　ぴりぴりとした雰ふん囲い気きをまとう兄の背中をじっと見つめる。

　さきほどはみんなの前だったせいか、初対面のふりをしてくれたが、内心はどう思っているだろうか。

　王女の身でありながら妹を追いかけて国を飛び出したのだ。それがいかに非常識な行こう為いだったかは、自分でもよくわかっている。いったいこれからどんなお叱しかりが待っているのか。緊きん張ちようで呼吸が苦しくなってきた。

「エリオット殿でん下か、もうこのへんでいいんじゃないですかね？　俺たち、夜通し戦ってて腹減ってるんだけど、朝食を食いっぱぐれちまう」

　ハーヴェイのどこか吞のん気きな発言に、リオノーラは思わず肩を震ふるわせた。

　ちらりと顔をうかがうと、おどけたような目配せが返ってきた。強こわ張ばっていた体の力が少しだけ抜ぬけた気がした。こういうとき、彼の軽けい薄はくさというか、いい意味での緊張感のなさに救われる。

「……そうだな。このへんでいいだろう」

　エリオットは小さくため息をつくと、美しい金きん髪ぱつを揺ゆらして振り返った。

　秀しゆう麗れいでありながら、神経質そうな硬かたい表情は最後に会ったときのままだ。いや、以前よりも陰いん鬱うつさが増している気がする。オルダートの王子を従者と偽いつわって異国へ連つれ込こんだ責任を感じているから、というところもあるだろう。

「まずは……息災にしていたようだな。リオノーラ」

「……お、お気き遣づかい感謝いたしま」

「正直死んでいてくれた方がよかったのだが、正体がばれていないのなら許容範はん囲いだ」

　礼を言う途と中ちゆうで辛しん辣らつな言葉が返ってきて、言葉を失う。

　そういえば、こういう人だった。いま思い出した。

「急に私がやってきたせいで驚おどろいただろう。頭の弱いおまえが動転して奇き怪かいな行動をしないですむよう事前に状じよう況きようを伝えられたらよかったのだが、監かん視しが厳しくてな」

　多少なりとも気遣う言葉に面めん食くらう。

「えっと……どういう意味ですか？　お兄様はわたしを捜さがしにいらっしゃったのでは」

「捜しにきたというより、捜しているふりをしにきたと言った方が近い」

「でしたら、なぜルカさんを連れてきたのですか？　あの人はオルダートの王子なんですし、お兄様が連れてこなければ入国できなかったはずです」

「……ルカの正体はもう知っているのか。ならば最初から説明した方がよさそうだ」

　エリオットが再び嘆たん息そくしてから、語り出した。

「三カ月ほど前の話だ。レイブラはオルダートから同盟参加を求められた」

「えっ!?」

　三カ月前といえばリオノーラがまだレイブラにいた頃ころだが、初耳だ。

「同盟に加われば侵しん略りやくされることはない代わりに、戦いくさになったときに派兵しなければならない。ヴァンレインや西方諸国との関係を大切にするならば断るべきだった……だが父上は承しよう諾だくし、議会も可決した」

「どうして！　ヴァンレインにはシャーリーが嫁とついだばかりなのに」

「西方諸国の一部が同盟に加わったからだ。特にリクスムと我わが国くには深い関わりがある。我が国が輸入している絹や茶、金のほとんどはリクスム製だ。それを失うわけにはいかないと考えたのだ……父上は」

「そんな……」

　絹と茶と金。そんなもののために、シャーロットは切り捨てられたのか。

「オルダートは同盟参加の条件として、我が国の王女を輿こし入いれさせろと要求してきた。後はもう、わかるな？」

　エリオットが気の毒そうな眼まな差ざしを向けてきた。

　意味はわかる。わかるが、脳が理解を拒きよ否ひしていた。

「……わたしとルカさんの結けつ婚こんですか」

　ルカがなぜあんな態度を取っていたのか、理由がようやくわかった。彼は、自分の花はな嫁よめとなる予定の女を品定めしていたのだ。

「政略結婚なんてよくある話だと思うけど、大丈夫？　敵対する二国にそれぞれ王女を送り込んで、自分の首を絞しめているようにしか思えないけど」

　ハーヴェイが口を挟はさんできた。エリオットが重々しくうなずく。

「私もそう思う。同盟参加には反対だ。リオノーラとルカ……ルスヤンの婚こん姻いんを認めるわけにはいかない。だからヴァンレインに逃がすことにしたのだ」

　その一言ではっとした。

「それでは、お母様だけでなくお兄様も協力してくださっていたのですか！」

「当然だろう。ロザリンド妃ひはレイブラ国内にツテはない。マクベス卿と接触させるまでの道程は私が手配した」

　どうりであっさり国を出られたわけだ。納なつ得とくする。

「その後にオルダートから正式にリオノーラを要求された。もちろん妹は家出中だと言って断ろうとしたのだが、ここで問題が一つ生じた」

「どんな問題ですか？」

「おまえの妹至上主義っぷりを父上も把は握あくしてらっしゃったことだ」

「うっ！」

　シャーロットへの愛を隠かくさなかった弊へい害がいが、最近になって次々と押おし寄よせてきている。

「おまえが家出したと聞いて、父上は妹の後を追いかけていったのではないかと疑った。それでヴァンレインまで捜しに行けと私に命じられたのだ。ただ、私もこの件では疑われていて、リオノーラを逃がそうとしないよう、ルスヤンを従者と偽って同行させることになってしまった。私に拒否権はなかったよ。まあ、おまえを見つけたら見つけたで、『この娘むすめは妹ではない』と言ってやるつもりだったがね」

　エリオットが自じ嘲ちよう気味に笑って肩をすくめる。

　何もかも初めて聞く話ばかりで、リオノーラは軽い眩暈めまいを覚えていた。衝しよう撃げきが大きくて、気持ちの整理がつかない。

「知りませんでした。わたしのために、お兄様たちがそんな目に遭あわれていたなんて……何も知らずに新しい生活を楽しんでいた自分を恥ずかしく思います」

「何をいまさら。レイブラにいた頃からシャーリーシャーリーうるさいだけで周りのことなど何も気にしていなかったと思うが？」

「…………」

　そう言われてしまうと何も言い返せない。

「とりあえずヴァンレインでの生活に溶とけ込こんでいるようで安心した。いまこの大陸でもっとも安全な場所はドラグリス王宮だ。そこにいるかぎりオルダートは手を出せない」

「手を出せない、ねえ。本当に手を出させたくないのなら、ノーラを殺すっていう手もあったんじゃないのか？」

「えっ!?」

　ハーヴェイの物ぶつ騒そうな提案に思わず声をあげてしまった。

「あるいは、同盟に参加しない国に逃がす、とかね」

　確かにそうだと思った。身み柄がらを渡したくないというだけなら、王女としての価値のない自分など殺してしまった方がてっとり早い。

　だがエリオットは首を横に振った。

「それはない。このタイミングで殺したら、同盟を組むのが嫌で殺したと思われるだけだろう。それと、同盟に参加しない国というとターラントやネルガか？　ここだけの話だが、オルダートは同盟に参加しない国はすべて滅ほろぼすつもりでいる。そんな国に逃がしたところで、未来はない」

「なるほど」

　ハーヴェイは何かを思い出したらしく、虚こ空くうを見上げて顎あごをさすった。

「だが、貴き殿でんの立場も理解しているつもりだ。こんな爆ばく薬やくを押しつけて申し訳ないと思っている。早さつ急きゆうに、他の場所へ逃がす手だてを考えておく……それまで、妹を頼む」

　エリオットが姿勢を正して深々と頭を下げた。

（お兄様……）

　意外だった。そして少し感動した。

　国益を守るためなのはわかっているが、自分たちを毛け嫌ぎらいしている異母兄が、自分のために異国の騎士に対してここまでするとは思わなかった。

　ハーヴェイもぎょっとした様子で両手のひらを胸の高さまで挙げた。

「待った待った。顔を上げてくれ。急に言われても、俺の一存では決められないよ」

　その言い方には違い和わ感かんがあった。彼は何か問題が発生したとき、即そく座ざに判断を下せる男だ。その彼が決められないというのは珍めずらしい。

　不思議に思っていると、ふと彼と目が合った。真しん剣けんな眼差しを見て理解する。

（わたしの回答待ちだから）

　なぜヴァンレインで竜騎士を目指すのか。自分の導き出す答えが不十分であった場合、ハーヴェイはここから追い返すつもりでいる。だからいまはまだ、エリオットの頼みを安やす請うけ合あいはできないのだろう。

　きちんと答えなければ。リオノーラはこっそりと拳こぶしを握にぎりしめる。

「……そうか。申し訳ない」

　エリオットはあっさりと顔を上げたが、素す直なおに引き下がったという様子ではない。

「あの、このことはライオネル殿下は……」

　ヴァンレインでの生活で、一番正体がばれてはいけないと思っていた相手はライオネルだ。彼も協力関係にあるのならば心強いと思ったのだが、兄は首を横に振った。

「もちろん知らない。いまの話はここにいる三人だけの秘密にしたいのだが」

「そりゃあ、秘密にするしかないだろうけどさ。そんな大事な話、よく俺にも聞かせてくれたね。あんたとは特に仲がいいわけでもないのに」

　確かに、この話は異国の竜騎士団長の耳に入れる必要はなかっただろう。

　するとエリオットも珍しく、くしゃりと表情を崩して笑った。

「シャーロットから、リオノーラが貴殿になついていると聞いていたので」

「えっ？」

「あのシャーロットが頰ほおを膨ふくらませて語っていたよ。お姉様はボルドウィン伯はく爵しやくの話ばかりしている、と。大好きな姉を取られたのが相当気に入らないようだ」

　よほどおかしかったのか、くくくと思い出し笑いをして口元を歪ゆがめている。

　あまりのことに茫ぼう然ぜんとしていると、ハーヴェイが意地悪そうに顔を覗き込んできた。

「へええ？　ノーラちゃん、俺の話ばかりしているんだ？」

「そ、そんなことは……！」

　あったかもしれない。

　確かに、これまでシャーロットにはハーヴェイに関する相談ばかりしていた気がする。

（ばらさないでよ、シャーリー！）

　姉として、あとできつく言ってきかせなければ、と半泣きで決意を胸にする。

「妹至上主義で異性になんの興味も示さなかったリオノーラを懐かい柔じゆうした貴殿なら、愚ぐ妹まいを制せい御ぎよできるのではないかと思ったのだ。さきほどの話、考えておいてほしい」

「まあ、考えるだけならね」

「なるほど、一ひと筋すじ縄なわではいかない御ご仁じんのようだ。リオノーラ、この男は苦労するぞ」

「何をおっしゃっているのか意味がわかりませんっ！」

　エリオットが声をあげて笑った。

　兄のこんな笑顔を見たのは初めてだったかもしれない。
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　エリオットやライオネルたちが王都へ帰っていくのを見送ってから、リオノーラたちはギザナ村へ向かった。

　村では夢竜討とう伐ばつ隊としてやってきた竜騎士たちによって村人へ赤いまどろみ草の花弁が与あたえられた後らしく、村人たちはもうすっかり目を覚まし、元の生活に戻っていた。ただ、こちらに気づいてさっと目を逸そらす表情は、どこか気まずそうだった。

　リオノーラとハーヴェイはアクセルから降りると、荷物を手に持ち、竜たちを引き連れて村の中を歩いていった。

（どこにいるのかしら）

　家にはいないようだったので、あちこち見回しながら大きな道を進んでいく。

　村人たちはアクセルやソルを見るなり作業の手を止めて拝む一方、リオノーラやハーヴェイに対しては睨にらむような目を向けてきた。噓うその駆かけ落おちで騙だましたこともあるだろうが、本当に竜騎士が嫌きらいなのだろう。

　水みず甕がめに蓋ふたをしている少女たちの中に見知った顔を見つけて、リオノーラは一いつ瞬しゆん固まった。

「頑がん張ばって」

　ハーヴェイがやんわりと背中を押してくる。肩の上でソルも励はげますように鳴いた。

　リオノーラは肩越しに振り向いてうなずいてみせると、大きな包みを抱かかえておそるおそる近寄っていった。足音が聞こえたのか、メイが顔を上げて目を見開いた。

「ノーラ？」

「こ、こんにちは。あの、お借りした衣い装しようを返しにきました。ところどころ汚しちゃったり引っかけちゃったところがあって、直したんですけど、許してもらえるかどうか……」

　メイはすぐにリオノーラの着衣に目を留とめる。

「竜騎士の制服……本当に竜騎士だったのね」

「騙してごめんなさい」

「任務だったんでしょ？　いいわよ」

　いいわよ、というのが騙したことか、花嫁衣装のことを指しているのかわからなかったが、メイはすんなりと包みを受け取ってくれた。

「騎士の人から聞いたわ。シルケ様を助けてくれて、ありがとう」

　ぼそぼそと、ふて腐くされたような言い方に苦笑する。

「わたしだけではどうにもならなかったわ。団長と、ソルのおかげよ。ね、ソル？」

「きゅう！」

　幼よう竜りゆうは褒ほめられたのがわかったらしく、嬉しそうに声をあげた。

「それで、シルケ様はいまどこに？」

「どこかに行ってしまったわ」

「……やっぱりもう、ここには戻ってきてくださらないわよね。村から密みつ猟りよう者が出たばかりか、シルケ様の尊いお体に傷を負わせるなんて、罰ばち当あたりな……」

「そんなことを言っているから、見放されるんだよ」

　急にハーヴェイが会話に入ってきた。

　少女たちがびくりと体を震わせて警けい戒かい心をあらわにする。竜を信しん仰こうし、竜騎士を嫌う村人たちにとって、竜殺しなど天敵以外の何物でもないだろう。

「何かおかしなことでも言った？」

「密猟者のいる村に戻ってこないだろう、ってところは俺も同意だけどさ。尊いとか罰当たりとか……あんたたちはこの機会に竜離れした方がいいと思うよ。竜の本質をまるでわかってないからね」

「はあ？　何言ってんの？」

「本質ってなんですか？」

　まなじりを吊つり上あげるメイを遮さえぎるようにして、リオノーラは聞き返した。

「ノーラはわかってるだろ。竜は神の使いなんて言われているけど、実際は俺たちと同じ世界を生きる動物だ。仲間なんだよ。家族にだってなれる。なのに、いつまでも崇あがめ奉たてまつられたんじゃあ、居い心ごこ地ち悪わるくてしかたないさ」

「あ、あなた、天てん竜りゆう教会の教義を真っ向から否定しているという自覚はあるの!?」

「教義ってどんなのだったっけ。俺、信心深い方じゃないんだよね」

「信じられない！　そんなだから竜殺しなんて行えるんだわ！」

「ちょっとメイ！　言いすぎよ！」

　村娘たちがたしなめるが、メイはまだ言い足りない様子だった。鼻息を荒あららげる少女を、ハーヴェイはいつものように傷ついた素振りも見せず吞気に眺ながめている。

　笑っていられるから、と言っていたそのままに。

（団長は我が慢まんできても、わたしはできない）

　それに、メイにはとても世話になった。だからこそ、きちんと伝えたかった。

　ヴァンレインにやってくる前までは、リオノーラも信仰心はそれほどではないものの、竜は神の使いで、神聖な生き物だと思っていた。

　しかし、いまは少し違ちがう。

「いいえ、団長の言うことが正しいと思う」

　リオノーラは毅き然ぜんとした態度で口を挟んだ。

「あなたまでそんなことを言うの!?　竜に愛されているあなたが！」

「だからこそよ。だって、団長ほど竜に愛されている人はいないもの」

　訝いぶかしむメイをまっすぐに見つめて、続ける。

「竜殺しであるはずの団長が、なぜアクセル……二頭目の竜と契約できたと思う？　アクセルは団長が竜殺しになった瞬しゆん間かんを見ていたのに」

　村娘たちの表情に一瞬、動どう揺ようが走る。もちろんメイもだ。

　竜が神の使いであるのなら、竜殺しを行って空の呪のろいを受けたはずのハーヴェイが、別の竜と契約して竜騎士に戻れるはずがない。その矛盾にようやく気づいたようだ。

「それは……その……竜にも事情が……」

「ほら、メイだって本当はわかっているんでしょう？　竜もわたしたちと同じ、個人的な思い入れで人を選ぶくらい、自由な生き物なんだって」

「う……」

　メイはなおもぶつぶつと不満そうにつぶやいていたが、自分でも無理があると気づきはじめているようだった。さきほどまでの勢いが完全に失われている。

　この村も、いずれ変わるかもしれない。竜を崇める村から、竜を愛する村に。

　村娘たちのもとから離れると、リオノーラはハーヴェイの袖そでを小さくつまんで引っ張った。

「団長、お話があります」

「いいよ」

　こちらが何を言おうとしているのかわかったのだろう、ハーヴェイは歩き出した。途中で何か思い当たって、アクセルに向き直る。

「おまえはソルと遊んでやっていてくれ」

　アクセルは大きな金色の目をぱちくりさせたものの、大事な話なのだということくらいは理解したらしく、神しん妙みようそうにうなずいた。

「ソル、アクセルが遊んでくれるって」

　リオノーラは肩の幼竜を両手に取ると、アクセルの鼻の頭に乗せてやった。むず痒がゆそうにする強こわ面もての竜の鼻先で、ソルが嬉しそうに飛とび跳はねた。







　二人で並んで小さな湖のほとりを歩いていく。

　だいぶ高くなってきた太陽の光を受けて、わずかな風に揺らめく水面がきらきらと乱反射している。静かだった。村人たちは子供や老人に至るまで水みず汲くみ作業に加わっていて、散歩に繰くり出だしてくる者もいない。

　しかし、あまり時間をかけていては作業が終わってしまうかもしれない。リオノーラは意を決して切り出した。

「この間の、答えを聞いてほしいんです」

「それならもういいよ。聞いたから」

「えっ!?」

　予想外の反応に面食らった。

「まだ何も言えていないと思いますけれど……」

「今朝言ってただろ。俺たち竜騎士団のことを『家族』だって。家族なら、守るのは当然だ。命をかけて戦う意味がある」

　シルケを捜して飛んでいるとき、そして野営地に戻って竜騎士たちに出で迎むかえられているときの話を聞いて、リオノーラの気持ちを察してくれていたようだ。

　それでも、あらためて自分の口から言いたかった。

「わたしはレイブラにいる家族と、ヴァンレインでできた第二の家族のために、ヴァンレインで竜騎士を目指したいと思います」

「うん。そういうことなら、許可するよ」

　ハーヴェイは眩まぶしそうに目を細めて笑った。少し強めの風が吹ふいて、彼の黒くろ髪かみと、肩に羽織った制服の上着を優ゆう雅がになびかせる。

「ヴァンレイン竜騎士団へようこそ、ただのノーラ。竜騎士団長として、歓かん迎げいしよう」

「よろしくお願いします！」

　リオノーラはヴァンレイン式の敬礼を送って笑顔をひらめかせてから、ふと思い出した。

「でも、今朝はお兄様に俺の一存では決められないって……」

　あれは、ハーヴェイが納得するような理由を導き出せなければ他国へ追い出す、という意味ではなかったのだろうか。しかし兄とあの話をしたのは、リオノーラが竜騎士団を家族だと語った後だ。

「ああ、あのときはノーラの気持ちを聞いてからにしようと思ってね」

「ですから、わたしの気持ちはご存じだったのでは……」

「そうじゃなくて、結婚のこと」

　ハーヴェイはどこかつまらなそうに言った。

「王女の立場とか国のこととかを抜きにして、結婚したくないのかどうかわからなかったからさ。オルダートの王子なら純じゆん粋すいに結婚相手としては悪くないと思うんだよね。妹には会えなくなるけど、最近は少し妹離れできているみたいだったし、それにルカにちょっかいかけられてもそんなに嫌がっている様子じゃなさそうに見え……」

「は？　待ってください……はあ!?」

　リオノーラは二度、圧力をかけて聞き返した。

「ノーラちゃん、どうしたの。顔が怖こわいよ」

「どうしたもこうしたも……それ、本気でおっしゃっているんですか？」

　わなわなと手が震えてくる。腹の底から言いようのない怒いかりがこみ上げてきた。

　腹立たしさと、悔くやしさと、情けなさでどうしていいのかわからない。

「ショックです。団長は、わたしが団長を見ているほどには、わたしを見てくださっていなかったんですね」

「え？　見てるよ？」

「見てらしたらいまの言葉は出てこないでしょう！　わたしが嫌がっている様子じゃなかった、ですって!?」

「いや、だってさ。ノーラちゃん、俺がべたべたするといつも困ってただろ？　あ、困ってるの知っててやめなかったんだっていうツッコミはなしね。でもノーラちゃん、俺のこと嫌いじゃないでしょ？　そんでルカが髪を触ったり手首を摑つかんだりしてても困ってたから、あいつのことも嫌じゃないんだろうと」

「どうしてそうなるんですか！　信じられない、本当にどこを見ていたんですか！　ルカさんに対しては嫌だから困ってたんです！　団長に対しては……嫌じゃないけど、とにかく困っているだけです！」

「それどう違うんだ？」

「全然違います！　もっと、ちゃんとわたしを見てください！」

　リオノーラは詰つめ寄よると、ハーヴェイに向かって両りよう腕うでを伸のばし、彼の頰を両の手のひらで挟んで自分しか見えないように固定した。

　誰だれに何を言われたっていい。馬ば鹿かにされるのもあきれられるのも慣れている。

　だが、他ならぬ彼にだけは誤解なんてされたくなかった。

　藍あい色いろの双眸が驚いたように見開かれた。ややあって、毒気が抜けたように落ち着いた表情になる。

「見てるよ。いつも見てる──でもね、見ているからといって、全部が見えているわけじゃない。特にね、相手が大切な人だと、本当にこれで合っているのか、俺の目に映っているものは正しいのか、わからなくなることもある。不安が目を曇くもらせるんだ」

　ハーヴェイの頰に触ふれた右手に、彼の左手が覆おおい被かぶさった。大きく、温かく、剣けんだこで皮ひ膚ふの硬くなった、いつもリオノーラの頭を優やさしく撫なでてくれる手だ。

「団長にも、不安になることがあるんですか？」

「完かん璧ぺきな男だとでも思ってた？　残念、俺は弱い男だよ。こうして、大切な女の子を傷つけてしまうくらいには」

　大きな手がそっと離れて、こちらに伸びてきて頰に触れてきた。

「ごめんね。でも、ルカのやつと結婚する気がなくてほっとしたよ。レイブラにも帰れなくなったし、これで俺も遠慮をする必要がなくなったかな」

「いつ遠慮をされてたんですか……」

「え？　ものすごく遠慮してたに決まってるでしょ。でなきゃもう十回は唇くちびるを奪うばってる」

「じっ……!?」

　絶句した唇に、彼の親指がそっと触れてきた。爪つめの先で下唇をぷにぷにと押してくる。

　何を、と言いかけたとき、ハーヴェイの顔が急速に近づいてきた。

　口づけられる、と思い、リオノーラはとっさに目をつぶった。
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　鼓こ動どうが爆ばく発はつしそうな中、ややあって唇の横にちょこんと柔やわらかいものが押しつけられて、ものの数秒ですぐに離れていった。

　ようやく嵐あらしが去った気がして目を開けてみれば、思っていたよりも近くにハーヴェイの顔があった。再び心臓が痛いほど跳ね上がる。

「俺を見ててくれ。これからも、いままでよりもしっかりと」

　何も言えずにいると、今度は頰に口づけられた。それから耳元に唇を寄せて囁ささやいてくる。

「必ず惚ほれさせてみせるから」

　吐と息いき交じりの声が耳じ朶だに触れた瞬間、膝ひざから力が抜けた。ぺたんと地面に尻しりをつけば、頰が燃え上がりそうなほど熱くなり、思わず顔を覆ってしまう。

「あれ？　この程度でもだめ？　まだ手加減しているつもりだったんだけど」

「団長の馬鹿！　最低！　もう知りません！」

「惚れちゃった？」

「惚れてませんしもう嫌いです！　あっち行ってください！」

　頭上から響いてくる笑い声がまた腹立たしい。

　リオノーラは顔を両手で隠したまま、懸けん命めいに首を横に振った。見られるわけにはいかなかった。見られたら、本心がばれてしまう。

（とっくに惚れているのに）

　なんてこと、いまはまだ悔しくて、口が裂さけても言えなかった。
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　こんにちは、乙おつ川かわれいです。

『不本意ですが、竜りゆう騎き士し団だんが過保護です』の二巻をお届けいたします。

　続刊を出せるのはひさしぶりなので本当に嬉うれしいです。これもひとえに読者の皆みな様さまのおかげです。ありがとうございます！




　本巻の初しよ稿こうを書いたのは猛もう暑しよオブ猛暑の八月です。

　家族が倒たおれて入院するわ、私自身も熱中症しようで倒れるわ、その直後に風か邪ぜを引くわで、かなりのサバイバルでした。

　虫歯も二本抜ぬきましたしね。歯を抜いたのは生まれて初めてです。

　特に二本目は抜いた後の痛みがひどく、発熱もしてしまって大変でした。しかも締しめ切きりの三日前。そんな状じよう況きようで四十ページ超ちようを書きあげた自分を褒ほめてあげたいです。誰だれも褒めてくれないので自分で褒めます。自分だけは自分の味方でいないとね！

　それはそれとして、子供の頃ころから夏休みの宿題は最終日に慌あわててやるタイプでしたが、大人になっても怠たい惰だな本質は変わっていないようです。三つ子の魂たましい百まで……なんて言ったら、新登場の某ぼうキャラにメモられてしまいそうですが。




　ここからは謝辞を。

　イラストのくまの柚ゆず子こ先生。今回も可か愛わいいイラストをありがとうございました。スマホに保存して仕事の合間に眺ながめれば永久ニヤニヤ機関の完成で昼休みが消し飛ぶやつです。新キャラたちもどのように描えがいていただけるのか楽しみです。

　担当編集のＹ様。今回も電話打ち合わせでの殴なぐり合あいでたくさんアドバイスをいただきありがとうございました。

　校正、デザイン、印刷、製本、営業等、本作の出版に関わってくださったすべての方々にも御礼申もうし上あげます。

　読者の皆様には最大の感謝を。あなたのおかげでリオノーラやハーヴェイ、アクセルたちの物語が続けられました。今回のお話はいかがでしたでしょうか？　楽しんでいただけましたら幸いです。

　それではまた、お会いできますように。





乙川れい



















電子書籍特典　書き下ろし短編「王子様のスペシャルメニュー」









「ごめんねえ、もう雑用係じゃないのに手伝ってもらっちゃって」

「いえ、困ったときはお互い様です。それに突然抜けることになって、迷惑をかけてしまったのはこちらですから」

　竜騎士団の宿舎にある厨房で、リオノーラは炊事長に笑顔で答えながら、そら豆を爪で割いた莢さやから押し出した。

　夕食の手伝いをするのもひさしぶりだ。少し前まではよくここで仕込みや配膳などの仕事を手伝っていた。雑用係の頃の話だ。いまは竜騎士見習いなので、使用人仕事に駆り出される立場ではない。

　だというのに雑用係に戻ったかのように働いているのにはわけがある。炊事係の一人が風邪で高熱を出して寝込み、さらにもう一人が階段から落ちて足を骨折してしまったのだ。それで、元同僚のよしみで夕食作りを手伝うことになった。

（みんなには迷惑をかけちゃったものね）

　アクセルと二重契約を交わしたとき、リオノーラは雑用係として炊事や洗濯のローテーションに組み込まれていた。

　それが急遽、竜騎士団長付きの竜騎士見習いになったせいで当番から外され、彼女たちには少ない人員でやりくりさせることになってしまい、申し訳ないと思っていたのだ。今回はそのときの分を取り返せると思えば、むしろ手伝わせてもらえて嬉しいくらいだ。

「ソル、あなたはおとなしくしていてね」

　食堂に面したカウンターには最近保護した幼竜のソルがちょこんと座って、こちらに物珍しそうな目を向けながら尾をゆっくりと振っている。莢から豆を取り出す行程が面白いのか、あるいはそら豆を食べたいのかもしれない。

「これはみんなの分だからだめよ。あとで何かあげるから」

　教えさとすように言うと通じたらしく、ソルは少し寂しそうに顔を伏せ、両の前肢の上に顎を載せて目を閉じた。出会ったときに負っていた傷は完治したものの、幼いゆえにまだ体力がないらしく、睡眠時間が長い。

　幼竜がうとうとしはじめるのを横目に微笑みながら、リオノーラは作業に戻った。

　今夜はそら豆とじゃがいものマッシュと、ベーコンとアスパラガスのシチュー、鶏肉のグリル・バジルソースがけを作る予定だ。

　それほど難しい料理ではないが、人数が多いのでなかなかの重労働になる。竜騎士でも雑用係でも誰でも、もう一人くらい手伝ってくれたらデザートに卵のプリンも作りたいところだが、みな自分の仕事や任務で疲れ切っているだろうから贅沢は言えない。また林檎で我慢してもらおう。

　単調な皮剝き作業にそれなりの楽しさを見いだしていると、誰かから呼ばれた気がして集中が切れた。カウンターの向こう側に秀麗な顔立ちの青年が出現している。

「ジェレミア先輩!?」

　思わず仰け反るリオノーラに、ジェレミアは怪訝そうな目を向けてきた。

「なぜ驚く。さっきからずっと呼んでいただろう」

「す、すみません」

　集中していたのでまったく聞こえていなかった。

「別に謝らなくていい。それより……その」

　ジェレミアはそこで言いよどんだ。なぜか周囲を気にした様子できょろきょろと見回してから、声をひそめて言ってくる。

「折り入って、おまえに頼みたいことがある」

「なんでしょうか」

「僕に、その……だな」

　もごもごと口だけ動かされても、声として聞こえてこない。

　よほど言いにくいことらしく、またしても視線を泳がせ、食堂内を無駄に見回している。扉は閉まったままなのだから人が増えているわけがないのに、何をそんなに気にしているのだろう。

（もしかしてわたし、知らない間に何かやらかしていた？）

　ジェレミアはリオノーラの教育係をすることが多く、特に城下の巡回や夜間の王宮警護の任務ではいつも一緒の班に組み込まれている。

　なるべく人目につかないところで間違いや改めた方がいいところを指摘しようとしてくれているのかもしれない。

「ここにはわたしと炊事長しかいません。覚悟はできていますから、遠慮なさらずなんでもおっしゃってください！」

「そ、そうか。なんの覚悟か知らんが、助かる」

　ジェレミアはほっと表情を緩ませると、こほんと一つ咳払いをしてから口を開いた。

「実はだな」

「はい」

「……ぼ……僕に、料理を教えてほしいんだ！」

「ええっ!?」

　リオノーラは思わず大きな声をあげてしまった。慌てて口元を押さえたが時既に遅く、ジェレミアがぎろりと睨みつけてきた。

「声が大きい！」

「す、すみません。そう来るとは思っていなかったもので」

　注意を受けると思っていたのもあって拍子抜けしてしまったというのもある。

「わたしでよろしければ構いませんが、でもどうして急に？」

「おまえが炊事係の手伝いに駆り出されたと聞いて、いましかないと思ったんだ。僕の作る料理はどうやら一般人の舌ではよさがわからないようだからな。陳腐でも万人受けする味というものを覚えておきたいんだ」

　言動には若干の不遜さがにじんでいるものの、眼差しは真摯そのものだ。

　以前みんなのために作った煮込みを『ジェレミアスペシャル』と名づけられ、竜騎士たちからさんざん非難されたのが相当にこたえたらしい。彼自身は自分の料理をまずいとは思っていないようだが、不評だということは理解していて、仲間たちに好まれる味を習得する機会をうかがっていたようだ。

「それで、おまえの料理が評判だったから教えてもらおうと……なぜ泣く!?」

「あ、すみません。つい感動して」

　リオノーラは竜騎士の制服の上に装着したエプロンの前掛けで涙を拭った。横目に見ると、炊事長も感動したらしく泣きながらハンカチで洟はなをかんでいる。

（先輩って努力家よね）

　誰よりも早く起きて朝の鍛錬に励むことが多いのもジェレミアだ。

　王太子である兄を尊敬し、彼のために国防の面から支えようと竜騎士になったほど真面目な王子なのだ。たとえ野外訓練中の炊事当番であっても、一人前にこなせない自分自身を腹立たしく思っているのだろう。

　そういうことなら、協力を惜しむつもりはない。

「わかりました！　幸い今日は簡単な料理ばかりですし、日頃のお返しに全力で指導させていただきます！」

「そうか、助かる！」

　ジェレミアがぱあっと表情を輝かせた。







　夕食の時間に合わせて食堂にやってきた竜騎士たちは、エプロンの裾を翻しながらてきぱきと配膳するリオノーラの姿にざわついた。

「ノーラちゃん、どうしたんだよその格好」

「まさか竜騎士見習いを辞めたのか……？」

「違います！　人手が足りないから少しの間だけお手伝いをすることになったんです」

　笑顔で答えると、みなほっとした表情になって席に着き、配られた皿に目を落として口元を緩ませた。

　以前からリオノーラの作る料理は評判がいい。期待に目が輝いているのがあからさまに伝わってくるので、嬉しくなってしまった。人から喜ばれる仕事は単純に楽しい。

（竜騎士の仕事は、必ずしも人に喜ばれるわけではないものね）

　少し前に起きた事件を思い出して寂しい気持ちになったのがわかったのか、いままでおとなしくしていたソルがぴょんと肩に飛び乗ってきて、頰に顔をすり寄せてきた。慰めてくれているらしい。

「ありがとう。大丈夫よ」

「きゅうっ」

　幼い竜の元気な声になごんでいると、盛りつけ作業をしていたジェレミアがエプロンを外しながら厨房から出てくるのが見えた。

「あ、お疲れ様です！」

「この程度のことで、疲れたりはしない」

　むすっと答えながらも、第二王子の顔にはやりきった者特有の満足感がうかがえる。

　とたんに食堂内に動揺が広がった。

「ジェレミア、だと……？」

「なんで厨房から……ま、まさか……！」

「ごふっ！」

　既にマッシュを口に運んでいた竜騎士が、驚きのあまり喉を詰まらせた。白目を剝きながら必死に喉を押さえる竜騎士の背中を、隣の竜騎士が血相を変えて叩く。

「大丈夫か!?　何を食った!?　いますぐ吐き出せ！」

「くそっ、ケビンがやられた！」

「ジェレミア！　おまえ、いったい何人葬れば気がすむんだ！」

「誰も殺してなどいないっ！」

　ジェレミアは脱いだエプロンを床に叩きつけながら抗議の声を張りあげた。

「今日はノーラに教えてもらいながら作ったし、あくまで手伝っただけだ。おまえたちの舌に合わないようなものにはなっていない！」

　竜騎士たちの視線が一斉に向けられる。その迫力に気圧されつつも、リオノーラは笑顔を引きつらせて答えた。

「ちゃんと味見をしながら作りましたから、大丈夫ですよ」

「そう言われてもなあ」

　ジェレミアの料理を食べるとどうなるか知っているだけに手が出せないようだ。

「おっ、何をやっているんだ？」

　そう言って遅れてやってきたのは、ヴァンレイン竜騎士団長とその副官だった。

　黒髪で人好きのする美丈夫のハーヴェイと、銀髪に褐色の肌をした異国風の美貌を持つカルロは、ただ歩いているだけでも人目を惹きつける。

　二人はリオノーラが夕食の手伝いに駆り出されたことは知っているので、エプロンをつけて配膳している姿を見ても驚きはしない。その代わり食堂を包む異様な空気にも気づかず、ハーヴェイは平然とした顔で近づいてきてリオノーラが抱えている配膳トレイへ手を伸ばしてきた。

「これ、もらっていい？」

「あ、はい。どうぞ……カルロさんのぶんはすぐご用意しますね」

「お願いします」

　嬉々とした足取りで空いた席につくハーヴェイを見送って、リオノーラはカウンターに駆け寄った。炊事長が盛り付けした皿をトレイに載せてカルロに手渡す。その様子を、竜騎士たちは手元の皿には手を付けずに黙って見つめていた。

「どうかしたのですか？」

「い、いや……」

「何でもない」

　みな一斉に視線を逸らす。

　カルロは不審に思ったようだが、ハーヴェイは気づかなかったのか、あるいは気にしなかったらしい。手を合わせて簡単に祈りを捧げてから、スプーンでシチューをすくって口へ運んだ。もぐもぐと唇が動き、ごくんと喉が上下する。

「うーん、うまい。どうかしたのか？」

　固唾を吞んで自分を見守る視線にハーヴェイが聞き返すと、周囲の竜騎士たちは気まずそうに視線を泳がせた。そのうちの一人が意を決して、おそるおそる口を開く。

「なんともないっすか？」

「何が？」

「今日の夕食、ジェレミアが手伝ったらしいんすけど」

　ハーヴェイが動きを止めた。

　手からすべり落ちたスプーンがテーブルの上でからんと音を立てて跳ねた直後、彼は苦しそうに表情を歪めて、両手で喉のあたりを押さえつけた。

「ううっ……！」

　無敵の竜騎士団長の反応に、竜騎士たちが震えあがった。

「うわああああ！　団長がやられた！」

「いますぐ吐き出してください！　いまならまだ間に合うかもしれないっすから！」

「しっかりしてくれ！　あんたが死んだら次の団長はカルロなんだぞ！　そうなったら地獄の未来しか見えねえ！」

「うるさいですよ」

　カルロは怜悧な眼差しでじろりと睨みつけたが、竜騎士たちはそれどころではないらしく意に介さなかった。

「ジェレミア！　おまえ、いったい何を入れたんだ!?」

「白状しろ！」

　数名の竜騎士に詰め寄られたジェレミアが及び腰になるのが見えて、リオノーラは慌てて仲裁に入った。

「落ち着いてください！　今日はわたしや炊事長も一緒に作ったんです。変なものなんて入りっこありません。ですよね、先輩？」

　確認のために振り仰ぐと、なぜか第二王子は気まずそうに目を逸らしてしまった。

「まさか……」

「実は城下に来ていた旅の魔女から買った、仲間同士の結束力が高まるという妙薬を」

「盛ったのですかっ!?」

「人聞きの悪い表現をするな！　少し混ぜただけだ！」

　どうやら盛り付け作業中に、炊事長の目を盗んで混入させたらしい。

　とたんに食堂中から非難の声があがった。

「おまえ、なんてことをしてくれるんだ！」

「だいたいそれ、本当に結束力が高まる薬なのか？　ちゃんと自分で試したのか？」

「自分で試してわかるものではないから、おまえたちに食べさせたのだが」

「毒薬だったらどうするんだよ！」

「毒ではないっ！　エアロの飲み水に入れてみたが何も問題はなかった！」

「竜を毒見に使うんじゃねえよ！」

「つか、竜には平気だからって人間にとってもそうとは限らないだろ」

　非ひ難なん囂ごう々ごうで追い詰められたジェレミアは気の毒だが、彼に助け船を出している余裕はなかった。怪しげな薬の入った料理を食べたハーヴェイの方が心配だ。

「団長！　大丈夫ですか!?」

　しかしハーヴェイは喉元を押さえたまま立ち上がると、青い顔をして食堂を飛び出していってしまった。吐き出しにいったのかもしれないが、あの反応は心配だ。

「わたし、様子を見てきます！」

「頼んだぞ、ノーラ！」

「団長を死なせるなよ！」

　はいっ、と返事をして、リオノーラはハーヴェイの後を追いかけた。







　隊舎を出たところで姿が見えなくなってしまったが、勘を頼りに井戸の方へ向かうと、水を飲んでいる長身の後ろ姿を発見した。

「団長！　大丈夫ですか!?」

　リオノーラは慌てて駆け寄った。

　この人を失うわけにはいかない。

　異国にやってきて、初めて見つけた目指すべき指標なのだ。彼のようになりたい、彼に認められたいと、その一心でやってきた。最近はこみいった事情はあるものの、彼への感謝の気持ちと敬意と憧憬は変わっていない。

　ハーヴェイがのっそりと振り返った。

「…………」

　寝惚けたようでいて色気のある眼差しに捉えられ、思わずどきりとする。

　夜色の双眸に引き込まれそうな感覚を覚えてはっと我に返ったときには、さりげなく距離を詰められており、右の手首を大きな手で摑まれていた。

「あ、あの？」

「ノーラ……愛してる」

　すっと自然な強さで手を引かれて、気がつけばリオノーラはハーヴェイの懐にぽすんと収まっていた。彼の胸板に頰を押しつける格好になっていることに気づいたときには、両腕で優しく抱きしめられていた。

（えっ、えええ!?）

　リオノーラは突然のことにまったく身動きが取れなかった。彼の手は井戸水で少し濡れていて冷たかったが、それよりも突然の告白と抱擁による顔面の熱さが上回った。間違いなくいま自分は赤面していると確信できる。

「だ、団長？　急に、何を言って……」

　動揺のあまり、歯切れの悪い拒絶になってしまう。そう自覚できるだけに恥ずかしくてしかたがない。これでは困っているふりをして喜んでいるように見えてしまいそうだ。

（実際、いやではないけれど……ってそういう意味ではなくて）

　混乱するリオノーラの背中に回された腕が、きゅっと少しだけ抱擁を強めてくる。より深く密着したことで、隊服の生地越しに肌の隆起や体温が伝わってきて、さらなる動揺をさそってきた。

「急、かな？　態度には出していたつもりだったけど」

「……噓です。だって団長はいつも、ふざけてばかりで……」

「ふざけたふりをして本音を隠すシャイな男もいるんだよ」

「団長はシャイとはほど遠いと思いますけど」

　つい冷静に指摘すると、彼は声を出して笑った。密着した体から直接腹筋あたりの振動が伝わってきてこそばゆい。

「そう思うっていうことは、ノーラはまだ俺という男を理解していないってことだよ。俺はシャイで、噓つきで、弱い男だよ。腕の中にいるお姫様をどう扱えばいいのか、いまだに決めあぐねている」

　お姫様、の一言にどきりとする。女の子に対するたとえで使わることもある表現だが、リオノーラは実際に隣国の王女で、身分を隠している。

「あの、そろそろ離してくださいませんか。みんな心配していましたし、誰か様子を見にくるかもしれませんし……」

　そこまで言ってから、リオノーラは自分がなぜここにいるのかを思い出した。

　冷静さを取り戻した頭で状況を整理する。ジェレミアが謎の薬を盛った料理を食べたハーヴェイが、体調を崩した様子だったから追いかけてきたのだ。そこで愛の告白を受けて抱きしめられた。状況の流れが不自然だ。

　諸悪の根源に思い至る。

（もしかしてジェレミア先輩が盛った薬って、惚れ薬だったのでは!?）

　第二王子は『仲間同士の結束力が高まる妙薬』と言っていたが、単純に仲良くなる、他人を好きになる薬だったのかもしれない。

　そうとわかれば早かった。

　リオノーラは目の前の胸板を両手で強く突き飛ばした。

　おっと、とハーヴェイが予期せぬ抵抗によろめくのを、きっとまなじりを強めて見据え、右手に握りこぶしを作って身構える。

「団長、聞いてください！　団長はいま、ジェレミア先輩が盛った薬のせいで正常な状態にはありません！　いますぐ食べたものを吐き出してください。ご自分でできないようでしたら、不肖ながらこのわたしが手助けさせていただきます！」

　彼の喉に手を突っ込んででも吐かせるつもりだ。薬の成分がどのくらい体に回っているのかも、効果がどの程度持続するものなのかもわからないが、いまならまだ間に合うかもしれない。

　しばらくぽかんとこちらを眺めていたハーヴェイが、ぷっと噴き出した。

「わかった、わかった。悪かったよ。殴られちゃあかなわない」

　両手を広げて降参の合図をしてみせる。それでようやく気がついた。

「からかっていたのですか!?」

「だから、ごめんって謝っているじゃないか」

「惚れ薬を飲んだふりなんて、趣味が悪すぎます！」

　なんてデリカシーのない冗談を言う人なのだろう。やはりシャイとはほど遠い。

「それに、騙されるノーラも悪い。俺のことをちゃんと見ているって言うのなら、いまのは演技だってわかるはずだろ」

「そうですね！　もっと洞察力を磨きます！」

　リオノーラは少しヤケになって言い返し、ぷいと顔を背けた。本気で心配していたのだ。何事もなくてよかったが、乙女の純情を弄んだ罪は重い。

「そういう意味じゃなくてさ。仮に本物の惚れ薬を飲んでいたら、逆に俺の態度はまったく変わらないはずだってことだよ」

「……どういう意味ですか？」

　思わず振り向いてみると、ハーヴェイは苦笑していた。

「ほら、わかってない。まあ、いまは気づかれていない方が都合がいいかな。おかげで予行演習もできたし」

「予行演習？」

　ますます意味がわからない。

「こっちの話だよ。食堂に戻ろうか。そろそろフォローしないと、ジェイミーがかわいそうだ」

「誰のせいですか」

「あいつが変な薬を勝手に盛ったせいだろう？」

　飄々と言ってのける。

　確かにそのとおりではあったので、リオノーラは何も言えなかった。
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